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はじめに

IBM® SPSS® Modeler は、IBM Corp. が開発した企業強化用のデータ マイニ
ング ワークベンチです。SPSS Modeler を使用すると、企業はデータを
詳しく調べることにより顧客および一般市民とのリレーションシップを
強化することができます。企業は、SPSS Modeler を使って得られた情報
に基づいて利益をもたらす顧客を獲得し、抱き合わせ販売の機会を見つ
け、新規顧客を引き付け、不正を発見し、リスクを減少させ、政府機関へ
のサービスの提供を改善することができます。

SPSS Modeler の視覚的インターフェイスを使用すると、特定ビジネスの
専門知識を適用し、より強力な予測モデルを実現し、解決までの時間を短縮
します。SPSS Modeler では、予測、分類、セグメント化、および関連性検
出アルゴリズムなど、さまざまなモデル作成手法を提供しています。モデル
を作成した後は、IBM® SPSS® Modeler Solution Publisher により、企業全
体の意思決定者やデータベースにモデルを配布することが可能になります。

IBM Business Analytics について

IBM Business Analytics ソフトウェアは、意思決定者がビジネス パフォー
マンスを向上させるために信頼する完全で、一貫した正確な情報を提供し
ます。ビジネス インテリジェンス、予測分析、財務実績および戦略管理、
および分析アプリケーションの包括的なポートフォリオを利用することに
よって、現在の実績を明確、迅速に理解し、将来の結果を予測することが
できます。豊富な業界のソリューション、実績ある実例、専門サービスと
組み合わせ、さまざまな規模の組織が、高い生産性を実現、意思決定を自
信を持って自動化し、より良い決定をもたらします。

このポートフォリオの一部として、IBM SPSS Predictive Analytics ソフト
ウェアを使用する組織は、将来のイベントを予測し、その洞察に基づいて
積極的に行動し、より優れた業績を実現することができます。全世界の企
業、政府、学術分野のお客様が IBM SPSS の技術を活用し、不正行為を減
少させ、リスクを軽減させながら、顧客の獲得、保持、成長において、
競争優位を高めることができます。IBM SPSS ソフトウェアを日々の業務
に取り入れることによって、組織は業務目標を達成し、大きな競争的優
位を獲得することができるよう、意思決定を方向付け、自動化すること
ができるようになります。お問い合わせは、http://www.ibm.com/spss を
参照してください。

テクニカル サポート

お客様はテクニカル サポートをご利用いただけます。IBM Corp. 製品の使
用方法、または対応するハードウェア環境へのインストールについてサ
ポートが必要な場合は、テクニカル サポートにご連絡ください。テクニカ
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章

1
IBM SPSS Modeler について

IBM® SPSS® Modeler は、ビジネスの専門知識を活用して予測モデルを迅速
に作成したり、また作成したモデルをビジネス オペレーションに展開して
意志決定を改善できるようにする、一連のデータ マイニング ツールで
す。SPSS Modeler は業界標準の CRISP-DM モデルをベースに設計されたも
のであり、データ マイニング プロセス全体をサポートして、データに基
づいてより良いビジネスの成果を達成できるようにします。

SPSS Modeler ではさまざまなモデル作成方法を提供しています。[モデ
ル作成] パレットを利用して、データから新しい情報を引き出したり、
予測モデルを作成することができます。各手法によって、利点や適した
問題の種類が異なります。

SPSS Modeler は、 スタンドアロン製品として購入または SPSS Modeler
Server と組み合わせて使用することができます。後のセクションで説明さ
れているとおり、多くの追加オプションも使用することができます。 詳
細は、http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/
を参照してください。

IBM SPSS Modeler Server

SPSS Modeler は、クライアント/サーバー アーキテクチャを使用し、リ
ソース主体の操作が必要な要求を、強力なサーバー ソフトウェアへ分散
されるようになりました。その結果、規模が比較的大きいデータ セット
を処理するパフォーマンスを実現しました。ここに挙げた以外にも、ほ
かの製品やアップデートも利用できる可能性があります。 詳細は、
http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/ を参照
してください。

SPSS Modeler: SPSS Modeler はこの製品のすべての機能を搭載したバージョ
ンであり、ユーザーのデスクトップ コンピュータにインストールし、その
コンピュータで実行します。スタンドアロン製品としてローカル モード
で実行するか、大規模なデータ セットを使用する場合にパフォーマンス
を向上させるために IBM® SPSS® Modeler Server と組み合わせて実行す
ることができます。

SPSS Modeler Server: SPSS Modeler Server は、1 つまたは複数の IBM®
SPSS® Modeler のインストールと同時に分散分析モードで継続的に実行
し、大規模なデータセットを使用する際にパフォーマンスが大幅に向上し
ますが、それは、データをクライアント コンピュータへダウンロードする

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 1
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ことなく、メモリー主体の操作をサーバー上で実行できるからです。ま
た、SPSS Modeler Server は SQL 最適化のサポート、データベース内モデ
ル作成機能を提供し、パフォーマンスおよび自動化にさらなるメリットを
もたらします。分析を実行するには、少なくとも 1 つの SPSS Modeler を
インストールしておく必要があります。

IBM SPSS Modeler のオプション

次のコンポーネントおよび機能を個別に購入し、ライセンス供与を
受け SPSS Modeler と合わせて使用できます。追加の製品や更新が
利用できる可能性があることに注意してください。 詳細は、
http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/ を参照
してください。

 SPSS Modeler Server へのアクセスにより、大規模なデータセット上の
スケーラビリティおよびパフォーマンスを向上させ、SQL 最適化のサ
ポート、およびインデータベース モデリング能力を提供します。

 SPSS Modeler Solution Publisher は、SPSS Modeler 環境の外側でのリ
アルタイムまたは自動スコアリングで使用します。 詳細は、 2 章 IBM
SPSS Modeler Solution Publisher in IBM SPSS Modeler 14.2 Solution
Publisher を参照してください。

 アダプタを使用して IBM SPSS Collaboration and Deployment Services
またはシンクライアント アプリケーションの IBM SPSS Modeler
Advantage に展開します。 詳細は、 9 章 IBM SPSS Collaboration and
Deployment Services Repository オブジェクトの保存と展開 in IBM
SPSS Modeler 14.2 ユーザー ガイド を参照してください。

IBM SPSS Text Analytics

IBM® SPSS® Text Analytics は、SPSS Modeler の完全に統合されたアド
オンで、高度な言語テクノロジと自然言語処理 (NLP: Natural Language
Processing) を使用して、さまざまな無構造テキスト データを高速で処理
し、重要な概念を抽出および整理してカテゴリに分類します。抽出された
コンセプトとカテゴリを、人口統計のような既存の構造化データと組み合
わせ、IBM® SPSS® Modeler の豊富なデータ マイニング ツールを適用する
方法で、焦点を絞ったより良い決定を下すことができます。

 テキスト マイニング ノードは、テキスト リンクとクラスタの高度
な洞察を実行できるインタラクティブ ワークベンチと同様にコンセ
プトおよびカテゴリ モデル作成を提供、独自のカテゴリを作成し。
言語リソースのテンプレートを調整します。

http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/
http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/
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 ブログやその他の Web ベースのソースなど、多くのインポート形式が
サポートされています。

 CRM (Customer Relationship Management、顧客関係管理) やゲノム研
究のような特定の分野用のカスタム テンプレート、ライブラリ、
辞書も付属しています。

注 :このコンポーネントを利用するには、別途、ライセンスが必要です。
詳細は、http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/
を参照してください。

IBM SPSS Modeler ドキュメント

オンライン ヘルプ形式の完全なドキュメントは、SPSS Modeler の [ヘル
プ] メニューから使用できます。SPSS Modeler、SPSS Modeler Server、お
よび SPSS Modeler Solution Publisher のアプリケーション ガイドやその
他サポート資料が含まれています。

各製品の PDF 形式の完全なドキュメントは、各製品 DVD の \Documentation
フォルダにもあります。

 IBM SPSS Modeler ユーザー ガイド:SPSS Modeler の使用方法への全体的
な入門で、データ ストリームの構築方法、欠損地の処理方法、CLEM
式の処理方法、プロジェクトおよびレポートの処理方法、IBM SPSS
Collaboration and Deployment Services、予測アプリケーション製
品、または IBM SPSS Modeler Advantage へ展開するストリームのパッ
ケージ化方法が含まれています。

 IBM SPSS Modeler 入力ノード、プロセス ノード、出力ノード: さまざまな形式
のデータを読み込み、処理し、出力するために使用するすべてのノー
ドの説明があります。これは、モデル作成ノード以外のすべてのノー
ドについての説明です。

 IBM SPSS Modeler モデル作成ノード: データ マイニング モデルの作成に
使用するすべてのノードの説明。IBM® SPSS® Modeler には、マシン学
習、人工知能、および統計に基づいたさまざまなモデル作成手法が用意
されています。 詳細は、 3 章 モデル作成ノードの概要 in IBM SPSS
Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。

 IBM SPSS Modeler アルゴリズム ガイド:SPSS Modeler で使用されている手法
の数学的な基礎の説明があります。

 IBM SPSS Modeler アプリケーション ガイド : 本ガイドの例では、特定のモ
デル作成手法および技術に関する簡単で、目的に沿った説明を行いま
す。本ガイドのオンライン バージョンは、[ヘルプ] メニューからも利
用できます。 詳細は、 アプリケーションの例 in IBM SPSS Modeler
14.2 ユーザー ガイド を参照してください。

http://www.ibm.com/software/analytics/spss/products/modeler/
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 IBM SPSS Modeler スクリプトとオートメーション: スクリプトの実行によるシ
ステムのオートメーションの情報で、ノードおよびストリームを操作す
るために使用することができるプロパティが含まれています。

 IBM SPSS Modeler 展開ガイド:SPSS Modeler のストリームやシナリオ
を IBM® SPSS® Collaboration and Deployment Services Deployment
Manager のジョブを処理するステップとしての実行についての情報。

 IBM SPSS Modeler CLEF 開発者ガイド:CLEF では、 SPSS Modeler のノード
としてデータ処理ルーチンやモデル作成アルゴリズムなどのサードパー
ティ製のプログラムを統合します。

 IBM SPSS Modeler データベース内 マイニング ガイド: ユーザーのデータベー
スを最大限に活用して、パフォーマンスを改善する方法と、サード
パーティー製のアルゴリズムを使用して分析可能な範囲を拡大する方
法についての情報があります。

 IBM SPSS Modeler Server およびパフォーマンス ガイド:IBM® SPSS® Modeler
Server の設定と管理の方法について説明します。

 IBM SPSS Modeler 管理コンソール ユーザー ガイド:SPSS Modeler Server を
監視して設定するためのコンソール ユーザー インターフェイスのイン
ストールおよび使用に関する情報。コンソールは、Deployment Manager
アプリケーションへのプラグインとして実装されます。

 IBM SPSS Modeler Solution Publisherガイド: SPSS Modeler Solution
Publisher はアドオン コンポーネントです。組織はこれを使用する
と、標準的な SPSS Modeler 環境の外部へストリームを公開できます。

 IBM SPSS Modeler CRISP-DM Guide. CRISP-DM 手法を使用した SPSS
Modeler によるデータ マイニングの段階的なガイドです。

アプリケーションの例

SPSS Modeler のデータ マイニング ツールは、多様なビジネスおよび組織
の問題解決を支援しますが、アプリケーションの例では、特定のモデル作
成手法および技術に関する簡単で、目的に沿った説明を行います。ここで
使用されるデータセットは、データ マイニング作業者によって管理された
巨大なデータ ストアよりも非常に小さいですが、関係するコンセプトや方
法は実際のアプリケーションに対して大規模です。

SPSS Modeler の [ヘルプ] メニューから [アプリケーションの例] を選択す
ると、例にアクセスすることができます。データ ファイルとサンプル ス
トリームは、製品のインストール ディレクトリの Demos フォルダにイン
ストールされています。詳細は、 Demos フォルダ in IBM SPSS Modeler
14.2 ユーザー ガイド を参照してください。

データベース モデル作成の例 : 例は、『IBM SPSS Modeler データベース内マ
イニング ガイド』を参照してください。
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スクリプトの例 : 例は、『IBM SPSS Modeler スクリプトとオートメーショ
ン ガイド』を参照してください。

Demos フォルダ

アプリケーションの例で使用されるデータ ファイルとサンプル ストリー
ムは、製品のインストール ディレクトリの Demos フォルダにインストー
ルされています。このフォルダには、Windows [スタート] メニューの IBM

SPSS Modeler 14.2 プログラム グループから、または [ファイルを開く] ダ
イアログ ボックスの最近使ったディレクトリの一覧から [Demos] を選択
してアクセスすることもできます。

図 1-1
最近使用されたディレクトリの一覧から Demos フォルダを選択
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2
データベース内マイニング

データベース モデル作成の概要

IBM® SPSS® Modeler Server は、Oracle Data Miner、IBM DB2 InfoSphere
Warehouse、および Microsoft Analysis Services などのデータベース ベ
ンダーから入手できる、データ マイニングとモデル作成ツールとの統合
をサポートしています。データベース内および IBM® SPSS® Modeler ア
プリケーション内のモデル、スコアおよびストア モデルすべての作成が
可能です。これにより、ベンダーが提供するデータベース固有のアルゴ
リズムを活用しながら、SPSS Modeler の分析機能と使いやすさを、デー
タベースのパワーとパフォーマンスに組み合わせることが可能となりま
す。モデルはデータベース内部に構築され、通常の方法で SPSS Modeler
インターフェイスによって参照、スコアリングすることができます。さ
らに必要に応じて IBM® SPSS® Modeler Solution Publisher を使用して
展開することもできます。使用可能なアルゴリズムは、SPSS Modeler の
[データベースモデル作成] パレットにあります。

データベースのネイティブなアルゴリズムへのアクセスに SPSS Modeler
を使用することにはいくつもの利点があります。

 データベース内アルゴリズムはデータベース サーバーと密接に統合さ
れることが多く、性能が向上することがあります。

 「データベース内」で構築され保存されるモデルは、展開やデータ
ベースにアクセス可能なアプリケーションとの共有が容易にできるこ
とがあります。

SQL 生成 : データベース内モデル作成は SQL 生成と異なり、SQL 最適化ま
たは「SQL プッシュバック」として知られています。この機能を使用する
と、パフォーマンス向上のためにデータベースに「プッシュ バック」でき
るネイティブの SPSS Modeler 操作の SQL 分を生成することができます。
たとえば、レコード結合、レコード集計、データ選択のノードは、すべて、
この方法でデータベースにプッシュ バックできる SQL コードを生成しま
す。SQL 生成は、データベース モデ作成と組み合わせて使用すると、デー
タベースの開始から終了までの実行が可能なストリームを生み出す場合が
あり、同時に、SPSS Modeler で実行するストリームに大幅なパフォーマン
スの向上をもたらします。 詳細は、 6 章 SQL 最適化 in IBM SPSS Modeler
Server 14.2 管理およびパフォーマンス ガイド を参照してください。

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 6
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注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が IBM® SPSS® Modeler コンピュータ上で可能でなければなり
ません。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセス
し、SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server
にアクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

図 2-1
[モデル作成] パレット

サポートされているアルゴリズムの詳細は、この後の特定のベンダー
の節を参照してください。

図 2-2
ビューアには、Microsoft Analysis Services Association Rules のモデル作成結果のグラフィッ
ク ビューがある
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準備

DB モデリングを行う前に、以下の設定が必要です。

 必要な分析コンポーネントをインストールした適当なデータベースへの
ODBC 接続 (Microsoft Analysis Services、Oracle Data Miner、または
IBM DB2 InfoSphere Warehouse)。

 IBM® SPSS® Modeler で DB モデリングを [ヘルパー アプリケーショ
ン] ダイアログ ボックスから有効にします ([ツール] → [ヘルパー アプ

リケーション])。

 IBM® SPSS® Modeler Server (使用している場合) と同様に、IBM® SPSS®
Modeler でも [ユーザー オプション] ダイアログ ボックスで [SQL 生

成] および [SQL 最適化] の設定を有効にする必要があります。詳細は、
4 章 パフォーマンス/最適化 in IBM SPSS Modeler Server 14.2 管理お
よびパフォーマンス ガイド を参照してください。SQL 最適化は、厳
密には DB モデリングを使用するためには必要ではありませんが、パ
フォーマンス上の理由から使用することを強くお勧めします。

注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が SPSS Modeler コンピュータ上で可能でなければなりませ
ん。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセスし、
SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server に
アクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

詳細は、この後の特定ベンダーの節を参照してください。

モデルの構築

データベースのアルゴリズムを使用するモデルの構築とスコアリングのプロ
セスは、IBM® SPSS® Modeler のほかの種類のデータマイニングに似ていま
す。ノードとモデル作成「ナゲット」で作業の一般的なプロセスは、SPSS
Modeler で作業する場合の他のストリームに似ています。唯一の相違点
は、実際の処理とモデルの構築がデータベースに先送りされることです。

たとえば、次のストリームは、SPSS Modeler の他のデータ ストリーム
と概念的に同一です。しかし、このストリームでは、Microsoft Decision
Tree ノード使用のモデル構築など、データベースのオペレーションがすべ
て実行されます。このストリームを実行すると、SPSS Modeler は、デー
タベースに構築と、作成されたモデルの保存を指示し、また詳細が SPSS
Modeler にダウンロードされます。
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図 2-3
DB モデリング ストリームのサンプル (紫色のノードはデータベース内での実行を表す)

Data Preparation

データベース ネイティブ アルゴリズムが使用されているか否かにかかわ
らず、データの準備をできるだけデータベースに先送りして、パフォーマ
ンスを向上させる必要があります。

 その目的は、元のデータがデータベースに保存されている場合に、必要
な上流操作がすべて SQL に変換できることを確認したうえで、データ
をデータベース内に保持しておくことです。これによって、ゲインを無
効にするような障害を避けて、データが IBM® SPSS® Modeler にダウン
ロードされるのを防ぎ、ストリーム全体がデータベースで実行できる
ようになります。 詳細は、 6 章 SQL 最適化 in IBM SPSS Modeler
Server 14.2 管理およびパフォーマンス ガイド を参照してください。

 元のデータが、データベースに保存されていない場合でも、DB モデ
リングを使用できます。この場合、データの準備は SPSS Modeler で
行われ、準備が完了したデータ セットは、モデル構築のために自動
的にデータベースにアップロードされます。

モデルのスコアリング

データベース内マイニングを使用して IBM® SPSS® Modeler から生成される
モデルは、通常の SPSS Modeler モデルとは異なります。それらは、生成
されたモデル「ナゲット」として、モデル マネージャに表示されますが、
実は、リモート データ マイニングやデータベース サーバーに保持される
リモート モデルです。SPSS Modeler に表示されるものは、単にこのリ
モート モデルへの参照です。つまり、表示される SPSS Modeler モデル
は、データベース サーバー ホスト、データ ベース名およびモデル名など
の情報を含む「hollow」モデルです。これは、データベース ネイティブ
アルゴリズムを使用して作成されるモデルを参照したりスコアリングし
たりする場合に、理解すべき重要な違いです。

図 2-4
Microsoft Decision Trees で作成されるモデル「ナゲット」
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モデルが作成されると、SPSS Modeler で生成される他のモデルのようにス
コアリングのため、ストリームに追加できます。たとえ上流の操作でなく
ても、すべてのスコアリングはデータベース内で行います(パフォーマンス
の向上にとって可能ならば上流の操作はデータベースに戻されますが、こ
れはスコアリングを実行するための要件ではありません)。ほとんどの場
合、データベース ベンダーが提供する標準的なブラウザを使用して、作成
されたモデルをブラウズすることもできます。

ブラウズする場合もスコアリングする場合も、Oracle Data Miner、IBM
DB2 InfoSphere Warehouse、または Microsoft Analysis Services が動作
しているサーバーへのライブ接続が必要です。

結果の表示と設定の指定

スコアリングの結果を表示し設定を指定するには、ストリーム領域のモデル
をダブルクリックします。代わりに、モデルを右クリックして [ブラウズ] ま
たは [編集] を選択することもできます。特定のモデルのタイプに固有な設定

データベース モデルのエクスポートと保存

[ファイル] メニューにあるオプションを使用すると、データベース モデ
ルは、IBM® SPSS® Modeler で作成された他のモデルと同様の方法でモデル
ブラウザからエクスポートできます。
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図 2-5
Microsoft Decision Trees モデル要約を HTML としてエクスポートする

E モデル ブラウザの [ファイル] メニューから次のオプションを選択します。

 [テキストのエクスポート] を選択してモデル要約をテキスト ファイルにエ
クスポート

 [HTML のエクスポート] を選択してモデル要約を HTML ファイルにエクス
ポート

 PMML のエクスポート (IBM DB2 IM モデルのみをサポート) を選択し、その
他の PMML 互換性のあるソフトウェアと使用できる予測モデル マーク
アップ言語 (PMML) としてモデルをエクスポート 詳細は、 10 章 PMML
としてのモデルのインポートおよびエクスポート in IBM SPSS Modeler
14.2 ユーザー ガイド を参照してください。

注 : 生成されたモデルは、[ファイル] メニューから [ノードの保存] を選択
して保存することもできます。 詳細は、 3 章 モデル ナゲットの参照 in
IBM SPSS Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。
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モデルの整合性

生成された各データベース モデルについて、IBM® SPSS® Modeler は、
そのデータベースに格納されているものと同じ名前のモデルへの参照と
共に、モデル構造の説明を保存します。生成されたモデルの [サーバー]
タブは、データベース上にある実際のモデルに一致するユニークなキー
を表示します。

図 2-6
生成されたモデルキーと検査オプション

SPSS Modeler はこのランダムに生成されたキーを、モデルの整合性が維持
されているかどうかを検査するために使用します。このキーは、モデルの
構築時にモデルの説明に保存されます。展開ストリームを実行する前に、
キーが一致することを確認しておくとよいでしょう。

E 説明と SPSS Modeler により保存されているランダム キーを比較して、
データベースに保存されているモデルの整合性を検査するには [検査] ボタ
ンをクリックします。そのデータベース モデルが見つからないか、キー
が一致しない場合、エラーがが報告されます。

生成された SQL の表示とエクスポート

生成された SQL コードは、実行前にプレビューすることができ、これは
デバッグに役立ちます。 詳細は、 6 章 生成された SQL のプレビュー
in IBM SPSS Modeler Server 14.2 管理およびパフォーマンス ガイド を
参照してください。
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IBM SPSS Modeler と Microsoft Analysis Services

IBM® SPSS® Modeler は、Microsoft SQL Server Analysis Services との統
合をサポートします。この機能は SPSS Modeler のモデル作成ノードとし
て実装され、[DB モデリング] パレットから使用できます。パレットが表
示されていない場合は、［ヘルパー アプリケーション］ ダイアログ ボッ
クスから、［Microsoft］タブ上にある 「MS Analysis Services の統合」
を有効にしてアクティブ化できます。 詳細は、 p.16 Analysis Services
との統合を有効にする を参照してください。

SPSS Modeler は、次の Analysis Services アルゴリズムの統合をサポー
トします。

 ディシジョン ツリー

 クラスタリング

 アソシエーション ルール

 Naive Bayes

 線型回帰

 ニューラル ネットワーク

 ロジスティック回帰

 時系列

 シーケンス クラスタリング

次の図は、クライアントから、 IBM® SPSS® Modeler Server がデータベー
ス内マイニングを管理するサーバーへのデータの流れを説明しています。
モデル作成は、Analysis Services を使用して実行されます。作成された
モデルは、Analysis Services により保存されます。モデルへの参照が、
SPSS Modeler ストリーム内に維持されます。次に、モデルは Analysis
Services から、スコアリングのために Microsoft SQL Server、または、
SPSS Modeler のいずれかにダウンロードされます。

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 13
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図 3-1
モデル作成中の IBM SPSS Modeler、Microsoft SQL Server、および Microsoft Analysis
Services 間のデータ フロー

注 : SPSS Modeler Server は使用できますが、必須ではありません。IBM®
SPSS® Modeler クライアントはデータベース内マイニングの計算自体を
処理することができます。

Microsoft Analysis Services との統合の要件

IBM® SPSS® Modeler と共に Analysis Services アルゴリズムを使用して
データベース内モデル作成を行なう場合の前提条件を次に示します。場
合によっては、これらの条件が満たされているかデータベース管理者に
問い合わせて確認してください。

 Windows 上の IBM® SPSS® Modeler Server インストール (分散モード)
に対する IBM® SPSS® Modeler の実行。Analysis Services との統合で
は、UNIX プラットフォームはサポートされません。
重要 :SPSS Modeler ユーザーは、「SPSS Modeler Server の追加の要
件」の下に示す Microsoft の URL からダウンロードできる SQL Native
Client ドライバを使用して、ODBC 接続を構成する必要があります。
IBM® SPSS® Data Access Pack に付属するドライバ (通常、SPSS Modeler
で他の用途が推奨されている) は、この目的には推奨できません。ドラ
イバは、有効化された Integrated Windows Authentication と共に SQL Server
を使用するように構成される必要があります。SPSS Modeler では SQL
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Server 認証がサポートされないためです。ODBC データ ソースに関す
る質問がある場合は、データベース管理者に問い合わせてください。

 SQL Server 2005 または 2008 がインストールされている必要があり
ます。これは必ずしも SPSS Modeler と同一のホスト上の必要はあり
ません。SPSS Modeler ユーザーには、データの読み込みおよび書き
込み、テーブルとビューのドロップおよび作成に適切なアクセス権が
必要です。
注 : SQL Server Enterprise Edition が推奨されています。Enterprise
Edition は、高度なパラメータを提供することによって、アルゴリズ
ムの結果を調整することができます。Standard Edition バージョン
は、同一パラメータを提供しますが、高度なパラメータの中には編集で
きないものもあります。

 Microsoft SQL Server Analysis Services は、SQL Server と同一ホス
トにインストールされている必要があります。

IBM SPSS Modeler Server の追加の要件

SPSS Modeler Server と共に Analysis Services のアルゴリズムを使用
する場合は、次のコンポーネントが SPSS Modeler Server ホスト マシ
ンにインストールされている必要があります。

注 : SQL Server is が SPSS Modeler Server と同一ホストにインストー
ルされている場合、これらのコンポーネントはすでに利用可能になっ
ています。

 Microsoft .NET Framework Version 2.0 再配布可能パッケージ (x86)

 Microsoft Core XML Services (MSXML) 6.0

 Microsoft SQL Server 2008 Analysis Services 10.0 OLE DB Provider
(使用している OS に適切なバリアントを選択してください)

 Microsoft SQL Server 2008 Native Client (使用している OS に適切な
バリアントを選択してください)

これらのコンポーネントをダウンロードするには、
www.microsoft.com/downloads に移動して .NET Framework または
(他のすべてのコンポーネントに) SQL Server Feature Pack を検索し、使用
バージョンの SQL Server の最新パックを選択します。

これらは、ほかのパッケージが先にインストールされている必要がある場
合があります。そのようなパッケージも、Microsoft Downloads Web サイト
からダウンロードして利用できます。
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IBM SPSS Modeler の追加の要件

SPSS Modeler と共に Analysis Services アルゴリズムを使用するには、
上記と同じコンポーネントおよびクライアントで以下をインストールす
る必要があります。

 Microsoft SQL Server 2008 Datamining Viewer Controls (使用してい
る OS に適切なバリアントを選択してください) も以下が必要です。

 Microsoft ADOMD.NET

これらのコンポーネントをダウンロードするには、
www.microsoft.com/downloads に移動して SQL Server Feature Pack

を検索し、使用バージョンの SQL Server の最新パックを選択します。

注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が SPSS Modeler コンピュータ上で可能でなければなりませ
ん。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセスし、
SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server に
アクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

Analysis Services との統合を有効にする

Analysis Services との IBM® SPSS® Modeler の統合を有効にするには、
SQL Server および Analysis Services を設定し、ODBC ソースを作成し
て、SPSS Modeler の [ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボック
スで統合を有効にする必要があります。さらに、SQL の生成および最適
化を有効にします。

注 : Microsoft SQL Server および Microsoft Analysis Services が利用
可能になっている必要があります。 詳細は、 p.14 Microsoft Analysis
Services との統合の要件 を参照してください。

SQL Server を構成する

SQL Server を設定して、データベース内でスコアリングが実行できる
ようにします。

E SQL Server ホスト コンピュータ上で次のレジストリ キーを作成します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\MSSQLServer\Providers\MSOLAP

E このキーに次の DWORD を追加します。

AllowInProcess 1
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E この変更が完了したら SQL Server を再起動します。

Analysis Services の設定

SPSS Modeler で Analysis Services との通信を開始する前に、まず、
［Analysis Server Properties］ ダイアログ ボックスで 2 つの設定を手
動で行う必要があります。

E MS SQL Server Management Studio から Analysis Server へログインしま
す。

E サーバー名を右クリックし [プロパティ] を選択して、［プロパティ］ ダイア
ログ ボックスにアクセスします。

E [詳細プロパティを (すべて) 表示する] チェック ボックスを選択します。

E 次のプロパティを変更します。

 DataMining\AllowAdHocOpenRowsetQueries の値を True （真）に変
更します（デフォルト値は False（偽））。

 DataMining\AllowProvidersInOpenRowset の値を [all] に変更しま
す（デフォルト値はありません）。

SQL Server の ODBC DSNを作成する

データベースを読み書きするには、ODBC データ ソースがインストールさ
れていて、該当するデータベースに対して必要に応じて読み取り権限や
書き込み権限が設定されている必要があります。Microsoft SQL Native
Client ODBC ドライバが必要で、SQL Server で自動的にインストールさ
れます。IBM® SPSS® Data Access Pack に付属するドライバ (通常、SPSS
Modeler で他の用途が推奨されている) は、この目的には推奨できませ
ん。SPSS Modeler と SQL Server が異なるホストにある場合、Microsoft
SQL Native Client ODBC ドライバをダウンロードできます。 詳細は、
p.14 Microsoft Analysis Services との統合の要件 を参照してください。

ODBC データ ソースに関する質問がある場合は、データベース管理者
に問い合わせてください。

E Microsoft SQL Native Client ODBC ドライバを使用して、データ マイニン
グ プロセスで使用される SQL Server データベースを指し示す ODBC DSN
を作成します。その他は、デフォルトのドライバ設定を使用します。
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E この DSN を使用するために、[Integrated Windows Authentication と共に] が選択さ
れていることを確かめてください。

 IBM® SPSS® Modeler と IBM® SPSS® Modeler Server が、それぞれ異
なるコンピュータ上で実行されている場合、両方のコンピュータに同
じ ODBC DSN を作成します。それぞれのホストに同じ DSN 名が使
われていることを確かめます。

IBM SPSS Modeler で Analysis Services Integration を有効にする

SPSS Modeler を有効にして Analysis Services を使用するには、まず [ヘ
ルパー アプリケーション] ダイアログ ボックスでサーバー明細を準備す
る必要があります。

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > ヘルパー アプリケーション

図 3-2
[ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックス

E [Microsoft] タブをクリックします。

 Microsoft Analysis Services Integration を有効にする :SPSS Modeler ウィンド
ウの下部にあるノード パレットに [DB モデリング] タブを追加しま
す。このタブを使用して、（MS ディシジョン ツリー モデル作成ノー
ドなどの） Analysis Services 関連ノードにアクセスできます。
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図 3-3
[データベース モデル作成] タブ

 Analysis サーバー ホスト : Analysis Services が動作しているマシンの
名前を指定します。

 Analysis サーバー データベース : [... (省略記号)] ボタンをクリックして
目的のデータベースを選択し、使用可能なデータベースを選択可能なサ
ブダイアログ ボックスを表示します。リストには、指定した Analysis
サーバーで使用可能なデータベースが収録されています。Microsoft
Analysis Services は、データ マイニング モデルを名前付きデータ
ベースに保存するため、SPSS Modeler により構築された Microsoft モ
デルの保存先の適切なデータベースを指定する必要があります。

 SQL サーバー接続 : SQL サーバー データベースが使用する DSN 情報
を指定して、Analysis サーバーに渡されるデータを保存します。
Analysis Services データ マイニング モデルを構築するためのデータ
提供に使用される、ODBC データ ソースを選択します。フラット ファ
イルまたは ODBC データ ソースにより提供されるデータから Analysis
Services モデルを構築する場合、この ODBC データ ソースが指定して
いる、データは SQL Server データベース内に作成される一時テーブル
に自動的にアップロードされます。

 データ マイニング モデルの上書き時に警告する : データベースに格納さ
れているモデルを、警告なしに SPSS Modeler が上書きしないように
するために選択します。

注 : [ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックスで行った設定は、
さまざまな Analysis Services ノードの内部でオーバーライドできます。

SQL の生成と最適化を有効にする

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > [ユーザー オプション]
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図 3-4
最適化の設定

E [最適化] タブをクリックします。

E [SQL 生成] オプションが有効になっていること確認します。この設定は、
データベースのモデル作成が機能するために必要です。

E [SQL 生成の最適化] と [その他の実行を最適化] を選択します (絶対に必要な
訳ではありませんが、最適化されたパフォーマンスを得るために、選択
することを強くお勧めします）。

詳細は、 12 章 最適化オプションの設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 ユー
ザー ガイド を参照してください。

Analysis Services でのモデル構築

Analysis Services でモデルを構築するには、学習データ セットを、SQL
Server データベース内のテーブルまたはビューに配置する必要がありま
す。データが、SQL Server にない場合、または、SQL Server では行え
ないデータ準備作業として IBM® SPSS® Modeler で処理する必要がある
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場合、データはモデル構築の前に SQL Server の一時テーブルに自動的
にアップロードされます。

Analysis Services モデルの管理

IBM® SPSS® Modeler によって Analysis Services モデルを構築する
と、SPSS Modeler 内にモデルが作成されると同時に、SQL Server デー
タベース内でもモデルの作成や置き換えが行われます。この種類の SPSS
Modeler モデルは、データベース サーバーに格納されているデータベース
モデルの内容を参照します。SPSS Modeler は、SPSS Modeler モデルと
DB2 モデルの両方に、同一のモデル キー文字列を生成して格納し、整合
性チェックを実行します。

MS ディシジョン ツリー モデル作成ノードは、カテゴリ属性と
連続値属性の両方がある、予測的なモデル作成に使用されます。
カテゴリ属性については、ノードで、データセット内の入力列
間の関係に基づいた予測が行われます。たとえば、どの顧客が
自転車を購入するかを予測する計画で、若い顧客は 10 人のう
ち 9 人までが自転車を購入するのに対し、年長者の顧客は 10
人のうち 2 人しか購入しない場合、ノードにより、年齢は自転
車購入の予測に適した予測フィールドであると推論されます。
ディシジョン ツリーでは、このような傾向に基づいて特定の結
果に向かう予測が行われます。連続値の属性については、ディシ
ジョン ツリーを分割する箇所を決めるために線型回帰が使用さ
れます。複数の列が予測値に設定される場合、または入力データ
が予測値に設定される入れ子のテーブルを含んでいる場合は、
ノードにより、それぞれの列予測値に対応する個別のディシ
ジョン ツリーが作成されます。

MS クラスタリング モデル作成ノードでは、データセット内の
ケースをクラスタ内で似たような特徴を持つグループにまとめる
反復的な手法が使用されます。このようなグループ化は、データ
の検証、データ内の異常性の識別、予測の作成に役立ちます。ク
ラスタリング モデルで、通常の観察からは論理的に引き出せな
い可能性がある関係が、データセット内で識別されます。たとえ
ば、自転車で通勤する人は、通常は勤務先から遠い場所に住んで
いないと論理的に認識できます。ただしアルゴリズムによって、
自転車通勤者のそれほど明白とも言えない他の特徴も発見できま
す。クラスタリング ノードは、対象フィールドが指定されない
という点で、他のデータ マイニング ノードとは異なります。ク
ラスタリング ノードにより、データ内と、ノードに識別される
クラスタからの関係に従って、モデルが正確に調整されます。
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Microsoft のアソシエーション ルール モデル作成ノードは、購
買アドバイス エンジンにとって有用です。購買アドバイス エン
ジンで、顧客がすでに購入したり興味を示したりしたアイテムに
基づいて、商品が顧客に推奨されます。アソシエーション ルー
ルは、個々のケースとケースに含まれるアイテムの両方の識別子
が含まれたデータセットに対して構築されます。ケース内のア
イテムのグループは、アイテムセットといいます。アソシエー
ション モデルは、一連のアイテムセットと、アイテムがケース
内でグループ化される方法を記述したルールからなります。ア
ルゴリズムで識別されるルールは、顧客のショッピング カート
内にすでに存在するアイテムに基づいて、顧客の将来の購買を
予測するのに使用できます。

MS Naive Bayes モデル作成ノードでは、対象フィールドと予測
フィールド間の条件付きの確率が計算され、各列が独立している
と見なされます。提示されたすべての予測変数は相互に依存関係
がないものとして処理されるので、モデルは naïve という用語
で呼ばれます。この手法はほかの Analysis Services のアルゴリ
ズムより計算上の強度が低く、そのため、モデル作成の準備段階
で相互関係性を簡単に検出するのに役立ちます。このノードは、
データを最初に検索し、その結果を適用して、計算に時間がか
かってもより正確な結果が得られる他のノードと組み合わせて追
加のモデルを作成するために使用できます。

MS 線型回帰モデル作成ノードは ディシジョン ツリー ノードの
一種で、 MINIMUM_LEAF_CASESパラメータを、ノードがマイニン
グ モデルを学習するために使用するデータ セット内の合計件数
以上に設定します。パラメータをこのように設定することによっ
て、ノードは分岐を行うことはなく、線型回帰を実行します。

MS ニューラル ネットワーク モデル作成ノードは、予測可能な
属性の各状態が指定された場合、ニューラル ネットワーク ノー
ドが入力属性の可能性がある各状態に対する可能性を計算すると
いう点で、MS ディシジョン ツリー ノードと類似しています。
後でこれらの可能性を使用し、入力属性に基づいて予測された
属性の結果を予測することができます。

MS 線型回帰 モデル作成ノードは、MS ニューラル ネットワー
ク ノードのバリエーションで、HIDDEN_NODE_RATIO パラメータ
は 0 に設定されています。この設定により、隠れ層を含まない
ニューラル ネットワーク モデルを作成するため、ロジスティッ
ク回帰と同じです。

MS 時系列モデル作成ノードでは、商品の売り上げなど、時間を経
過した連続型値の予測に最適化された回帰アルゴリズムを提供し
ます。ディシジョン ツリーなど、その他の Microsoft アルゴリ
ズムには、新しい情報の追加の列が傾向を予測するための入力と
して必要ですが、時系列モデルでは必要ありません。時系列モデ
ルは、モデルの作成に使用される元のデータセットにのみ基づい
て傾向を予測できます。予測を行う場合、モデルに新しいデータ
を追加して、自動的に傾向分析の新しいデータを結合します。 詳
細は、 p.32 MS タイム シリーズ ノード を参照してください。
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MS シーケンス クラスタリング モデル作成ノードは、データ内
の順序が指定されたシーケンスを特定し、この分析の結果をクラ
スタリング手法によって結合し、シーケンスとその他の属性に基
づいてクラスタを生成します。 詳細は、 p.37 MS シーケンス ク
ラスタリング ノード を参照してください。

それぞれのノードは、SPSS Modeler ウィンドウの下部にある ［DB モデリ
ング］ パレットからアクセスできます。

すべてのアルゴリズム ノードに共通の設定

次の設定は、すべての Analysis Services アルゴリズムに共通です。

サーバー オプション

[サーバー] タブでは Analysis サーバー ホストとデータベース、SQL
Server データ ソースを設定します。ここで指定したオプションで、[ヘル
パー アプリケーション] ダイアログ ソックスの [Microsoft] タブで指定
した設定が上書きされます。 詳細は、 p.16 Analysis Services との統合
を有効にする を参照してください。

図 3-5
サーバー オプション
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注 : このタブの一種も、また、Analysis Services モデルをスコアリング
する際に使用することができます。 詳細は、 p.40 Analysis Services モ
デル ナゲットの［サーバー］タブ を参照してください。

モデルのオプション

最も基本的なモデルを構築するためには、作業の前に [モデル] タブの設
定を指定する必要があります。[エキスパート] タブではスコアリング方法
やその他の詳細設定を指定できます。

図 3-6
モデルのオプション

次の基本的なモデル作成オプションを利用できます。

モデル名 : ノードの実行時に作成されたモデルに割り当てられる名前
を指定します。

 自動 : モデル名は、対象フィールドまたは ID フィールド名、または、
クラスタリング モデル ノードなどのように対象が指定されていない場
合モデル タイプの名前に基づいて自動的に生成されます。

 ユーザー指定 : 作成されたモデルの名前をユーザーが指定できます。

データ区分データを使用 : 現在のデータ区分フィールドに基づいて、データ
を、学習用、テスト用、および検証用の独立したサブセット、つまりサン
プルに分割します。1 組のサンプルをモデルの作成に使用し、別の組のサ
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ンプルで生成したモデルをテストすることにより、そのモデルが、この
データに似た性質を持つより大きなデータセットにどの程度適用できるか
についての目安を得ることができます。データ区分フィールドがストリー
ム中で指定されていない場合、このオプションは無視されます。 詳細は、
4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセ
ス ノード、出力ノード を参照してください。

ドリルスルーあり : 表示された場合、このオプションを選択すると、モデ
ルを問い合わせて、モデルに含まれるケースについての詳細を知るこ
とができます。

一意のフィールド : ドロップダウン リストから、各ケースを一意に識別す
るフィールドを選択します。通常、これは [CustomerID] などの ID フィー
ルドです。

MS ディシジョン ツリーのエキスパート オプション

図 3-7
MS ディシジョン ツリーのエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。
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MS クラスタリングのエキスパート オプション

図 3-8
MS クラスタリングのエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。



27

Microsoft Analysis Services による DB モデリング

MS Naive Bayes のエキスパート オプション

図 3-9
MS Naive Bayes のエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。
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MS 線型回帰のエキスパート オプション

図 3-10
MS 線型回帰のエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。
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MS ニューラル ネットワークのエキスパート オプション

図 3-11
MS ニューラル ネットワークのエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。
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MS ロジスティック回帰エキスパート オプション

図 3-12
MS ロジスティック回帰エキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。

MS アソシエーション ルール ノード

MS のアソシエーション ルール モデル作成ノードは、購買アドバイス エ
ンジンにとって有用です。購買アドバイス エンジンで、顧客がすでに購入
したり興味を示したりしたアイテムに基づいて、商品が顧客に推奨されま
す。アソシエーション ルールは、個々のケースとケースに含まれるアイテ
ムの両方の識別子が含まれたデータセットに対して構築されます。ケース
内のアイテムのグループは、アイテムセットといいます。

アソシエーション モデルは、一連のアイテムセットと、アイテムがケース
内でグループ化される方法を記述したルールからなります。アルゴリズム
で識別されるルールは、顧客のショッピング カート内にすでに存在するア
イテムに基づいて、顧客の将来の購買を予測するのに使用できます。
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テーブル形式データの場合、アルゴリズムは生成された各推奨事項
($M-field) の確率 ($MP-field) を示すスコアを作成します。トラン
ザクション形式データの場合、アルゴリズムは生成された各推奨事項
($M-field) のサポート ($MS-field)、確率 ($MP-field) および調整済み
確率 ($MAP-field) のスコアを作成します。 詳細は、 12 章 テーブル
フォーマットデータとトランザクション フォーマット データ in IBM SPSS
Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。

要件

トランザクション形式アソシエーション モデルの要件は次のとおりです。

 一意のフィールド : アソシエーション ルール モデルには一意にレコー
ドを特定するキーが必要です。

 ID フィールド : MS アソシエーション ルールモデルをトランザクショ
ン形式データで作成する場合、各トランザクションを特定する ID
フィールドが必要です。ID フィールドは一意のフィールドと同じよ
うに設定できます。

 1 つ以上の入力フィールド : アソシエーション ルール アルゴリズムに
は、少なくとも 1 つの入力フィールドが必要です。

 対象フィールド : MS アソシエーション モデルをトランザクション形式
データで作成する場合、対象フィールドはユーザーが購入した製品な
ど、トランザクション フィールドでなければなりません。
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MS アソシエーション ルールのエキスパート オプション

図 3-13
MS アソシエーション ルールのエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。

MS タイム シリーズ ノード

MS タイム シリーズ モデル作成ノードは、次の 2 つの予測をサポー
トしています。

 将来

 過去

将来の予測は、過去のデータ以降の指定された期間、対象フィールド値を推
定し、これは常に実行されます。過去の予測は、過去のデータに実際の値が
指定されている期間、対象フィールド値を推定します。過去の予測を使用
し、実際の過去の値と予測値を比較して、モデルの品質を評価します。予
測の始点の値によって、過去の予測が実行されるかどうかが決まります。
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IBM® SPSS® Modeler 時系列ノードとは異なり、MS タイム シリーズ ノード
の前に時間区分ノードは必要ありません。さらに異なるのは、デフォル
トで時系列データのすべての過去の行ではなく、予測行にのみスコアが
作成されるという点です。

要件

MS タイム シリーズ モデルの要件は次のとおりです。

 単一のキー時間フィールド : 各モデルには、ケース シリーズとして使用さ
れ、モデルが使用するタイム スライスを定義する数値型フィールドま
たは日付フィールドが 1 つ必要です。キー時間フィールドのデータ型
は、日付/時刻型または数値型です。ただし、フィールドには連続型の値
が含まれている必要があり、各系列の値は一意でなければなりません。

 1 つの対象フィールド : モデルごとに対象フィールドを 1 つだけ指定
できます。対象フィールドのデータ型は連続型の値でなければなりま
せん。たとえば、収入、売上、温度などの数値属性が、時間を経てど
のように変化するかを予測できます。ただし、購入状況または学歴の
レベルなど、カテゴリ型値を含むフィールドを対象フィールドとし
て使用できません。

 1 つ以上の入力フィールド : MS タイム シリーズ アルゴリズムには、少な
くとも 1 つの入力フィールドが必要です。入力フィールドのデータ型
は連続型の値でなければなりません。連続型以外の入力フィールドは、
モデルの作成時に無視されます。

 データセットをソートすること : 入力データセットは (キー時間フィール
ドで) ソートする必要があります。ソートしない場合、エラーが発生
してモデル作成が中断します。
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MS タイム シリーズのモデル オプション

図 3-14
MS タイム シリーズのモデル オプション

モデル名 : ノードの実行時に作成されたモデルに割り当てられる名前
を指定します。

 自動 : モデル名は、対象フィールドまたは ID フィールド名、または、
クラスタリング モデル ノードなどのように対象が指定されていない場
合モデル タイプの名前に基づいて自動的に生成されます。

 ユーザー指定 : 作成されたモデルの名前をユーザーが指定できます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

ドリルスルーあり : 表示された場合、このオプションを選択すると、モデ
ルを問い合わせて、モデルに含まれるケースについての詳細を知るこ
とができます。

一意のフィールド : ドロップダウン リストから、時系列モデルの作成に使用
するキー時間フィールドを選択します。
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MS タイム シリーズのエキスパート オプション

図 3-15
MS タイム シリーズのエキスパート オプション

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。

過去の予測を行っている場合、スコアリング結果に含めることができる
過去のステップ数は、(HISTORIC_MODEL_COUNT * HISTORIC_MODEL_GAP) の
値によって決まります。デフォルトでは、この制約は 10 で、過去の予
測は 10 件だけ行われます。この場合、モデル ナゲットの [設定] タブ
の [過去の予測] に -10 より小さい値を入力すると、エラーが発生します
(「MS タイム シリーズ モデル ナゲットの [設定] タブ」 ( p.47 ) を参
照)。過去の予測についてもっと知りたい場合、HISTORIC_MODEL_COUNT ま
たは HISTORIC_MODEL_GAP の値を大きくすることができますが、モデルの
作成時間が長くなります。
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MS タイム シリーズの設定オプション

図 3-16
MS タイム シリーズの設定オプション

推定の開始 : 推定を開始する時間を指定します。

 開始位置 :新しい予測 :将来の予測を開始する時間で、過去のデータの最後
の時間からのオフセットとして表されます。たとえば、過去のデータが
12/99 に終了し、予測を 01/00 に開始したい場合、1 の値を使用しま
す。ただし、予測を 03/00 に開始したい場合、3 の値を使用します。

 開始位置 :過去の予測 :過去の予測を開始する時間で、過去のデータの最
後の時間からの負のオフセットとして表されます。たとえば、過去の
データが 12/99 で終了し、データの終わりの 5 つの期間の過去の予測
を行う場合、-5 の値を使用します。

推定の終了 : 推定を終了する時間を指定します。

 予測の手順を終了 : 予測を終了する時間で、過去のデータの最後の時間
からのオフセットとして表されます。たとえば、過去のデータが 12/99
で終了し、予測を 6/00 で終了する場合、ここで 6 の値を使用しま
す。将来の予測の場合、値は [始点] の値以上でなければなりません。
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MS シーケンス クラスタリング ノード

MS シーケンス クラスタリング ノードでは、シーケンス分析アルゴリズム
を使用して、次のパスまたはシーケンスでリンクできるイベントを含む
データを探索します。.たとえば、ユーザーが Web サイトをナビゲートま
たは参照する場合に作成されるクリックパス、または顧客がオンライン
ショップのショッピング カートに品物を追加する順序などとなります。
アルゴリズムは、同一のシーケンスをグループ化またはクラスタリング
して、最も一般的なシーケンスを検出します。

要件

Microsoft シーケンス クラスタリング モデルの要件は次のとおりです。

 ID フィールド : Microsoft シーケンス クラスタリング アルゴリズムに
は、シーケンス情報をトランザクション形式で保存する必要がありま
す (「テーブルフォーマットデータとトランザクション フォーマット
データ」 ( p. ) 参照)。このため、各トランザクションを特定する ID
フィールドが必要になります。

 1 つ以上の入力フィールド : アルゴリズムには、少なくとも 1 つの入力
フィールドが必要です。

 シーケンス フィールド ： アルゴリズムには、シーケンス ID フィールドも
必要です。尺度は連続型でなければなりません。たとえば、フィールド
がシーケンス内のイベントを特定する限り、Web ページの ID、整数、
または文字列を使用できます。各シーケンスにはシーケンス ID を 1
つだけ使用でき、また各モデルにシーケンスを 1 種類だけ使用できま
す。シーケンス フィールドは、ID フィールドおよび一意フィールド
とは別のフィールドでなければなりません。

 対象フィールド : 対象フィールドは、シーケンス クラスタリング モデ
ルを作成する場合に必要です。

 一意のフィールド : シーケンス クラスタリング モデルには一意にレ
コードを特定するキー フィールドが必要です。一意のフィールドは
ID フィールドと同じように設定できます。

MS シーケンス クラスタリングのフィールド オプション

すべて��モデル作成ノードには、[フィールド] タブがあり、そこからモ
デルの作成に使用するフィールドを指定できます。
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図 3-17
MS シーケンス クラスタリングのフィールドの指定

シーケンス クラスタリング モデルを作成する前に、対象フィールドや入
力フィールドを指定する必要があります。MS シーケンス クラスタリング
ノードの場合、上乳のデータ型ノードのフィールド情報を使用できませ
ん。ここでフィールド設定を指定する必要があります。

ID : リストから ID フィールドを選択します。ID フィールドとして使用で
きるのは、数値またはシンボル値のフィールドです。選択したフィールド
では、一意の値がそれぞれ、ある分析ユニットを示している必要がありま
す。たとえば、マーケット バスケット分析なら、各 ID が 1 人の顧客を
表します。Web ログ分析なら、各 ID が 1 台のコンピュータ (IP アドレ
ス) あるいは 1 人のユーザー (ログイン データ) を表します。

入力 : モデルの入力フィールドを選択してください。これらのフィールド
には、シーケンス モデル作成の対象となるイベントが含まれています。

シーケンス : リストからシーケンス ID フィールドとして使用するフィール
ドを選択します。たとえば、フィールドがシーケンス内のイベントを特定
する場合、Web ページの ID、整数、または文字列を使用できます。各シー
ケンスにはシーケンス ID を 1 つだけ使用でき、また各モデルにシーケ
ンスを 1 種類だけ使用できます。シーケンス フィールドは ID フィー
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ルド (このタブで指定) および一意フィールド ([モデル] タブで指定)
とは異なるフィールドでなければなりません。

対象 : 対象フィールドとして使用するフィールド、値をシーケンス データ
に基づいて予測しようとしているフィールドを選択します。

MS シーケンス クラスタリングのエキスパート オプション

図 3-18
MS シーケンス クラスタリングのエキスパート オプションの指定

[エキスパート] タブで利用可能なオプションは、選択したストリームの構
造に応じて変化する可能性があります。各 Analysis Services モデル ノー
ドで選択したエキスパート オプションの詳細は、ユーザー インターフェ
イスのフィールド レベルのヘルプを参照してください。

Analysis Services モデルのスコアリング

モデル スコアリングが SQL Server 内に発生し Analysis Services で実行
されます。データが IBM® SPSS® Modeler 内にあったり、SPSS Modeler 内
でデータを準備する必要があったりする場合は、データ セットを一時テー
ブルにアップロードすることが必要な場合があります。データベース内マ
イニングを使用して SPSS Modeler から生成したモデルは、リモートの
データマイニング サーバーまたはデータベース サーバー上に保管されて
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います。これは、Microsoft Analysis Services を使用して作成されたモデ
ルを参照およびスコアリングする場合に、理解すべき重要な違いです。

SPSS Modeler では、通常は、��一の予測および関連付けられた確率ま
たは確信度のみが提供されます。

モデル スコアリング の例については、「Analysis Services マイニングの
例」 ( p.48 ) を参照してください。

すべての Analysis Services モデルに共通の設定

次の設定は、すべての Analysis Services モデルに共通です。

Analysis Services モデル ナゲットの［サーバー］タブ

[サーバー] タブで、データベース内マイニングに対する接続を指定しま
す。このタブには、一意のモデル キーも用意されています。このキーは、
モデルが作成され IBM® SPSS® Modeler のモデル内に保存される場合、およ
び Analysis Services データベースに保存されるモデルのオブジェクトの
説明内に保存される場合に、無作為に生成されます。
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図 3-19
MS ディシジョン ツリーのサーバー オプション

[サーバー] タブでは Analysis サーバー ホストとデータベース、スコア
リング操作に対する SQL Server データ ソースを設定します。ここで指定
した設定は、IBM® SPSS® Modeler の [ヘルパー アプリケーション] ダイ
アログ ボックス または [モデル作成] ダイアログ ボックスで指定した
設定を上書きします。詳細は、 p.16 Analysis Services との統合を有
効にする を参照してください。

モデル GUID : モデル キーがここで示されます。このキーは、モデルが作
成され SPSS Modeler のモデル内に保存される場合、および Analysis
Services データベースに保存されるモデルのオブジェクトの説明内に保存
される場合に、無作為に生成されます。

検査 : このボタンをクリックすると、Analysis Services データベースに
保存されるモデル内のキーを基準にして、モデル キーが検査されます。こ
れにより、モデルが Analysis サーバー内に存在し、モデルの構造に変化
がないことを示すことを検証できます。



42

3 章

図 3-20
モデル キー検査の結果

注: [検査] ボタンはスコアリングに備えてストリーム領域に追加されたモ
デルにのみ使用できます。検査が失敗した場合、モデルが削除されたか、
サーバー上の他のモデルにより置き換えられたかを調べます。

表示 : ディシジョン ツリー モデルをグラフィカルに表示します。Decision
Tree Viewer は SPSS Modeler のすべてのディシジョン ツリー アルゴリ
ズムが共有し、その機能は同一です。 詳細は、 6 章 ディシジョン ツ
リー モデル ナゲット in IBM SPSS Modeler 14.2 Modeling Nodes を
参照してください。
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Analysis Services モデル ナゲットの［要約］タブ

図 3-21
MS ディシジョン ツリーの要約オプション

モデル ナゲットの [要約] タブで、モデルそのもの (精度分析)、モデ
ルで使用するフィールド (フィールド)、モデルの構築時に使用する設定
(構築の設定)、およびモデルの学習 (学習の要約) についての情報を表
示します。

ノードを初めて参照する場合、[要約] タブの結果は閉じられています。
目的の結果を表示するには、項目の左側にある展開コントロールを使用し
て項目を展開するか、または [すべて展開] ボタンをクリックしてすべての結
果を表示します。見終わった結果を隠すには、展開コントロールを使っ
て目的の結果を閉じるか、または [すべて閉じる] ボタンをクリックして
すべての結果を非表示にします。

精度分析 : 特定のモデルについての情報を表示します。このモデル ナ
ゲットに接続されている精度分析ノードを実行した場合、その精度分析
情報もこのセクションに表示されます。詳細は、 6 章 精度分析ノー
ド in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセス ノード、出力ノー
ド を参照してください。
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フィールド : 対象フィールドおよびモデル構築時の入力として使われる
フィールドが表示されます。

構築の設定 : モデル構築時に使われる設定情報が表示されます。

学習の要約 : モデルの種類、モデルの作成に使われたストリーム、モデ
ルの作成者、モデルの作成日時、およびモデルの構築時間などの情報が
表示されます。

MS タイム シリーズ モデル ナゲット

MS タイム シリーズ モデルは、過去のデータではなく、予測された期間の
みのスコアを生成します。

次のフィールドが、モデルに追加されます。

フィールド名 説明

$M-field フィールドの予測値

$Var-field 計算されたフィールドの分散

$Stdev-field フィールドの標準偏差

MS タイム シリーズ モデル ナゲットの [サーバー] タブ

[サーバー] タブで、データベース内マイニングに対する接続を指定しま
す。このタブには、一意のモデル キーも用意されています。このキーは、
モデルが作成され IBM® SPSS® Modeler のモデル内に保存される場合、およ
び Analysis Services データベースに保存されるモデルのオブジェクトの
説明内に保存される場合に、無作為に生成されます。
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図 3-22
MS タイム シリーズ モデル ナゲットのサーバー オプション

[サーバー] タブでは Analysis サーバー ホストとデータベース、スコア
リング操作に対する SQL Server データ ソースを設定します。ここで指定
した設定は、IBM® SPSS® Modeler の [ヘルパー アプリケーション] ダイ
アログ ボックス または [モデル作成] ダイアログ ボックスで指定した
設定を上書きします。詳細は、 p.16 Analysis Services との統合を有
効にする を参照してください。

モデル GUID : モデル キーがここで示されます。このキーは、モデルが作
成され SPSS Modeler のモデル内に保存される場合、および Analysis
Services データベースに保存されるモデルのオブジェクトの説明内に保存
される場合に、無作為に生成されます。

検査 : このボタンをクリックすると、Analysis Services データベースに
保存されるモデル内のキーを基準にして、モデル キーが検査されます。こ
れにより、モデルが Analysis サーバー内に存在し、モデルの構造に変化
がないことを示すことを検証できます。
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図 3-23
モデル キー検査の結果

注: [検査] ボタンはスコアリングに備えてストリーム領域に追加されたモ
デルにのみ使用できます。検査が失敗した場合、モデルが削除されたか、
サーバー上の他のモデルにより置き換えられたかを調べます。

表示 : タイム シリーズ モデルをグラフィカルに表示します。Analysis
Services は、完成したモデルをツリーで表示します。対象フィールドの
時を経た過去の値と、将来の予測値をともに表示するグラフとを表示す
ることができます。

図 3-24
過去の値 (実線) と将来の予測値 (点線) を表示した MS タイム シリーズ ビューア



47

Microsoft Analysis Services による DB モデリング

詳細は、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms175331.aspx の
MSDN ライブラリのタイム シリーズ ビューアの説明を参照してください。

MS タイム シリーズ モデル ナゲットの [設定] タブ

図 3-25
MS タイム シリーズ モデル ナゲットの設定オプション

推定の開始 : 推定を開始する時間を指定します。

 開始位置 :新しい予測 :将来の予測を開始する時間で、過去のデータの最後
の時間からのオフセットとして表されます。たとえば、過去のデータが
12/99 に終了し、予測を 01/00 に開始したい場合、1 の値を使用しま
す。ただし、予測を 03/00 に開始したい場合、3 の値を使用します。

 開始位置 :過去の予測 :過去の予測を開始する時間で、過去のデータの最
後の時間からの負のオフセットとして表されます。たとえば、過去の
データが 12/99 で終了し、データの終わりの 5 つの期間の過去の予測
を行う場合、-5 の値を使用します。

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms175331.aspx
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推定の終了 : 推定を終了する時間を指定します。

 予測の手順を終了 : 予測を終了する時間で、過去のデータの最後の時間
からのオフセットとして表されます。たとえば、過去のデータが 12/99
で終了し、予測を 6/00 で終了する場合、ここで 6 の値を使用しま
す。将来の予測の場合、値は [始点] の値以上でなければなりません。

MS シーケンス クラスタリングのモデル ナゲット

次のフィールドが、MS シーケンス クラスタリング モデルに追加されま
す (field は、対象フィールドの名前です)。

フィールド名 説明

$MC-field シーケンスが属するクラスタの予測。

$MCP-field このシーケンスが予測クラスタに含ま
れる確率。

$MS-field フィールドの予測値

$MSP-field $MS-field 値が適切である確率。

モデルのエクスポートとノードの生成

モデル集計をエクスポートして、テキストおよび HTML 形式のファイルに
構造化できます。適切な場所に、適切な条件抽出ノード、フィルタ ノード
を生成できます。 詳細は、 3 章 モデル ナゲットの参照 in IBM SPSS
Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。

IBM® SPSS® Modeler のモデル ナゲットと同様、Microsoft Analysis
Services モデル ナゲットはレコードの直接生成とフィールド操作ノード
をサポートします。モデル ナゲットの [ノードの生成] メニューのオプ
ションを使用して、次のノードを生成できます。

 条件抽出ノード (項目が [モデル] タブで選択された場合のみ)

 フィルタ ノード

Analysis Services マイニングの例

いくつものサンプル ストリームがあり、それらが IBM® SPSS® Modeler
を使って MS Analysis Services データ マイニング を行う方法を説明
します。これらのストリームは、次の SPSS Modeler のインストール先
フォルダにあります。

\Demos\Database_Modelling\Microsoft

注 : Demos フォルダには、Windows の [スタート] メニューの IBM SPSS
Modeler プログラム グループからアクセスできます。
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ストリームの例 :ディシジョン ツリー

次のストリームは、MS Analysis Services が提供するディシジョン ツ
リー アルゴリズムを使用するデータベース マイニング プロセスの例とし
て、順番に使用されます。

ストリーム 説明

1_upload_data.str フラット ファイルのデータを整理し
て、データベースへアップロードする
ために使用されます。

2_explore_data.str IBM® SPSS® Modeler でのデータ探索の
例として使用されます。

3_build_model.str データベース固有のアルゴリズムを使
用したモデルを構築します。

4_evaluate_model.str SPSS Modeler でのモデル評価の例とし
て使用されます。

5_deploy_model.str データベース内スコアリングのために
モデルを展開します。

注 : サンプルを実行するには、ストリームを順番に実行する必要があ
ります。さらに、各ストリーム中の入力およびモデル作成ノードは、使
用するデータベースの有効なデータ ソースを参照するように更新する必
要があります。

サンプル ストリームで使用されるデータセットは、クレジット カード申請
に関するものであり、カテゴリ型および連続型予測フィールドの混在につい
て、分類上の問題を提示します。このデータ セットの詳細は、サンプル ス
トリームと同じフォルダにある crx.names ファイルを参照してください。

このデータセットは、
ftp://ftp.ics.uci.edu/pub/machine-learning-databases/credit-screening/
にある UCI Machine Learning Repository から入手可能です。

ストリームの例 :データのアップロード

最初のストリーム例、1_upload_data.str は、フラット ファイルのデータ
を整理して SQL Server へアップロードするのに使用されます。

図 3-26
データのアップロードに使用されるサンプル
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Analysis Services データ マイニングにはキー フィールドが必要なの
で、この初期ストリームは、フィールド作成ノードを使用して、ユニー
クな値 1,2,3 を持つ KEY という名前の新しいフィールドをデータセッ
トに追加します。このフィールド作成ノードでは、IBM® SPSS® Modeler
の @INDEX が使用されています。

その次にある置換ノードは、欠損値の処理に使用され、crx.data テキス
ト ファイルから読み込まれた空のフィールドをNULL 値で置き換えます。

ストリームの例 :データの調査

2 番目の例のストリーム、2_explore_data.str を使用して、要約統計およ
びグラフなど、データの概要を取得するデータ検査ノードの使用方法を説
明します。詳細は、 6 章 データ検査ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入
力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

図 3-27
データ検査の結果

データ検査レポート内のグラフをダブルクリックすると、指定されたフィー
ルドについて、より深く検索した結果を表す詳細なグラフが生成されます。
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図 3-28
データ検査ウィンドウ内のグラフをダブルクリックして作成するヒストグラム

ストリームの例 :モデルの作成

3 番目のストリーム例、3_build_model.str では、IBM® SPSS® Modeler で
のモデル構築を説明します。ストリームにデータベース モデルを追加した
ら、追加したモデルをダブルクリックして構築の設定を指定できます。

図 3-29
DB モデリング ストリームのサンプル (紫色のノードはデータベース内での実行を表す)。

このダイアログ ボックスの [モデル] タブでは、次の設定ができます。

E [キー] フィールドを一意の ID フィールドとして指定します。

[エキスパート] タブでは、モデル構築の設定を細かく指定できます。

実行する前に、モデル構築用に正しいデータベースが指定されていることを
確認してください。[サーバー] タブを使用すると、設定を変更できます。



52

3 章

ストリームの例 :モデルの評価

第 4 のストリーム例、4_evaluate_model.str では、IBM® SPSS® Modeler
を使用したデータベース内モデル作成の利点を説明します。モデルを実
行すると、その結果をユーザーのデータストリームに追加したり、SPSS
Modeler が提供するいくつかのツールを使用してモデルを評価できます。

図 3-30
モデル評価に使用されるストリーム例

モデル作成結果の表示

モデル ナゲットをダブルクリックすると、結果を確認できます。[要約]
タブには、結果を表示するルールツリー ビューがあります。また、［サー
バー］タブにある [ビュー] ボタンをクリックして、ディシジョン ツリー モ
デルのグラフ表示を行うことができます。



53

Microsoft Analysis Services による DB モデリング

図 3-31
MS ディシジョン ツリーのモデル作成結果のグラフィック ビューがあるビューア

モデル作成結果の評価

サンプル ストリームの分析ノードを使用すると、予測フィールドとその対
象フィールド間の一致パターンを表す一致行列を作成できます。結果を表
示するには分析ノードを実行します。
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図 3-32
分析ノードの結果

テーブルは、MS ディシジョン ツリーのアルゴリズムにより生成された予
測が、81.16% の確率で正しかったことを示しています。

サンプル ストリームの評価ノードを使用して、このモデルによりどの程
度、精度が改善されたかを示すゲイン グラフを作成できます。結果を表示
するには評価ノードを実行します。
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図 3-33
評価ノードを使用したゲイン グラフの追加

ストリームの例 :モデルの展開

モデルの精度が満足できるものになったら、外部のアプリケーションと共
に使用するために展開したり、データベースに保存するために発行できま
す。最後のストリームの例、5_deploy_model.str では、データはテーブル
CREDIT から読み込まれ、スコアリングされてから、データベース エクス
ポート ノードを使用して テーブル CREDITSCORES に発行されます。

図 3-34
モデルを展開するために使用されているストリーム例

ストリームを実行すると次の SQL が生成されます。

DROP TABLE CREDITSCORES

CREATE TABLE CREDITSCORES ( "field1" varchar(1),"field2" varchar(255),"field3" f
loat,"field4" varchar(1),"field5" varchar(2),"field6" varchar(2),"field7" varcha
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r(2),"field8" float,"field9" varchar(1),"field10" varchar(1),"field11" int,"fiel
d12" varchar(1),"field13" varchar(1),"field14" int,"field15" int,"field16" varch
ar(1),"KEY" int,"$M-field16" varchar(9),"$MC-field16" float )

INSERT INTO CREDITSCORES ("field1","field2","field3","field4","field5","field6","field7","field8",
"field9","field10","field11","field12","field13","field14","field15","field16",
"KEY","$M-field16","$MC-field16")
SELECT T0.C0 AS C0,T0.C1 AS C1,T0.C2 AS C2,T0.C3 AS C3,T0.C4 AS C4,T0.C5 AS C5,
T0.C6 AS C6,T0.C7 AS C7,T0.C8 AS C8,T0.C9 AS C9,T0.C10 AS C10,
T0.C11 AS C11,T0.C12 AS C12,T0.C13 AS C13,T0.C14 AS C14,
T0.C15 AS C15,T0.C16 AS C16,T0.C17 AS C17,T0.C18 AS C18

FROM (
SELECT CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field1]) AS C0, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field2]) AS C1,
[TA].[field3] AS C2, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field4]) AS C3,
CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field5]) AS C4, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field6]) AS C5,
CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field7]) AS C6, [TA].[field8] AS C7,
CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field9]) AS C8, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field10]) AS C9,
[TA].[field11] AS C10, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field12]) AS C11,
CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field13]) AS C12, [TA].[field14] AS C13,
[TA].[field15] AS C14, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[field16]) AS C15,
[TA].[KEY] AS C16, CONVERT(NVARCHAR,[TA].[$M-field16]) AS C17,
[TA].[$MC-field16] AS C18

FROM openrowset('MSOLAP',
'Datasource=localhost;Initial catalog=FoodMart 2000',
'SELECT [T].[C0] AS [field1],[T].[C1] AS [field2],[T].[C2] AS [field3],
[T].[C3] AS [field4],[T].[C4] AS [field5],[T].[C5] AS [field6],
[T].[C6] AS [field7],[T].[C7] AS [field8],[T].[C8] AS [field9],
[T].[C9] AS [field10],[T].[C10] AS [field11],[T].[C11] AS [field12],
[T].[C12] AS [field13],[T].[C13] AS [field14],[T].[C14] AS [field15],
[T].[C15] AS [field16],[T].[C16] AS [KEY],[CREDIT1].[field16] AS [$M-field16],
PredictProbability([CREDIT1].[field16]) AS [$MC-field16]

FROM [CREDIT1] PREDICTION JOIN
openrowset(''MSDASQL'',
''Dsn=LocalServer;Uid=;pwd='',''SELECT T0."field1" AS C0,T0."field2" AS C1,
T0."field3" AS C2,T0."field4" AS C3,T0."field5" AS C4,T0."field6" AS C5,
T0."field7" AS C6,T0."field8" AS C7,T0."field9" AS C8,T0."field10" AS C9,
T0."field11" AS C10,T0."field12" AS C11,T0."field13" AS C12,
T0."field14" AS C13,T0."field15" AS C14,T0."field16" AS C15,
T0."KEY" AS C16 FROM "dbo".CREDITDATA T0'') AS [T]

ON [T].[C2] = [CREDIT1].[field3] and [T].[C7] = [CREDIT1].[field8]
and [T].[C8] = [CREDIT1].[field9] and [T].[C9] = [CREDIT1].[field10]
and [T].[C10] = [CREDIT1].[field11] and [T].[C11] = [CREDIT1].[field12]
and [T].[C14] = [CREDIT1].[field15]') AS [TA]

) T0
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Oracle Data Mining について

IBM® SPSS® Modeler は、Oracle Data Mining (ODM) との統合をサポート
します。このリリースでは、Oracle RDBMS 内にデータ マイニング アル
ゴリズム ファミリが密接に組み込まれています。これらの機能は、SPSS
Modeler のグラフィカル ユーザー インターフェイスとワークフロー指
向の開発環境でアクセスでき、顧客は ODM が提供するデータ マイニン
グ アルゴリズムを使用できます。

SPSS Modeler は、Oracle データ マイニングの次のアルゴリズムを統合
できます。

 Naive Bayes

 Adaptive Bayes

 Support Vector Machine (SVM)

 一般化線型モデル (GLM)*

 ディシジョン ツリー

 O-Cluster

 K-means

 非負数マトリックス因数分解 (NMF)

 Apriori

 Minimum Descriptor Length (MDL)

 Attribute Importance (AI)

* 11g R1 のみ

Oracle との統合の要件

Oracle Data Mining を使用してデータベース内のモデル作成を実行する場
合、以下の条件が前提条件となります。場合によっては、これらの条件が
満たされているかデータベース管理者に問い合わせて確認してください。

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 57
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 ローカル モードで動作している IBM® SPSS® Modeler、または Windows
か UNIX 対応の Clementine Server インストールとともに動作してい
る IBM® SPSS® Modeler Server。

 Oracle データ マイニング オプションを搭載した Oracle 10gR2 または
11gR1 (10.2 データベース 以降)。

注 : 10gR2 は、 一般化線型モデル以外のアルゴリズムを作成するすべて
のデータベースをサポートします(11gR1 必須)。

 次に説明するように、Oracle への接続に使用する ODBC データ ソース。

注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が SPSS Modeler コンピュータ上で可能でなければなりませ
ん。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセスし、
SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server に
アクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

Oracle との統合を有効にする

Oracle Data Mining との IBM® SPSS® Modeler の統合を有効にするには、
Oracle を設定し、ODBC ソースを作成して、SPSS Modeler の [ヘルパー ア
プリケーション] ダイアログ ボックスで統合を有効にする必要がありま
す。さらに、SQL の生成と最適化を有効にします。

Oracle の設定

Oracle データ マイニングのインストールと設定を実行するには、Oracle
のマニュアル、特に『Oracle 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle の ODBC ソースの作成

Oracle と SPSS Modeler の接続を有効にするには、ODBC システム データ
ソース名 (DSN) を作成する必要があります。

DSN を作成する前に、ODBC データ ソースおよびドライバの基本的に理解
し、SPSS Modeler のデータベースをサポートする必要があります。 詳細
は、 2 章 データへのアクセス in IBM SPSS Modeler Server 14.2 管理お
よびパフォーマンス ガイド を参照してください。

IBM® SPSS® Modeler Server に対して、分散モードで実行している場合、
サーバ コンピュータに DSN を作成します。ローカル (クライアント) モー
ドで実行している場合、クライアント コンピュータに DSN を作成します。
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E ODBC ドライバをインストールします。このリリースに付属する IBM® SPSS®
Data Access Pack インストール ディスクにあります。setup.exe ファイル
を実行してインストーラを起動し、関連するドライバをすべて選択しま
す。画面上の指示に従って、ドライバをインストールします。

E DSN を作成します。

注 :メニュー シーケンスは使用する Windows のバージョンによって異
なります。

 Windows XP : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] を選択し
ます。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [データ ソース (ODBC)] を
ダブルクリックします。

 Windows Vista： [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システム

メンテナンス] を選択します。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [デー

タ ソース] を選択して [開く] をクリックします。

 Windows 7 : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システムと

セキュリティ] → [管理ツール] を選択します。[データ ソース (ODBC)] を選択
して [開く] をクリックします。

E [システム DSN] タブをクリックしてから、[追加] をクリックします。

E SPSS OEM 6.0 Oracle Wire Protocol ドライバを選択します。

E [完了] をクリックします。

E [ODBC Oracle Wire Protocol Driver セットアップ] 画面では、選択した
データ ソースの名前、Oracle サーバのホスト名、接続用のポート番号、
および使用する Oracle インスタンスの SID を入力します。

tnsnames.ora ファイルで TNS を実装した場合、ホスト名、ポート、およ
び SID は、サーバ マシンにある tnsnames.ora ファイルから取得できま
す。詳細は Oracle 管理者までお問い合わせください。

E 接続をテストするには、[テスト] ボタンをクリックします。

IBM SPSS Modeler で Oracle Data Mining Integration の有効化

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > ヘルパー アプリケーション

E [Oracle] タブをクリックします。
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図 4-1
Oracle Data Mining を使用してデータベース作成を有効にするオプション

Oracle Data Mining Integration を有効にする : (まだ表示されていない場合)
[DB モデリング] パレットを有効化し、Oracle Naive Bayes、Adaptive
Bayes、サポート ベクター マシンのモデル作成ノードを追加します。(こ
のパレットは一度有効にすると、SPSS Modeler ウィンドウの下部に常
に表示されます)。

Oracle 接続 : 有効なユーザ名とパスワードと共に、モデルの作成と格納
に使用するデフォルトの Oracle ODBC データ ソースを指定します。こ
の設定を個々のモデル作成ノードおよびモデル ナゲットでオーバーラ
イドすることができます。

注 : モデル作成の目的で使用するデータベース接続は、データアクセスに
使用する接続と同じであっても、異なっていても問題ありません。たとえ
ば、特定の Oracle データベースのデータにアクセスし、クリーニングま
たはその他の操作のためにデータを SPSS Modeler にダウンロードし、次
にモデル作成を目的としてデータを別の Oracle データベースにアップ
ロードするストリームを利用できます。あるいは、元のデータをフラット
ファイルや他の (Oracle 以外の) ソースに格納できます。この場合、モデ
ルを作成する際に、データを Oracle にアップロードする必要があり‚Ü
す。いずれの場合でも、データはモデル作成用のデータベース内で作成さ
れた一時テーブルに自動的にアップロードされます。
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Oracle データ マイニング モデル上書き時に警告する :このオプションを選択し
て、データベースに格納されているモデルが警告なしに SPSS Modeler で
上書きされないことを確認します。

Oracle Data Mining モデルを一覧表示する : 利用できるデータ マイニング モ
デルを表示します。

Oracle Data Miner の起動の有効化 : 有効にすると、SPSS Modeler は Oracle
Data Miner アプリケーションを起動できるようになります。詳細は、
「Oracle Data Miner」 ( p.104 ) を参照してください。

Oracle Data Miner 実行ファイルのパス(オプション) Oracle Data Miner
for Windows 実行ファイルの物理的な位置を指定します (たとえ
ば、C:\odm\bin\odminerw.exe)。Oracle Data Miner は SPSS Modeler
といっしょにはインストールされません。Oracle の Web サイト
(http://www.oracle.com/technology/products/bi/odm/odminer.html) から
適切なバージョンをダウンロードして、クライアントでインストールす
る必要があります。

SQL の生成と最適化を有効にする

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > [ユーザー オプション]
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図 4-2
最適化の設定

E [最適化] タブをクリックします。

E [SQL 生成] オプションが有効になっていること確認します。この設定は、
データベースのモデル作成が機能するために必要です。

E [SQL 生成の最適化] と [その他の実行を最適化] を選択します (絶対に必要な
訳ではありませんが、最適化されたパフォーマンスを得るために、選択
することを強くお勧めします）。

詳細は、 12 章 最適化オプションの設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 ユー
ザー ガイド を参照してください。

Oracle Data Mining を使用してモデルを構築する

多少の例外はありますが、Oracle モデル作成ノードは、IBM® SPSS® Modeler
の他のモデル作成ノードと同様に動作します。このノードは SPSS Modeler
ウィンドウの下部にある ［モデル作成］ パレットからアクセスできます。
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図 4-3
[モデル作成] パレット

データの考慮事項

Oracle では、カテゴリ データを文字列形式 (CHAR または VARCHAR2) で
格納する必要があります。したがって、SPSS Modeler では、記憶域の
フィールドを、ODM モデルの入力値として [フラグ型] または [名義型]
(カテゴリ) が測定レベルの数値のストレージ フィールドを指定するこ
とは許されません。SPSS Modeler でデータ分類ノードを使用すると、必
要に応じて、数値を文字列に変換できます。 詳細は、 4 章 データ分類
ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセス ノード、出
力ノード を参照してください。

対象フィールド : ODM 分類モデルでは、出力 (対象) フィールドとして、1
つのフィールドのみを選択できます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。SPSS
Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必要があ
ります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

一般的なコメント

 Oracle Data Mining で生成するモデルの場合、SPSS Modeler からは
PMML のエクスポート/インポートは提供しません。

 モデル スコアリングは、常に ODM で実行されます。データが SPSS
Modeler 内にあったり、Clem 内でデータを準備する必要があったり
する場合は、データセットを一時テーブルにアップロードする必要
がある場合があります。

 SPSS Modeler では、通常は、��一の予測および関連付けられた確率
または確信度のみが提供されます。
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 SPSS Modeler では、モデル作成とスコアリングに使用できるフィール
ド数を 1,000 に制限しています。

 IBM® SPSS® Modeler Solution Publisher を使用して実行用に公開した
ストリームでは、SPSS Modeler で ODM モデルをスコアリングできま
す。 詳細は、 2 章 IBM SPSS Modeler Solution Publisher の動作方法
in IBM SPSS Modeler 14.2 Solution Publisher を参照してください。

Oracle モデルの [サーバー] オプション

モデル作成用データのアップロードに使用する Oracle 接続を指定しま
す。[ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックスで指定された
デフォルトの Oracle 接続を上書きするために、必要に応じて、[サー
バー] タブで各モデル作成ノードに対して接続を選択できます。 詳細は、
p.58 Oracle との統合を有効にする を参照してください。

図 4-4
Oracle サーバーのオプション

コメント

 モデル作成に使用する接続は、ストリームの入力ノードで使用する接
続と同じであっても別であってもかまいません。たとえば、特定の
Oracle データベースのデータにアクセスし、クリーニングまたはその
他の操作のためにデータを IBM® SPSS® Modeler にダウンロードし、次
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にモデル作成を目的としてデータを別の Oracle データベースにアップ
ロードするストリームを利用できます。

 ODBC データ ソース名は、各 SPSS Modeler ストリームに効果的に埋め
込まれます。あるホスト上で作成されたストリームが別のホスト上で実
行された場合、データ ソースの名前はそれぞれのホストで同じであ
る必要があります。また、各入力ノードまたはモデル作成ノードで、
[サーバー] タブから異なるデータ ソースを選択できます。

誤分類コスト

図 4-5
Oracle コスト オプション

状況によっては、特定の誤りコストが他の誤りコストに比べて高いことが
あります。たとえば、信用リスクの高い申請者を低リスクに分類した場合
(ある種の誤分類) のコストは、リスクの低い申請者を高リスクに分類した
場合 (別種の誤分類) よりも高くなります。誤分類コストでは、さまざま
な予測の誤りに対し、相対的な重要度を指定できます。

誤分類コストは、基本的には、特定の結果に対して適用される重みで
す。これらの重みは、モデルに組み込まれ、(コストの高い誤りを防ぐため
の手段として) 実際に予測値に影響する場合があります。

C5.0 モデルを例外として、誤分類コストは、モデルのスコアリング時に
は適用されず、自動分類ノード、評価グラフ、または分析ノードを使用し
てモデルをランク付けまたは比較する場合には考慮されません。コスト
を含むモデルは、コストを含まないモデルに比べてエラーが少なく、全
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体の精度の項目で高くランク付けされません。ただし、コストが少ない
エラーにより組み込まれたバイアスがあるため、実際の問題でパフォー
マンスが優れる場合があります。

コスト行列には、可能な各予測カテゴリや実際のカテゴリの組み合わせ
のコストが表示されます。デフォルトでは、すべての誤分類コストが 1.0
に設定されています。コストの値を自分で入力するには、[誤分類コストを使用]

を選択して、コスト行列に独自の値を入力します。
誤分類コストを変更するには、目的の予測値と実際の値の組み合わせに

対応するセルを選択して、セルの内容を削除してから、適切なコストを
入力してください。コストは自動的に対称的にはなりません。たとえば
A を B として誤分類した場合のコストを 2.0 に設定しても、B を A と
して誤分類した場合のコストは、変更しない限りデフォルト値 (1.0) の
まま変わりません。

注 : ディシジョン ツリー モデルのみで構築時のコストを指定できます。

Oracle Naive Bayes

Naive Bayes は、分類の問題に対応する有名なアルゴリズムです。提示さ
れたすべての予測変数は相互に依存関係がないものとして処理されるの
で、モデルは naïve と命名されます。Naive Bayes は拡張性のある高速
のアルゴリズムであり、複数の属性と対象属性の組み合わせに対して、
条件に関連する確率を計算します。学習データから、個別の確率が計算
されます。各入力変数の各値カテゴリを計算単位とすると、この確率は
各対象クラスの確率を表します。

 モデル作成に使用したデータで、モデルの精度をテストする場合、交差
検証が使用されます。この検証方法は、モデル作成に利用できるケース
数が少ないときに特に便利です。

 モデル出力は、行列形式で参照できます。行列の数値は、条件に関連す
る確率であり、予測クラス (列) と予測変数－値の組み合わせ (行) を
関連付けています。
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Naive Bayes の [モデル] オプション

図 4-6
Naive Bayes の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。
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Naive Bayes の [エキスパート] オプション

図 4-7
Naive Bayes の [エキスパート] オプション

モデルの作成時に、特定の値または値のペアが学習データ内に十分にない
場合、個々の予測属性値または値のペアは無視されます。値を無視する閾
値は、学習データ内のレコード数に基づいて分数で指定します。これら
の閾値を調整すると、ノイズを減らして、他‚Ìデータセットを一般化す
るモデルの能力を改善できます。

 単一型閾値 : 特定の予測属性値に閾値を指定します。特定の値の発生回
数が指定した分数以上にならない場合、この値は無視されます。

 ペア単位閾値 : 特定の属性と予測値のペアに、閾値を指定します。特定
の値ペアの発生回数は、指定した分数以上になる必要があります。下
回った場合、ペアは無視されます。

予測確率 : モデルに、対象フィールドの出力に対する適切な予測の確率
を含めることができます。この機能を有効にするには、[選択] を選択し
て [指定] ボタンをクリックし、[挿入] をクリックして可能性のある出力
のいずれかを選択します。

予測セットを使用 : 対象フィールドの可能性のあるすべての出力に対する
可能性のあるすべての結果の表を作成します。
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Oracle Adaptive Bayes

Adaptive Bayes Network (ABN) は、Minimum Description Length (MDL) と
自動機能選択を使用して、Bayesian Network 分類辞を構築します。ABN
は、Naive Bayes が適さないような環境でも適切に機能しますし、パフォー
マンスが低下する可能性はあるものの、他の多くの環境でも少なくとも同
程度の機能を発揮します。ABN アルゴリズムでは、簡素化されたデジション
ツリー (単一機能)、剪定された Naive Bayes、ブーストされた複数機能モ
デルという、高度な 3 種類のベイジアン ベース モデルを作成できます。

生成されたモデル

単一機能の作成モードの場合、ABN は人が判読できるルール セットに基づ
いて、簡素化されたデジション ツリーを作成します。ビジネス ユーザー
またはアナリストは、このルール セットを参照して、モデル予測の基本原
理を理解できます。また、適切に対応することや、第三者に論理的に説明
することができます。この特長は、Naive Bayes や複数機能モデルに対
して、大きな利点になっています。IBM® SPSS® Modeler では、標準的な
ルール セットと同様に、これらのルールを参照できます。単純なルール
セットは、次のようになります。

IF MARITAL_STATUS = "Married"
AND EDUCATION_NUM = "13-16"
THEN CHURN= "TRUE"
Confidence = .78, Support = 570 cases

剪定された Naive Bayes と複数機能モデルは、SPSS Modeler では参照で
きません。



70

4 章

Adaptive Bayes の [モデル] オプション

図 4-8
Adaptive Bayes の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

モデルの種類

モデル作成のために、3 種類のモードから適切なモードを選択できます。
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 複数機能 : NB モデル、単一機能 / 複数機能の確率モデルを含めて、
複数のモデルを作成して、比較してください。単一機能モデルは、最
も負担が大きいモードであり、通常、結果を出すまでに最も時間がか
かります。ルールが生成されるのは、単一機能モデルが最善であると
判断された場合のみです。複数機能または NB モデルが選択される
と、ルールは生成されません。

 単一機能 : ルール セットに基づいて、簡素化されたデジション ツリー
を作成します。各ルールには、条件とそれぞれの結果に関連付けられた
確率が指定されています。ルールは相互に排他的であり、人が判読でき
る形式で提供されます。この特長は、Naive Bayes や複数機能モデルに
対して大きな利点になっています。

 Naive Bayes : 単一の NB モデルを作成し、以前のグローバル サンプル
(グローバル サンプル内の対象値の棒グラフ) と比較します。NB モデ
ルが出力として生成されるのは、事前のグローバル サンプルよりも、
NB モデルの方が、対象値の予測に適していると判断された場合に限ら
れます。それ以外の場合は、モデルは出力として生成されません。

Adaptive Bayes の [エキスパート] オプション

図 4-9
Adaptive Bayes の [エキスパート] オプション

実行時間を制限する : 最大の作成時間を分で指定するには、このオプション
を選択します。このオプションを選択すると、作成したモデルの精度が落
ちる可能性がありますが、モデルの作成時間を減らすことができます。ア
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ルゴリズムは、モデル作成プロセスの各確認ポイントで、指定された時間
内に次の確認ポイントまで完了できるかどうかをチェックし、プロセス続
行の可否を判断します。そして、指定された制限を越える場合は、利用
できる最適なモデルを返します。

最大予測値 : このオプションにより、使用する予測値の数を制限することに
よって、モデルの複雑化を予防したりパフォーマンスを改善したりできま
す。予測値は、MDL 法でランク付けされます。この方法は、モデルに含ま
れている確率を測定する手段として、対象に対する相関関係を示します。

最大 Naive Bayes予測値 : このオプションで、Naive Bayes モデルで使用す
る予測値の最大数を指定します。

Oracle Support Vector Machine (SVM)

サポート ベクター マシン (SVM) は、マシン学習理論を使用して、データ
をオーバーフィットすることなしに最高の予測精度を得られるようにす
る、分類および回帰アルゴリズムです。SVM は、オプションの学習用デー
タの非線形変換を使用し、次にその変換されたデータ中で回帰式を検索し
て、クラスの分離 (カテゴリ対象の場合)、または対象’l のフィッティン
グ (連続型対象の場合) を行います。Oracle が実装した SVM では、2 種類
の利用可能なカーネル、線型またはガウスの内 1 つ を使用して、モデル
を構築できます。線型カーネルは、非線型変換をまったく行わないので、
生成されたモデルは、本質的に線型回帰モデルです。

詳細は、『Oracle Data Mining Application Developer’s Guide』 およ
び 『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。
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Oracle SVM の [モデル] オプション

図 4-10
SVM モデル オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

アクティブな学習 : 大きな構築セットを処理する方法を示します。アクティ
ブな学習により、アルゴリズムは、完全な学習データセットに適用する
前に、 小さなサンプルに基づいて初期モデルを作成し、その結果に基づ
いてサンプルとモデルを徐々に更新します。モデルが学習データに集束
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するまで、またはサポート ベクトルの最大許容数に達するまで、このサ
イクルは繰り返されます。

カーネル関数 :[線型] または [ガウス] を選択、またはデフォルト [決定されたシ

ステム] のままで、システムが最も適切なカーネルを選択できるようにしま
す。ガウス カーネルは、より複雑な関係を学習できますが、一般に計算す
る時間も長くなります。まず、線型カーネルを使用して、もし線型カーネ
ルが良い適合度を発見できなかった場合にのみガウス カーネルを使用する
こともできます。これは、もっぱら回帰モデルに当てはまります。回帰モ
デルではカーネルの選択がより重要になるからです。また、ガウス モデル
を使用して構築された SVM は SPSS Modeler で表示できないことにも注意
してください。線型カーネルを使用して構築されたモデルは、標準の回帰
モデルと同じ方法で SPSS Modeler でブラウズできます。

正規化 : 連続した入力と対象フィールドの正規化方法を指定します。[Z-ス

コア]、[Min-Max]、または [なし] を選択できます。[自動データ準備] チェック
ボックスをオンにすると、正規化が自動的に実行されます。このチェック
ボックスをオフにすると、正規化は手動で行われます。

Oracle SVM の [エキスパート] オプション

図 4-11
SVM エキスパート オプション
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カーネル キャッシュ サイズ : 構築処理中に、計算したカーネルを保存する
ために使用するキャッシュのサイズをバイト単位で指定します。通常、
キャッシュ サイズを増やすと構築速度が速くなります。デフォルト値
は 50MB です。

収束の許容範囲 : モデルの構築を打ち切るまで許される許容値を指定しま
す。この値は 0～1 の間です。デフォルト値は 0.001 です。より大きな値
では、構築速度が速くなり、またモデルの精度が低下する傾向があります。

標準偏差を指定 : ガウス カーネルで使用される標準偏差パラメータを指定
します。このパラメータは、モデルの複雑さと他のデータ セットへの一
般化 (データのオーバーフィットとアンダーフィット) との間のトレー
ドオフに影響します。標準偏差値が高くなるにつれて、アンダーフィッ
ティングになる傾向があります。デフォルトでは、このパラメータは、学
習用データから見積もられます。

イプシロン (ε) の指定 : イプシロンは、回帰モデルの場合にのみ、イプシロ
ンに依存しないモデルの構築で許容されるエラーの区間を指定します。つ
まり、大きなエラー (無視できない) 大きなエラーから、(無視できる)
小さなエラーを区別します。この値は 0～1 の間です。デフォルトで
は、学習データから推定されます。

複雑性ファクタの指定 : 複雑性ファクタを使用します。複雑性ファクタは、
(学習用データについて計測される) モデル エラーと、モデルの複雑さの
各値間のトレードオフ関係を制御して、データがオーバーフィッティン
グまたは、アンダーフィッティングになることを回避します。この値を
大きくするとは、エラーに、より大きなペナルティを課しことになり、
データをオーバーフィッティングするリスクが増大します。この値を小
さくするとは、エラーに、より小さなペナルティを課しことになり、ア
ンダーフィッティングになりやすくなります。

外れ値率の指定 : 学習データにおける希望の外れ値率を指定します。単一
SVM モデルにのみ有効 :[複雑性ファクタの指定] 設定と併用できません。

予測確率 : モデルに、対象フィールドの出力に対する適切な予測の確率
を含めることができます。この機能を有効にするには、[選択] を選択し
て [指定] ボタンをクリックし、[挿入] をクリックして可能性のある出力
のいずれかを選択します。

予測セットを使用 : 対象フィールドの可能性のあるすべての出力に対する
可能性のあるすべての結果の表を作成します。
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Oracle SVM の [モデル] オプション

図 4-12
SVM の重みオプション

分類モデルでは、重みを使用して、さまざまな考えられる対象値の関連す
る重要度を指定することができます。たとえば、学習データ内のデータ
ポイントがカテゴリ間で現実的に分布していない場合に役に立ちます。
重みを使用すると、モデルを偏らせて、データにうまく表れていないカ
テゴリの補正を行うことができます。対象値の重みが大きくなると、カ
テゴリの適切な予測の割合が大きくなります。

重みを設定する方法は 3 つあります。

 学習データに基づく : デフォルトの設定です。重みは、学習データ中のカ
テゴリの相対度数に基づいて決定されます。

 すべてのクラスで同じ : すべてのカテゴリの重みが、1/k として定義され
ます。k は、対象カテゴリの数です。

 ユーザー設定 : 独自の重みを指定することもできます。重みの開始値
が、すべてのクラスで同じに設定されます。各カテゴリの重みを、ユー
ザー定義値に調整することができます。特定のカテゴリの重みを調整す
るには、そのカテゴリに対応するテーブル中の重みのセルを選択し、セ
ルの内容を削除してから、適切な値を入力してください。

すべての重みの合計は、1.0 です。合計が 1.0 にならない場合、値を自動
的に正規化するオプションと警告が表示されます。この自動調整によっ
て、重みの制約を強制しながら、カテゴリ間の比率が維持されます。この



77

Oracle Data Mining による DB モデリング

調整は、任意の時点で [正規化] ボタンをクリックして行うことができま
す。すべてのカテゴリで値を均等化するためテーブルをリセットするに
は、[均等化] ボタンをクリックします。

Oracle 一般化線型モデル (GLM)*

一般化線型モデルは、線型モデルによる限定的な仮説を緩和します。たと
えば、対象変数に正規分布があるという仮説、対象変数に対する予測の効
果が本質的に線形となる仮説などです。一般化線型モデルは、対象の分布
が、多項分布またはポアソン分布など、非正規分布となる傾向である場合
の予測に適切です。同様に、一般化線型モデルは、予測値と対象変数間の
関係またはつながりが非線型であると考えられる場合にも役立ちます。

詳細は、『Oracle Data Mining Application Developer’s Guide』 およ
び 『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

Oracle GLM の [モデル] オプション

図 4-13
GLM モデル オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。
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一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

正規化 : 連続した入力と対象フィールドの正規化方法を指定します。[Z-ス

コア]、[Min-Max]、または [なし] を選択できます。[自動データ準備] チェック
ボックスをオンにすると、正規化が自動的に実行されます。このチェック
ボックスをオフにすると、正規化は手動で行われます。

欠損’lの処理 : 次のように、入力データの欠損値の処理方法を指定します。

 [平均値または最頻値で置換] を選択すると、数値型属性の欠損値を平均値と
置き換え、カテゴリ型属性の欠損値を最頻値と置き換えます。

 [完全なレコードのみ使用] を使用すると、欠損値を含むレコードは無視
されます。
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Oracle GLM の [エキスパート] オプション

図 4-14
GLM エキスパート オプション

行の重みを使用 : 隣接するドロップダウン リストで、行の重み付け因子
を含む列を選択できます。

行の診断をテーブルに保存 : 隣接するテキスト フィールドで行レベルの診断
を含むテーブルの名前を入力できます。

係数の確信度レベル : 対象について予測された値が、モデルによって計
算された信頼区間内にあるという 0.0 ～ 1.0 の確信度。確信度の境
界は、係数の統計で返されます。

対象の参照カテゴリ :[カスタム] を選択して参照カテゴリとして使用する対象
フィールドの値を選択するか、デフォルト値 [自動] のままにします。

頂上回帰 : 頂上回帰は、変数の相関の程度が高すぎる状況を補正する方法
です。[自動] オプションを選択して、アルゴリズムがこの方法の使用を
制御できるようにしたり、[無効] および [有効] オプションを使用して手
動で制御できるようにします。手動で頂上回帰を有効にすると、隣接す
るフィールドに値を入力して、システムのデフォルト値を頂上パラメー
タで上書きすることができます。

頂上回帰の VIF を作成 : 頂上を線型回帰に使用する場合、分散拡大係数
(VIF) 統計を作成します。
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予測確率 : モデルに、対象フィールドの出力に対する適切な予測の確率
を含めることができます。この機能を有効にするには、[選択] を選択し
て [指定] ボタンをクリックし、[挿入] をクリックして可能性のある出力
のいずれかを選択します。

予測セットを使用 : 対象フィールドの可能性のあるすべての出力に対する
可能性のあるすべての結果の表を作成します。

Oracle GLM の [重み] オプション

図 4-15
GLM 重みオプション

分類モデルでは、重みを使用して、さまざまな考えられる対象値の関連す
る重要度を指定することができます。たとえば、学習データ内のデータ
ポイントがカテゴリ間で現実的に分布していない場合に役に立ちます。
重みを使用すると、モデルを偏らせて、データにうまく表れていないカ
テゴリの補正を行うことができます。対象値の重みが大きくなると、カ
テゴリの適切な予測の割合が大きくなります。

重みを設定する方法は 3 つあります。

 学習データに基づく : デフォルトの設定です。重みは、学習データ中のカ
テゴリの相対度数に基づいて決定されます。
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 すべてのクラスで同じ : すべてのカテゴリの重みが、1/k として定義され
ます。k は、対象カテゴリの数です。

 ユーザー設定 : 独自の重みを指定することもできます。重みの開始値
が、すべてのクラスで同じに設定されます。各カテゴリの重みを、ユー
ザー定義値に調整することができます。特定のカテゴリの重みを調整す
るには、そのカテゴリに対応するテーブル中の重みのセルを選択し、セ
ルの内容を削除してから、適切な値を入力してください。

すべての重みの合計は、1.0 です。合計が 1.0 にならない場合、値を自動
的に正規化するオプションと警告が表示されます。この自動調整によっ
て、重みの制約を強制しながら、カテゴリ間の比率が維持されます。この
調整は、任意の時点で [正規化] ボタンをクリックして行うことができま
す。すべてのカテゴリで値を均等化するためテーブルをリセットするに
は、[均等化] ボタンをクリックします。

Oracle Decision Tree

Oracle Data Mining は、一般的な分類と回帰ツリーのアルゴリズムに基づ
く古典的なディシジョン ツリー機能を提供します。ODM ディシジョン ツ
リー モデルは、確信度、サポート、および分割基準を含む、それぞれの
ノードに関する完全な情報を備えています。それぞれのノードの完全な
ルールが表示され、さらに、欠損値のあるケースにモデルを適用する場合
に代わりに使用すべき各ノードに代理変数属性が適用されます。

ディシジョン ツリーはあらゆる場合に適用可能であり、利用しやすくわか
りやすいため、一般的に使用されています。ディシジョン ツリーは、最適
な “スプリッタ”、すなわち、下流データ レコードを等質な母集団に分
割する属性カットポイント (たとえば、ute cutpoint (AGE > 55) を検索し
ながら潜在入力属性を取捨選択します。それぞれの分割ディシジョンのあ
と、ODM は、ツリー全体を成長させ、レコード、項目、または人々の同種
の母集団を表すターミナルの「葉」を作成するというプロセスを繰り返し
ます。ルート ツリー ノード (たとえば、母集団全体) からみると、ディ
シジョン ツリーは IF A, then B 文の人が判読できるルールを示します。
このようなディシジョン ツリーは、それぞれのツリー ノードに関する
サポートと確信度も提供します。

Adaptive Bayes Network はそれぞれの予測を説明するのに便利な簡潔でシ
ンプルなルールも提供するのに対し、ディシジョン ツリーはディシジョン
を分割するための Oracle Data Mining ルールを提供します。ディシジョン
ツリーは、最良の顧客、健康的な患者、不正に関連する因子などの詳細
なプロファイルを開発するのにも役立ちます。
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ディシジョン ツリーのモデル オプション

図 4-16
ディシジョン ツリーのモデル オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

不純度メトリック : ノードごとにデータを分割するための最良のテスト質問を
求めるのに使用するメトリックを指定します。最適なスプリッタと分割値
は、ノードのエンティティの対象値の等質性が最も増大する場合に得られ
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ます。等質性はメトリックに従って測定されます。サポートされるメト
リックは、gini とentropy です。

ディシジョン ツリーのエキスパート オプション

図 4-17
ディシジョン ツリーのエキスパート オプション

最大深度 : 構築するツリー モデルの最大深度を設定します。

ノード内のレコードの最小パーセンテージ : ノード内の最小レコード数のパー
センテージを設定します。

分割用レコードの最小パーセンテージ : モデルを学習するのに使用するレコー
ドの総数のパーセントとして表される親ノード内の最小レコード数を設定し
ます。レコード数がこのパーセンテージ未満の場合、分割は行われません。

ノード内の最小レコード数 : 返されるレコード‚Ì最小数を設定します。

分割用最小レコード数 : 数値として表される親ノード内の最小レコード数を
設定します。レコード数がこの値未満の場合、分割は行われません。

ルール識別子 : このオプションを選択すると、モデルに含まれる文字列
が、特定の分割が行われるツリー内のノードを識別します。

予測確率 : モデルに、対象フィールドの出力に対する適切な予測の確率
を含めることができます。この機能を有効にするには、[選択] を選択し
て [指定] ボタンをクリックし、[挿入] をクリックして可能性のある出力
のいずれかを選択します。



84

4 章

予測セットを使用 : 対象フィールドの可能性のあるすべての出力に対する
可能性のあるすべての結果の表を作成します。

Oracle O-Cluster

Oracle O-Cluster のアルゴリズムは、データ母集団内の自然発生的なグ
ループ化を識別します。直交データ区分クラスタリング (O-Cluster) は、
階層グリッドベースのクラスタリング モデルを作成する Oracle 独自の
クラスタリング アルゴリズムであり、すなわち、入力属性空間に軸並行
(直交) データ区分を作成します。このアルゴリズムは回帰的に動作しま
す。結果として得られる階層構造は、属性空間がモザイク風のクラスタ
のように見える不規則なグリッドを表します。

O-Cluster アルゴリズムは数値属性とカテゴリ属性の両方を取り扱い、
ODM は最適なクラスタ定義を自動的に選択します。ODM はクラスタ詳細
情報、クラスタ ルール、クラスタ重心値を提供し、母集団をスコアリン
グするのに使用できます。

O-Cluster の [モデル] オプション

図 4-18
O-Cluster の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。



85

Oracle Data Mining による DB モデリング

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

最大クラスタ数: 生成されるクラスタの最大数を設定します。

O-Cluster の [エキスパート] オプション

図 4-19
O-Cluster の [エキスパート] オプション

最大バッファ : 最大バッファ サイズを設定します。

重要度 : 新しいクラスタを分離するのに必要なピーク濃度を指定する割合
を設定します。この割合はグローバルな均一濃度に関連付けられます。
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Oracle K-Means

Oracle K-means のアルゴリズムは、データ母集団内の自然発生的なグルー
プ化を識別します。K-means のアルゴリズムは距離に基づくクラスタリン
グ アルゴリズムであり、データをあらかじめ決められた数のクラスタに分
割します (ただし、明確に区別できるケースが十分にあることを前提とし
ます) 。距離に基づくアルゴリズムは距離メトリック (関数) に依存し
てデータ ポイント間の類似性を測定します。データ ポイントは、使用
する距離メトリックに従って最も近いクラスタに割り当てられます。ODM
は、K-means の拡張バージョンを提供します。

K-means は階層クラスタをサポートし、数値属性とカテゴリ属性を取り
扱い、母集団をユーザー指定のクラスタ数に分割します。ODM はクラス
タ詳細情報、クラスタ ルール、クラスタ重心値を提供し、母集団をスコ
アリングするのに使用できます。

K-Means の [モデル] オプション

図 4-20
K-Means の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。
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一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

クラスタ数 : 生成されるクラスタの数を設定します。

距離関数 : K-Means クラスタリングに使用する距離関数を指定します。

分割基準 : K-Means クラスタリングに使用する分割基準を指定します。

正規化 : 連続した入力と対象フィールドの正規化方法を指定します。[Z-スコ

ア]、[Min-Max]、または [なし] を選択できます。

K-means の [エキスパート] オプション

図 4-21
K-means の [エキスパート] オプション
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反復回数。 K-means アルゴリズムの反復数を設定します。

収束の許容範囲 : K-means アルゴリズムの収束許容範囲を設定します。

ビン数。 K-means で作成される属性ヒストグラムにおけるビン数を指定しま
す。それぞれの属性のビンの境界は、学習データセット全体において包括
的に計算されます。データ分割手段は固定幅です。ビンが一つしかない単
一値の属性を除き、属性はすべて同じ数のビンを備えています。

ブロックの成長 : クラスタ データを保持するために割り当てられたメモリ
の成長因子を設定します。

最小パーセント属性のサポート : クラスタのルール詳細に属性を含めるため
に、ヌル以外の値にする必要がある属性値の小数部を設定します。欠損値
のあるデータに設定したパラメータ値が高すぎると、ルールが非常に短く
なったりあるいは空になることさえあります。

Oracle 非負数マトリックス因数分解 (NMF)

非負数マトリックス因数分解 (NMF) は、大きなデータセットを代表的な属
性に縮小するのに便利です。NMF は、主成分分析 (PCA) と同様に、相加
的モデル表現において多数の属性を処理できますが、多様な事例につい
て使用できる広範囲な強力で最先端技術によるデータ マイニング アル
ゴリズムです。

NMF は、用例テキスト データなど、多数のデータをより小さく簡潔な表現
に縮小するのに使用することが可能であり、データの規模を低減できます
(同じ情報量ならば、はるかに少ない変数で保存できます)。NMF モデルの
出力は、SVM などの監視学習手法またはクラスタリング技法などの非監視
学習手法を用いて分析できます。Oracle Data Mining は、NMF および SVM
のアルゴリズムを使用して非構造テキスト データをマイニングします。
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NMF の [モデル] オƒvション

図 4-22
NMF の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

正規化 : 連続した入力と対象フィールドの正規化方法を指定します。[Z-ス

コア]、[Min-Max]、または [なし] を選択できます。[自動データ準備] チェック
ボックスをオンにすると、正規化が自動的に実行されます。このチェック
ボックスをオフにすると、正規化は手動で行われます。
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NMF の [エキスパート] オプション

図 4-23
NMF の [エキスパート] オプション

フィールド数の指定 : 抽出するフィールド数を指定します。

ランダム シード: NMF アルゴリズムのランダム シードを設定します。

反復数 : NMF アルゴリズムの反復数を設定します。

収束の許容範囲 : NMF アルゴリズムの収束許容範囲を設定します。

すべての機能を表示: 最善の機能のみの値ではなく、すべての機能の機能
ID および確信度を表示します。

Oracle Apriori

Apriori アルゴリズムは、データのアソシエーション ルールを発見しま
す。たとえば、顧客がひげそりとアフター シェーブ ローションを購入した
場合、その顧客は 80 % の確信度でシェービング クリームを購入します。
アソシエーション マイニングの問題は、2種類の下位問題に分解できます。

 最小範囲よりも大きな範囲を持つ、多頻度アイテムセットと呼ばれる項
目のすべての組み合わせを検索します。

 多頻度アイテムセットを使用して希望のルールを生成します。この考え
では、たとえば、ABC と BC が多頻度ならば、ルール A は support(ABC)
対 support(BC) の比率が少なくとも最小確信度と同じ大きさである場
合にBCが保持されるということを意味します。ABCD が多頻度である
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ため、このルールは最小範囲を備えることになります。ODM アソシ
エーションは、結果として生じる単一のルールのみをサポートしま
す (ABC は D を意味します)。

多頻度アイテムセットの数は、最小範囲パラメータで管理します。作成さ
れるルールの数は、多頻度アイテムセット数と確信度パラメータで管理し
ます。確信度パラメータの設定が高すぎる場合、ルールではなくアソシ
エーション モデルに多頻度アイテムセットがあるかもしれません。

ODM は Apriori アルゴリズムの SQL ベースの実装です。候補の作成と
サポート カウントのステップは、SQL クエリーを用いて実装されます。
特化されたインメモリー データ構造は使用しません。SQL クエリーは、
データベース サーバーで効率的に動作するようにさまざまなヒントで微
調整されます。

Aprioriの [フィールド] オプション

すべてのモデル作成ノードには、[フィールド] タブがあり、そこからモデ
ルの作成に使用するフィールドを指定できます。

Apriori モデルを作成する前に、アソシエーション モデル作成の対象項目
として使用するフィールドを指定する必要があります。

データ型ノードの設定を使用 : このオプションを選択すると、上流のデー
タ型ノードからのフィールド情報がこのノードで使用されます。これ
はデフォルトです。

ユーザー設定を使用 : このオプションを選択すると、上流のデータ型ノード
からのフィールド情報ではなく、ここで指定したフィールド情報がこの
ノードで使用されます。このオプションを選択した後、トランザクショ
ン形式を使用しているかどうかによって、ダイアログ内の残りのフィー
ルドを指定します。
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図 4-24
カスタム フィールドのデフォルト設定

トランザクション形式を使用しない場合、次を指定します。

 入力 :入力フィールドを選択してください。これは、データ型ノードの
フィールドの役割を [入力] に設定するのと似ています。

 データ区分 : このフィールドでは、モデル構築の学習、テスト、およ
び検証の各ステージ用に、データを独立したサブセット (サンプル)
に分割するフィールドを指定できます。 詳細は、 4 章 データ区分
ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセス ノード、出
力ノード を参照してください。

トランザクション形式を使用する場合、次を指定します。

トランザクション形式を使用 : アイテムごとの行からケースごとの行にデータ
を変換する場合に、このオプションを使用します。

このオプションを選択すると、このダイアログ ボックスの下部にある
フィールド コントロールを次のように変更します。
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図 4-25
トランザクション形式のフィールド設定

トランザクション形式の場合、次を指定します。

 ID : リストから ID フィールドを選択します。ID フィールドとして
使用できるのは、数値またはシンボル値のフィールドです。選択した
フィールドでは、一意の値がそれぞれ、ある分析ユニットを示してい
る必要があります。たとえば、マーケット バスケット分析なら、各
ID が 1 人の顧客を表します。Web ログ分析なら、各 ID が 1 台
のコンピュータ (IP アドレス) あるいは 1 人のユーザー (ログイ
ン データ) を表します。

 内容 : モデルの内容フィールドを指定します。このフィールドには、ア
ソシエーション モデル作成で関心の対象となる項目が含まれています。

 データ区分 : このフィールドでは、モデル構築の学習、テスト、および
検証の各ステージ用に、データを独立したサブセット (サンプル) に
分割するフィールドを指定できます。1 組のサンプルをモデルの生成
に使用し、別のサンプルで生成したモデルをテストすることにより、
そのモデルが、このデータに似た性質を持つより大きなデータセット
にどの程度適用できるかについての良い目安を得ることができます。
データ型ノードまたはデータ区分ノードを使用して複数のデータ区分
フィールドを定義した場合、データ分割を使用する各モデル作成ノード
ごとに [フィールド] タブでデータ区分フィールドを 1 つだけ選択
しなければなりません(1 つのデータ区分だけが存在している場合、
データ分割を有効にすると、そのデータ区分が必ず自動的に使用されま
す)。詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入
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力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。 ま
た、選択したデータ区分を分析に適用するには、そのノードの [モデル
のオプション] タブでデータ分割が有効になっている必要があります
(このオプションの選択を解除すると、フィールド設定を変更しないで
データ分割を無効にできます)。

Apriori の [モデル] オプション

図 4-26
Apriori の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。
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自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。

ルールの最大長 : ルールの前提条件の最大数を 2 ～ 20 の整数で設定しま
す。これにより、ルールの複雑さを制限します。ルールが複雑すぎるまた
は特有である場合、またはルール セットが長すぎて学習できない場合、こ
の設定の数値を減らしてください。

最小確信度 : 確信度の最小値を 0 ～ 1 の値で設定します。指定された
基準より低い確信度のルールは破棄されます。

最小範囲 : 閾値の最小範囲を 0 ～ 1 の値に設定します。Apriori は閾値の
最小範囲を超える度数のパターンを検出します。

Oracle 最小記述長 (MDL)

Oracle 最小記述長 (MDL) アルゴリズムは、対象属性に最も大きな影響力
を持つ属性を識別するのに役立ちます。多くの場合、最も影響力のある属
性を知ることが事業をよく理解して管理するのに役立ち、モデル作成作業
の簡素化を促進します。さらに、このような属性はモデルを拡張するため
に追加するデータのタイプを示します。MDL は、製造部品の品質、顧客離
れに関連の因子、または特定の疾患の治療に最も関連していると思われる
遺伝子を予測するのに最適なプロセス属性を検索するのに使用できます。

Oracle MDL は、対象を予測する場合に重要でないものと見なす入力フィー
ルドを破棄します。残りのフィールドで、Oracle Data Miner で表示可
能な、Oracle モデルに関連する未調整モデル ナゲットを作成します。
Oracle Data Miner でモデルを参照すると、残りの入力フィールドを、対
象を予測する際の重要度の順に示すグラフが表示されます。
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図 4-27
対象を予測する入力フィールドの相対重要度を示す Oracle MDL グラフの使用

負の順位は、ノイズを示します。0 以下にランクされている入力フィール
ドは予測に貢献せず、データから削除する必要があります。

グラフを表示するには

E [モデル] パレットにある未調整モデル ナゲットを右クリックして、
[ブラウズ] を選択します。

E モデル ウィンドウで、ボタンをクリックして Oracle Data Miner を起
動します。

E Oracle Data Miner に接続します。 詳細は、 p.104 Oracle Data Miner を
参照してください。

E Oracle Data Miner のナビゲータ パネルで [Models]、[Attribute Importance]

を展開します。

E 関連する Oracle モデルを選択します (IBM® SPSS® Modeler で指定した
対象フィールドと同じ名前です)。どれが適切なモデルがわからない場
合、Attribute Importance フォルダを選択して、作成日によってモデル
を検索します。
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MDL のモデル オプション

図 4-28
MDL の [モデル] オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

一意のフィールド : 各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。IBM®
SPSS® Modeler には制限があり、このキー フィールドは数値である必
要があります。

注 :このフィールドは、Oracle Adaptive Bayes、Oracle O-Cluster およ
び Oracle Apriori を除くすべてのすべての Oracle ノードについてオ
プションです。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。
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Oracle Attribute Importance (AI)

属性の重要度の目的は、結果に関連するデータセットの属性、および
最終的な結果に影響を与える程度を見出すことです。Oracle Attribute
Importance モデル作成ノードは、データを分析、パターンを検索、関連レ
ベルの確信度の結果を予測します。

AI のモデル オプション

図 4-29
AI のモデル オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

自動データ準備 : (11g のみ) Oracle Data Mining の自動データ準備モード
を有効化 (デフォルト) または無効化します。このボックスがチェックさ
れている場合、ODM は、アルゴリズムに必要なデータ変換を自動的に実行
します。詳細は、『Oracle Data Mining Concepts』を参照してください。
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AI の選択オプション

[オプション] タブで、モデル ナゲット内の入力フィールドを選択または
除外するデフォルトの設定を指定できます。その後、以後のモデル構築作
業で使用するフィールドのサブセットを選択するために、ストリームへ
モデルを追加できます。または、モデルの生成後にモデル ブラウザ内で
追加のフィールドを選択したり選択を解除したりして、このような設定
を上書きすることもできます。ただし、デフォルトの設定はそれ以上変
更しなくてもモデル ナゲットに適用できるので、スクリプトを作成する
目的に対しては、特に有用です。

図 4-30
AI の選択オプション

次のオプションを使用できます。

すべてのフィールドをランク付け :[重要度 高]、[境界]、または [重要度 低]
のランクに基づいて、フィールドを選択します。各ランクと、レコードに
ランクを割り当てるために使用される分割値のラベルは、編集できます。

フィールドの上位数 : 重要度に基づいて、上位の n フィールドを選択します。

次より高い重要度 : 指定された値よりも高い重要度のすべてのフィールド
を選択します。

対象フィールドは、この選択にかかわらず、常に保存されます。
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AI モデル ナゲットの [モデル] タブ

Oracle AI モデル ナゲットの[モデル] タブには、すべての入力フィール
ドのランクと重要度が表示されるので、フィルタリングするフィールド
を、左の列のチェック ボックスを使用して選択できるようになります。
ストリームを実行すると、対象の予測とともに、チェック マークが付け
られたフィールドだけが保存されます。その他の入力フィールドは、廃
棄されます。デフォルトの選択はモデル作成ノード内で指定されたオプ
ションに基づきますが、必要に応じて追加のフィールドを選択したり、選
択を解除したりできます。

図 4-31
AI モデル ナゲット

 ランク、フィールド名、重要度、またはその他の表示された列でリスト
をソートするには、列見出しをクリックします。または、ツールバーを
使用して、[ソート項目] ボタンの隣のリストから該当する項目を選択
し、上方向矢印と下方向矢印を使用してソートの方向を変更します。

 ツールバーを使用してすべてのフィールドにチェックを入れたり外した
りできます。また、[フィールドのチェック] ダイアログ ボックスを利
用してランクまたは重要度でフィールドを選択できます。Shift キーま



101

Oracle Data Mining による DB モデリング

たは Ctrl キーを押してフィールドをクリックすると、複数選択するこ
ともできます。 詳細は、 4 章 重要度別のフィールドの選択 in IBM
SPSS Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。

 重要度が高い、境界、重要度が低い、として入力フィールドをランク付
けするための閾値は、テーブルの下の凡例に表示されます。これらの
値は、モデル作成ノード内で指定されます。

Oracle モデルの管理

Oracle モデルは、他の IBM® SPSS® Modeler のモデルのように [モデル]
パレットに追加され、ほとんど同じように使用できます。ただし、SPSS
Modeler 中で生成された各 Oracle モデルは実際にはデータベース サーバー
上にあるモデルへの参照であるなどの、重要な違いがいくつかあります。

モデル ナゲットの [サーバー] タブ

ODM モデルの構築は、IBM® SPSS® Modeler を通じて SPSS Modeler 内でモ
デルを作成し、さらに、Oracle データベース内でモデルを作成または置換
します。この種類の SPSS Modeler モデルは、データベース サーバーに
格納されているデータベース モデルの内容を参照します。SPSS Modeler
は、SPSS Modeler モデルと Oracle モデルの両方に、同一のモデル キー文
字列を生成して格納し、整合性チェックを実行します。

それぞれの Oracle モデル用のキー 文字列は、[モデルの一覧] ダイア
ログ ボックスの [モデル情報] 列に表示されます。SPSS Modeler モデルの
キー文字列は、SPSS Modeler モデルの [サーバー] タブの [モデル キー] と
して表示されます (ストリームに置かれた場合)。

モデル ナゲットのダイアログ ボックスにある [検査] ボタンは、SPSS
Modeler モデルと Oracle モデルのキーが一致するかどうかを検査する
ために使用できます。Oracle に同じ名前のモデルがないかモデル キー
が一致しない場合は、Oracle モデルは削除されているか、または、SPSS
Modeler モデルの作成によって再構築されています。
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図 4-32
Oracle モデル ナゲットの [サーバー] タブ オプション

Oracle モデル ナゲットの [要約] タブ

モデル ナゲットの [要約] タブで、モデルそのもの (精度分析)、モデ
ルで使用するフィールド (フィールド)、モデルの構築時に使用する設定
(構築の設定)、およびモデルの学習 (学習の要約) についての情報を表
示します。

ノードを初めて参照する場合、[要約] タブの結果は閉じられています。
目的の結果を表示するには、項目の左側にある展開コントロールを使用し
て項目を展開するか、または [すべて展開] ボタンをクリックしてすべての結
果を表示します。見終わった結果を隠すには、展開コントロールを使っ
て目的の結果を閉じるか、または [すべて閉じる] ボタンをクリックして
すべての結果を非表示にします。

精度分析 : 特定のモデルについての情報を表示します。このモデル ナ
ゲットに接続されている精度分析ノードを実行した場合、その精度分析
情報もこのセクションに表示されます。詳細は、 6 章 精度分析ノー
ド in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセス ノード、出力ノー
ド を参照してください。

フィールド : 対象フィールドおよびモデル構築時の入力として使われる
フィールドが表示されます。
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構築の設定 : モデル構築時に使われる設定情報が表示されます。

学習の要約 : モデルの種類、モデルの作成に使われたストリーム、モデ
ルの作成者、モデルの作成日時、およびモデルの構築時間などの情報が
表示されます。

Oracle モデル ナゲットの [設定] タブ

モデル ナゲットの [設定] タブで、モデル作成ノードの特定のオプション
の設定を、スコアリングの目的で優先させることができます。

Oracle Decision Tree

誤分類コストを使用 : Oracle Decision Tree モデルで誤分類コストを使用
するかどうかを指定します。 詳細は、 p.65 誤分類コスト を参照して
ください。

ルール識別子 : 選択した場合、ルール識別子の列が Oracle Decision Tree
モデルに追加されます。ルール識別子は、特定の分割が作成されるツ
リーのノードを識別します。

Oracle NMF

すべての機能を表示: 最善の機能のみの値ではなく、Oracle NMF モデルの
全機能の機能 ID および確信度を表示します。

Oracle モデルのリスト作成

［Oracle Data Mining Model の一覧] ボタンをクリックすると、既存の
データベース モデルの一覧を表示するダイアログ ボックスが表示され、
モデルを削除できます。このダイアログ ボックスは、[ヘルパー アプリ
ケーション] ダイアログ ボックスおよび ODM 関連のノードの構築、ブラ
ウズ、および適用の各ダイアログ ボックスから起動できます。
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図 4-33
[Oracle モデルの一覧表示] ダイアログ ボックス

各モデルについて、次の情報が表示されます。

 モデル名 : モデルの名前 (リストをソートするのに使用されます)

 モデル情報 : 構築日時と対象列から構成されたモデル キー情報

 モデルの種類 : このモデルの構築に使用されたアルゴリズムの名前

Oracle Data Miner

Oracle Data Miner は Oracle Data Mining (ODM) に対するユーザー イン
ターフェイスであり、以前の IBM® SPSS® Modeler のユーザー インター
フェイスを ODM 用に置き換えます。Oracle Data Miner は、ODM アルゴリ
ズムの適切な活用においてアナリストの成功率を上げるように設計されて
います。このような目標は、いくつかの方法で対処します。
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 ユーザーは、データの準備とアルゴリズムの選択の両方に対処する手法
を適用する場合により多くの支援を必要とします。Oracle Data Miner
は、データ マイニング活動を提供して適切な手法をユーザーに示すこ
とにより、この必要性を満たします。

 Oracle Data Miner は、改良および拡張された発見的手法をモデルの構
築と変換のウィザードに含めて、モデルと変換の設定を指定する場合に
おけるエラー発生機会を低減します。

Oracle Data Miner の接続の定義

E Oracle Data Miner は、[Oracle Data Miner の起動] ボタンを介して、
Oracleの [構築]、[ノードの適用]、および [出力] のどのダイアログ
ボックスからでも起動できます。

図 4-34
[Oracle Data Miner の起動] ボタン

E Oracle Data Miner の [接続の編集] ダイアログ ボックスは、Oracle
Data Miner の外部アプリケーションが起動する前にユーザーに示されま
す (ただし、[ヘルパー アプリケーション] オプションが適切に定義され
ていることが前提です)。

注 : このダイアログ ボックスは、定義された接続名がない場合にのみ
表示されます。

図 4-35
Oracle Data Miner の [接続の編集] ダイアログ ボックス

 Data Miner の接続名を指定し、適切な Oracle 10gR1 または 10gR2 の
サーバー情報を入力します。Oracle サーバーは SPSS Modeler で指定
されているのと同じサーバーにする必要があります。
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E Oracle Data Miner の [接続の選択] ダイアログ ボックスは、使用する接
続名 (上記のステップで定義) を指定するためのオプションを示します。

図 4-36
Oracle Data Miner の [接続の選択] ダイアログ ボックス

Oracle Data Miner の要件、インストール、および使用に関す
る詳細は、Oracle の Web サイトの Oracle Data Miner
(http://www.oracle.com/technology/products/bi/odm/odminer/odminer_install_102.h
を参照してください。

図 4-37
Oracle Data Miner のユーザー インターフェイス

http://www.oracle.com/technology/products/bi/odm/odminer/odminer_install_102.htm
http://www.oracle.com/technology/products/bi/odm/odminer/odminer_install_102.htm


107

Oracle Data Mining による DB モデリング

データの準備

Oracle Data Mining により提供される Naive Bayes、Adaptive Bayes,、お
よび Support Vector Machine のいずれかを使用してモデルを作成する
場合、2 種類のデータを準備すると便利です。

 データ分割とは、連続したデータを使用できないアルゴリズムのため
に、連続した数値範囲フィールドをカテゴリへの変換することです。

 正規化とは、ある数値の範囲が似かよった平均値と標準偏差を持つよう
にするために、数値範囲に適用される変換です。

データ分割

IBM® SPSS® Modeler のデータ分割ノードは、データ分割操作を実行するた
めの数多くのテクニックを提供しています。同じデータ分割操作が、単一
のフィールドにも複数のフィールドにも適用できるように定義されていま
す。データ セットに対してデータ分割操作を実行すると、閾値が生成さ
れ、SPSS Modeler の フィールド作成ノードが作成できるようになりま
す。フィールド作成操作は、 SQL に変換でき、モデルの構築およびスコア
リングの前に適用できます。このアプローチでは、モデルと、データ分割
を実行するフィールド作成ノードの間に依存関係が生じますが、データ分
割の指定は、複数のモデル作成タスクで再利用できます。

正規化

Support Vector Machine モデルへの入力として使用される連続型 (数値範
囲) フィールドは、モデルを構築する前に正規化する必要があります。回
帰のモデルの場合、正規化は、モデル出力からスコアを再構築するために
も必要です。SVM モデルの設定では、[Z-スコア]、[Min-Max]、または [な
し] を選択できます。正規化係数は、Oracle によりモデル構築プロセス
の 1 ステップとして作成さます。そして、その係数は SPSS Modeler に
アップロードされ、そのモデルにも格納されます。適用時に、係数は SPSS
Modeler のフィールド作成式に変換され、スコアリング用のデータをモ
デルに渡す前に、そのデータの準備に使用されます。この場合、正規化
は、モデル作成タスクと密接に関係しています。

Oracle データ マイニングの例

IBM® SPSS® Modeler と共に ODM を使用する方法について解説する、数
多くのサンプル ストリームが含まれています。これらのストリームは、
\Demos\Database_Modelling\Oracle Data Mining\ の SPSS Modeler イン
ストール フォルダにあります。
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注 : Demos フォルダには、Windows の [スタート] メニューの SPSS
Modeler プログラム グループからアクセスできます。

次の各ストリームは、順番に実行すると Oracle Data Mining が提供す
る Support Vector Machine (SVM) algorithm provided with Oracle Data
Mining を使用したデータ マイニング プロセスの例として使用できます。

ストリーム 説明

1_upload_data.str フラット ファイルのデータを整理し
て、データベースへアップロードする
ために使用されます。

2_explore_data.str SPSS Modeler でのデータ探索の例とし
て使用されます。

3_build_model.str データベース固有のアルゴリズムを使
用したモデルを構築します。

4_evaluate_model.str SPSS Modeler でのモデル評価の例とし
て使用されます。

5_deploy_model.str データベース内スコアリングのために
モデルを展開します。

注 : サンプルを実行するには、ストリームを順番に実行する必要があ
ります。さらに、各ストリーム中の入力およびモデル作成ノードは、使
用するデータベースの有効なデータ ソースを参照するように更新する必
要があります。

サンプル ストリームで使用されるデータセットは、クレジット カード申請
に関するものであり、カテゴリ型および連続型予測フィールドの混在につい
て、分類上の問題を提示します。このデータ セットの詳細は、サンプル ス
トリームと同じフォルダにある crx.names ファイルを参照してください。

このデータセットは、
ftp://ftp.ics.uci.edu/pub/machine-learning-databases/credit-screening/
にある UCI Machine Learning Repository から入手可能です。

ストリームの例 :データのアップロード

最初のストリーム例 1_upload_data.str は、フラット ファイルのデータを
整理して Oracle へアップロードするのに使用されます。

図 4-38
データのアップロードに使用されるサンプル
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Oracle Data Mining には、一意の ID フィールドが必要なので、この初期
ストリームは、フィールド作成ノードを使用して、ユニークな値 1、2、
3 を持つ ID という名前の新しいフィールドをデータセットに追加しま
す。このフィールド作成ノードでは、IBM® SPSS® Modeler の @INDEX が
使用されています。

置換ノードは、欠損値の処理に使用され、crx.data テキスト ファイル
から読み込まれた空のフィールドをNULL 値で置き換えます。

ストリームの例 :データの調査

2 番目の例のストリーム、2_explore_data.str を使用して、要約統計およ
びグラフなど、データの概要を取得するデータ検査ノードの使用方法を説
明します。詳細は、 6 章 データ検査ノード in IBM SPSS Modeler 14.2 入
力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

図 4-39
データ検査の結果

データ検査レポート内のグラフをダブルクリックすると、指定されたフィー
ルドについて、より深く検索した結果を表す詳細なグラフが生成されます。
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図 4-40
データ検査ウィンドウ内のグラフをダブルクリックして作成するヒストグラム

ストリームの例 :モデルの作成

3 番目のストリーム例、3_build_model.str では、IBM® SPSS® Modeler で
のモデル構築を説明します。データベース入力ノード (CREDIT) をダブル
クリックして、データ ソースを指定します。構築設定を指定するには、構
築ノード (最初のラベルは CLASS、データ ソースを指定すると FIELD16 に
変更) をダブルクリックします。

図 4-41
DB モデリングのサンプル ストリーム

ダイアログ ボックスの [モデル] タブで、次の作業を行います。

E 一意のフィールドとして [ID] を選択します。

E カーネル 関数として [線型] を選択し、正規化の方法として [Z-スコア]
を選択します。
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図 4-42
Oracle SVM の [モデル] オプション

ストリームの例 :モデルの評価

第 4 のストリーム例、4_evaluate_model.str では、IBM® SPSS® Modeler を
使用したデータベース内モデル作成の利点を説明します。モデルを実行す
ると、その結果をユーザーのデータストリームに追加したり、SPSS Modeler
が提供するいくつかのツールを使用してモデルを評価したりできます。

図 4-43
モデル評価に使用されるストリーム例



112

4 章

モデル作成結果の表示

テーブル ノードをモデル ナゲットに適用して、結果を検証します。
$O-field16 フィールドに各ケースの field16 の予測値が表示され、$OC-field16

にこの予測の確信度値が表示されます。

図 4-44
生成された予測に関する情報を表示したテーブル

モデル作成結果の評価

分析 ノードを使用すると、予測フィールドとその対象フィールド間の一
致パターンを表す一致行列を作成できます。結果を表示するには分析
ノードを実行します。
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図 4-45
分析結果の情報を持つ [精度分析] タブ

テーブルは、Oracle SVM アルゴリズムにより作成された予測は、84.21%
の確率で正しかったことを示しています。

評価ノードを使用して、このモデルによりどの程度、精度が改善された
かを示すゲイン グラフも作成できます。結果を表示するには評価ノード
を実行します。
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図 4-46
モデルの精度改善度情報を持つゲイン グラフ

ストリームの例 :モデルの展開

モデルの精度が満足できるものになったら、外部のアプリケーションと
共に使用するために展開したり、データベースに保存するために発行で
きます。最後のストリームの例、5_deploy_model.str では、データは
テーブル CREDITDATA から読み込まれ、スコアリングされてから、deploy
solution という Publisher ノードを使用して テーブル CREDITSCORES に
発行されます。

図 4-47
DB モデリングのサンプル ストリーム
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詳細は、 2 章 IBM SPSS Modeler Solution Publisher の動作方法 in IBM
SPSS Modeler 14.2 Solution Publisher を参照してください。
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5
IBM InfoSphere Warehouse によ
る DB モデリング

IBM InfoSphere Warehouse と IBM SPSS Modeler

IBM InfoSphere Warehouse (ISW) は、IBM の DB2 RDBMS に組み込まれた
データ マイニング アルゴリズムのファミリーをサポートします。IBM®
SPSS® Modeler は、次の IBM アルゴリズムの統合をサポートします。

 ディシジョン ツリー

 アソシエーション ルール

 デモグラフィック クラスタリング

 Kohonen クラスタリング

 シーケンス ルール

 変換回帰

 線型回帰

 多項式回帰

 Naive Bayes

 ロジスティック回帰

 時系列

これらのアルゴリズムの詳細は、IBM InfoSphere Warehouse のインストー
ルに付属するマニュアルを参照してください。

InfoSphere Warehouse との統合に必要な条件

InfoSphere Warehouse Data Mining を使用してデータベース内のモデル
作成を実行する場合、以下の条件が前提条件となります。場合によって
は、これらの条件が満たされているかデータベース管理者に問い合わせて
確認してください。

 Windows または UNIX 上の IBM® SPSS® Modeler Server インストールに
対する IBM® SPSS® Modeler の実行。

 IBM DB2 Data Warehouse Edition Version 9.1

または

 IBM InfoSphere Warehouse Version 9.5 Enterprise Edition

 次に説明するように、DB2 への接続に使用する ODBC データ ソース。

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 116
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注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が SPSS Modeler コンピュータ上で可能でなければなりませ
ん。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセスし、
SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server に
アクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

InfoSphere Warehouse との統合の有効化

IBM InfoSphere Warehouse (ISW) Data Mining との IBM® SPSS® Modeler
の統合を有効にするには、ISW を設定し、ODBC ソースを作成して、SPSS
Modeler の [ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックスで統合を有
効にする必要があります。さらに SQL 生成および最適化を有効にします。

ISW の設定

ISW をインストールして設定するには、『InfoSphere Warehouse インス
トール』ガイドの指示に従ってください。

ISW の ODBC ソースの作成

ISW と SPSS Modeler の接続を有効にするには、ODBC システム データ
ソース名 (DSN) を作成する必要があります。

DSN を作成する前に、ODBC データ ソースおよびドライバの基本的に理解
し、SPSS Modeler のデータベースをサポートする必要があります。 詳細
は、 2 章 データへのアクセス in IBM SPSS Modeler Server 14.2 管理お
よびパフォーマンス ガイド を参照してください。

IBM® SPSS® Modeler Server と InfoSphere Warehouse Data Mining がそれ
ぞれ異なるコンピュータ上で実行されている場合は、両方のコンピュータ
に同じ ODBC DSN を作成します。両方のコンピュータで、この DSN に同じ
名前を使用する必要があります。

E ODBC ドライバをインストールします。このリリースに付属する IBM® SPSS®
Data Access Pack インストール ディスクにあります。setup.exe ファイル
を実行してインストーラを起動し、関連するドライバをすべて選択しま
す。画面上の指示に従って、ドライバをインストールします。

E DSN を作成します。

注 :メニュー シーケンスは使用する Windows のバージョンによって異
なります。
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 Windows XP : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] を選択し
ます。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [データ ソース (ODBC)] を
ダブルクリックします。

 Windows Vista： [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システム

メンテナンス] を選択します。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [デー

タ ソース] を選択して [開く] をクリックします。

 Windows 7 : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システムと

セキュリティ] → [管理ツール] を選択します。[データ ソース (ODBC)] を選択
して [開く] をクリックします。

E [システム DSN] タブをクリックしてから、[追加] をクリックします。

E SPSS OEM 6.0 DB2 Wire Protocol ドライバを選択します。

E [完了] をクリックします。

E [ODBC DB2 ワイヤ プロトコル ドライバ セットアップ] ダイアログ ボッ
クスで、次を実行します。

 データ ソース名を指定します。

 IP アドレスには、DB2 RDBMS を実行するサーバーのホスト名を指定し
ます。

 TCP ポートにはデフォルト (50000) を指定します。

 接続先のデータベースの名前を指定します。

E [テスト接続] をクリックします。

E ［DB2 ワイヤ プロトコルにログオン］ダイアログ ボックスに、デー
タベース管理者から配布されたユーザー名とパスワードを入力し、[OK]

をクリックします。

[Connection established! (接続が確立しました)] というメッセージが表示されます。

IBM DB2 ODBC DRIVER : ODBC ドライバが IBM DB2 ODBC DRIVER の場合は、
次の手順に従って ODBC DSN を作成します。

E ODBC データ ソース アドミニストレータで、[システム DSN] タブをクリック
してから、[追加] をクリックします。

E [IBM DB2 ODBC DRIVER] を選択して、[完了] をクリックします。

E IBM DB2 ODBC DRIVER の [追加] ウィンドウで、データ ソース名を入力
し、データベースのエイリアスに対して [追加] をクリックします。

E [CLI/ODBC 設定—<データソース名>] ウィンドウで、[データ ソース] タブ
に、データベース管理者から配布されたユーザー ID とパスワードを入力
し、[TCP/IP] タブをクリックします。

E [TCP/IP] タブで、次を入力します。
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 接続先のデータベース名

 データベースのエイリアス名 (8 文字以下)

 接続先データベース サーバーのホスト名

 接続ポート番号

E 接続先データベース サーバーのホスト名 接続ポート番号 [セキュリティ オプショ

ン] タブをクリックし、[セキュリティ オプションを指定する (オプション)] を選択して、
デフォルト ([サーバーの DBM 設定内の認証値を使用します]) を受け入れます。

E [データ ソース] タブをクリックし、[接続] をクリックします。

[Connection tested successfully (接続テストは成功しました)] というメッセージが
表示されます。

フィードバック用の ODBC の設定 (オプション)

モデル構築中に InfoSphere Warehouse Data Mining からのフィードバック
を受け取り、SPSS Modeler でのモデル構築をキャンセルできるようにする
には、前項で作成した ODBC データ ソースを、次の手順に従って設定しま
す。この設定手順では、SPSS Modeler は、トランザクションを同時実行
することにより、データベースにコミットされない DB2 データを読み取
ることができます。この変更による影響が心配な場合は、データベース
管理者にお問い合わせください。
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図 5-1
[ODBC DB2 ワイヤ プロトコル ドライバ セットアップ] ダイアログ ボックス、[詳細] タブ

SPSS OEM 6.0 DB2 ワイヤ プロトコル ドライバ： Connect ODBC ドライバの場合
は、次の手順に従います。

E ODBC データ ソース アドミニストレータを起動し、前項で作成したデータ
ソースを選択して、[構成] ボタンをクリックします。

E [ODBC DB2 ワイヤ プロトコル ドライバ セットアップ] ダイアログ ボック
スで、[詳細] タブをクリックします。

E デフォルトの分離レベルを [0-非コミット読み取り] に設定し、[OK] をクリッ
クします。
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図 5-2
[CLI/ODBC 設定] ダイアログ ボックス、[詳細設定] タブ

IBM DB2 ODBC Driver : IBM DB2 ドライバの場合は、次の手順に従います。

E ODBC データ ソース アドミニストレータを起動し、前項で作成したデータ
ソースを選択して、[構成] ボタンをクリックします。

E [CLI/ODBC 設定] ダイアログ ボックスで、[詳細設定] タブをクリックし、
[追加] ボタンをクリックします。
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図 5-3
[CLI/ODBC パラメータ] ダイアログ ボックス

E ［CLI/ODBC パラメータの追加] ダイアログ ボックスで、[TXNISOLATION]

パラメータを選択し、[OK] をクリックします。

図 5-4
[分離レベル] ダイアログ ボックス
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E ［分離レベル] ダイアログ ボックスで、[非コミット読み取り] を選択し、[OK]

をクリックします。

E ［CLI/ODBC の設定] ダイアログ ボックスで、[OK] パラメータをクリック
して、設定を完了します。

InfoSphere Warehouse Data Mining によって報告されるフィードバッ
クは、次の形式で表示されます。

<ITERATIONNO> / <PROGRESS> / <KERNELPHASE>

ここでの意味は次の通りです。

 <ITERATIONNO> は、データの現在のパス番号を、1 から示します。

 <PROGRESS> は、現在の反復の進捗状況を、0.0 から 1.0 までの数
字で示します。

 <KERNELPHASE> は、マイニング アルゴリズムの現在のフェーズを説
明します。

IBM SPSS Modeler で InfoSphere Warehouse Data Mining の統合を有効にする

SPSS Modeler で InfoSphere Warehouse Data Mining と共に DB2 を使用可
能にするには、まず [ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボック
スに指定を行う必要があります。

図 5-5
[ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックス、［IBM］タブ
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E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > ヘルパー アプリケーション

E [IBM] タブをクリックします。

InfoSphere Warehouse Data Mining の統合を有効にする ［データベース モデリ
ング］ パレットがまだ表示されていない場合は、このパレットを有効にし
て、ディシジョン ツリー、アソシエーション、シーケンス、クラスタリ
ング、および回帰などの ISW Data Mining 統合アルゴリズムのモデル作
成ノードを追加します(このパレットは一度有効にすると、SPSS Modeler
ウィンドウの下部に常に表示されます)。

DB2 接続 : モデルの構築と格納に使用するデフォルトの DB2 ODBC データ
ソースを指定します。この設定を個々のモデルの構築でオーバーライドし
て、モデル ノードを生成することができます。省略記号 ([...] ) ボタンを
クリックして、データ ソースを選択できます。

モデル作成の目的で使用するデータベース接続は、データアクセスに使用
する接続と同じであっても、異なっていても問題ありません。たとえば、
ある DB2 データベースのデータにアクセスし、SPSS Modeler にデータをダ
ウンロードしてクリーニングやその他の操作を行い、そのデータを別の
DB2 データベースにアップロードしてモデル作成するストリームが可能で
す。あるいは、オリジナルのデータがフラット ファイルやその他のソース
(DB2 以外) にある場合もあります。その場合は、データを DB2 にアッ
プロードしてモデル作成する必要があります。いずれの場合も、データ
は、モデル作成に使用されるデータベースに作成された一時テーブルに
必要に応じて自動的にアップロードされます。

InfoSphere Warehouse Data Mining 統合モデル上書き時に警告する :このオプショ
ンを選択して、データベースに格納されているモデルが警告なしに SPSS
Modeler で上書きされないことを確認します。

InfoSphere Warehouse Data Mining モデルを表示する： このオプションによっ
て、DB2 に格納されているモデルを一覧表示し、そこからモデルを削除
することができます。 詳細は、 p.128 データベース モデルの一覧表
示 を参照してください。

InfoSphere Warehouse Data Mining 視覚化を有効にする 視覚化モジュールを
インストールしている場合は、ここで有効にして SPSS Modeler での使
用を可能にします。

Visualization 実行可能ファイルへのパス : Visualization モジュール実行ファ
イル (インストールされている場合) の場所は、たとえば、C:\Program
Files\IBM\ISWarehouse\Im\IMVisualization\bin\imvisualizer.exe とな
ります。

時系列 Visualization プラグイン ディレクトリ: 時系列
Visualization フラッシュ プラグイン (インストール
されている場合) の場所は、たとえば、C:\Program
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Files\IBM\ISWShared\plugins\com.ibm.datatools.datamining.imvisualization.flash_
となります。

InfoSphere Warehouse Data Mining パワー オプションを有効にする: データベース
内のマイニング アルゴリズムにメモリ消費制限を設定し、特定のモデルに
対してその他の任意のオプションをコマンドライン形式で指定できます。
メモリ制限により、消費メモリを制御し、パワー オプションの -buf に値
を指定できます。その他のオプションをここでコマンドライン形式で指定
して、InfoSphere Warehouse Data Mining に渡すことができます。 詳細
は、 p.132 パワーオプション を参照してください。

InfoSphere Warehouse バージョンの確認; 使用している InfoSphere Warehouse
のバージョンを確認し、ご使用のバージョンでサポートされていないデー
タ マイニング機能を使用する場合のエラーを報告します。

SQL の生成と最適化を有効にする

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > [ユーザー オプション]

図 5-6
最適化の設定
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E [最適化] タブをクリックします。

E [SQL 生成] オプションが有効になっていること確認します。この設定は、
データベースのモデル作成が機能するために必要です。

E [SQL 生成の最適化] と [その他の実行を最適化] を選択します (絶対に必要な
訳ではありませんが、最適化されたパフォーマンスを得るために、選択
することを強くお勧めします）。

詳細は、 12 章 最適化オプションの設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 ユー
ザー ガイド を参照してください。

InfoSphere Warehouse Data Mining を使用してモデルを構
築する

InfoSphere Warehouse Data Mining でモデルを構築するには、学習データ
セットを、DB2 データベース内のテーブルまたはビューに配置する必要があ
ります。データが DB2 にない場合、または、DB2 では行えないデータ準備
作業として IBM® SPSS® Modeler で処理する必要がある場合は、データはモ
デル構築の前に、DB2 の一時テーブルに自動的にアップロードされます。

モデルのスコアリングと展開

モデル スコアリングは常に DB2 で行われ、InfoSphere Warehouse Data
Mining によって実行されます。データが IBM® SPSS® Modeler 内にあっ
たり、Clem 内でデータを準備する必要があったりする場合は、データ
セットを一時テーブルにアップロードする必要がある場合があります。
SPSS Modeler のでデシジョン ツリー、回帰、およびクラスタリングの
モデルは、通常は、単一の予測および関連付けられた確率または確信度
のみが提供されます。また、結果ごとに確信度を表示するユーザー オプ
ション (ロジスティック回帰のものと類似) は、モデル ナゲットの [設
定] タブ ([すべてのクラスで確信度を含める] チェック ボックス) で使用可能な
スコア時間のオプションです。SPSS Modeler のアソシエーションおよび
シーケンスのモデルでは、いくつかの値が得られます。SPSS Modeler で
は、IBM® SPSS® Modeler Solution Publisher を使用して、実行のために
発行されたストリーム内から InfoSphere Warehouse Data Mining モデル
をスコアリングできます。

次のフィールドは、モデルをスコアリングして生成されます。
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テーブル 5-1
モデル スコアリング フィールド

モデルの種類 スコアリング列 意味

$I-field フィールドの最良の予
測。

$IC-field フィールドの最良の予測
の確信度。

ディシジョン ツリー

$IC-value1, ...,
$IC-valueN

(オプション) フィール
ドの N の値の確信度。

$I-field フィールドの最良の予
測。

回帰

$IC-field フィールドの最良の予測
の確信度。

$I-model_name 入力レコードの最適なク
ラスタ割り当て。

クラスタリング

$IC-model_name 入力レコードの最適な
クラスタ割り当ての確信
度。

$I-model_name ルール一致の識別子。

$IH-model_name 先頭アイテム。

$IHN-model_name 先頭アイテムの名前。

$IS-model_name ルール一致のサポート
値。

$IC-model_name ルール一致の確信度値。

$IL-model_name ルール一致のリフト値。

アソシエーション

$IMB-model_name 一致する本体アイテムま
たは本体アイテム セッ
トの数 (すべての本体ア
イテムまたは本体アイテ
ム セットがこの数と一
致している必要があるた
め、本体アイテムまたは
本体アイテム セットの
数と等価)。

$I-model_name ルール一致の識別子

$IH-model_name ルール一致の先頭アイテ
ム セット

$IHN-model_name ルール一致の先頭アイテ
ム内のアイテムの数

$IS-model_name ルール一致のサポート値

$IC-model_name ルール一致の確信度値

$IL-model_name ルール一致のリフト値

シーケンス

$IMB-model_name 一致する本体アイテムま
たは本体アイテム セッ
トの数 (すべての本体ア
イテムまたは本体アイテ
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モデルの種類 スコアリング列 意味

ム セットがこの数と一
致している必要があるた
め、本体アイテムまたは
本体アイテム セットの
数と等価)

$I-field フィールドの最良の予
測。

Naive Bayes

$IC-field フィールドの最良の予測
の確信度。

$I-field フィールドの最良の予
測。

ロジスティック回帰

$IC-field フィールドの最良の予測
の確信度。

DB2 モデルの管理

IBM® SPSS® Modeler によって InfoSphere Warehouse Data Mining モデ
ルを構築すると、SPSS Modeler 内にモデルが作成されると同時に、DB2
データベース内でもモデルの作成や置き換えが行われます。この種類の
SPSS Modeler モデルは、データベース サーバーに格納されているデータ
ベース モデルの内容を参照します。SPSS Modeler は、SPSS Modeler モ
デルと DB2 モデルの両方に、同一のモデル キー文字列を生成して格納
し、整合性チェックを実行します。

各 DB2 モデルのキー文字列は、[データベース モデルの一覧表示] ダイ
アログ ボックスの [モデル情報] 列に表示されます。SPSS Modeler モデル
のキー文字列は、SPSS Modeler モデルの [サーバー] タブの Model Key と
して表示されます (ストリームに置かれた場合)。

[検査] ボタンは、SPSS Modeler モデルと DB2 モデルのモデル キーが一
致するかどうかを検査するために使用します。DB2 に同じ名前のモデルが
ないかモデル キーが一致しない場合は、DB2 モデルは削除されているか、
または、SPSS Modeler モデルの作成によって再構築されています。 詳細
は、 p.164 ISW モデル ナゲットの [サーバー] タブ を参照してください。

データベース モデルの一覧表示

IBM® SPSS® Modeler には、InfoSphere Warehouse Data Mining に格納さ
れたモデルを一覧表示するダイアログ ボックスがあり、そこでモデルを
削除できます。
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図 5-7
DB2 [モデルの一覧表示] ダイアログ ボックス

このダイアログ ボックスは、IBM [ヘルパー アプリケーション] ダイアロ
グ ボックスと、InfoSphere Warehouse Data Mining 関連ノードの構築、参
照、および適用ダイアログ ボックスからアクセス可能です。各モデルにつ
いて、次の情報が表示されます。

 モデル名 (リストをソートするのに使用されるモデルの名前)

 モデル情報 (SPSS Modeler がモデルを構築するときに生成されるラン
ダム キーからの、モデル キー情報)

 モデル タイプ (InfoSphere Warehouse Data Mining がモデルを格納
する DB2 テーブル)

モデルの参照

Visualizer ツールは、InfoSphere Warehouse Data Mining モデルをブラウ
ズする唯一の方法です。オプションで、InfoSphere Warehouse Data Mining
とともにツールをインストールできます。詳細は、 p.117 InfoSphere
Warehouse との統合の有効化 を参照してください。
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 [表示] をクリックし、Visualizer ツールを起動します。ツールが表示
する内容は、生成されたノードタイプに左右されます。たとえば、生
成された ISW Decision Tree モデル ナゲットから起動した場合、
Visualizer ツールは 予測されたクラス ビューを返します。

 [テスト結果] (ディシジョン ツリーとシーケンスのみ) をクリックし、
Visualizer ツールを起動し、生成されたモデルの全体の品質を表
示します。

モデルのエクスポートとノードの生成

InfoSphere Warehouse Data Mining モデル‚É対して PMML のインポート ア
クションとエクスポート アクションを実行できます。エクスポートされた
PMML は、InfoSphere Warehouse Data Mining で生成されたオリジナルの
PMML です。エクスポート関数は、モデルを PMML フォーマットで返します。

モデル集計をエクスポートして、テキストおよび HTML 形式のファイ
ルに構造化できます。適切な場所に、適切なフィルタ ノード、条件抽出
ノード、フィールド作成ノードを生成できます。詳細は、『IBM® SPSS®
Modeler User’s Guide』の「Exporting Models」を参照してください。

すべてのアルゴリズムに共通のノード設定

次の設定は、多くの InfoSphere Warehouse Data Mining アルゴリズムで
共通です。

対象と予測 : 対象と予測は、データ型ノードを使用するか、IBM® SPSS®
Modeler の標準の方法である、モデル構築ノードの [フィールド] タブ
を使用して手動で指定できます。

ODBC データ ソース : この設定により、ユーザーは現在モデルのデフォルト
ODBC データ ソースをオーバーライドできます(デフォルトは、[ヘルパー
アプリケーション] ダイアログ ボックスで指定されます)。 詳細は、
p.117 InfoSphere Warehouse との統合の有効化 を参照してください。)

ISW [サーバー] タブのオプション

モデル作成用データのアップロードに使用する DB2 接続を指定できます。
必要に応じて、[サーバー] タブで各モデル作成ノードの接続を選択し、
[ヘルパー アプリケーション] ダイアログ ボックスに指定したデフォル
トの DB2 接続をオーバーライドできます。 詳細は、 p.117 InfoSphere
Warehouse との統合の有効化 を参照してください。
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図 5-8
ISW の [サーバー] タブ

モデル作成に使用する接続は、ストリームの入力ノードで使用する接続と
同じであっても別であってもかまいません。たとえば、ある DB2 データ
ベースのデータにアクセスし、IBM® SPSS® Modeler にデータをダウンロー
ドしてクリーニングやその他の操作を行い、そのデータを別の DB2 データ
ベースにアップロードしてモデル作成するストリームが可能です。

ODBC データ ソース名は、効果的に各 SPSS Modeler ストリームの中に
埋め込まれています。あるホスト上で作成されたストリームが別のホスト
上で実行された場合、データ ソースの名前はそれぞれのホストで同じであ
る必要があります。また、各入力ノードまたはモデル作成ノードで、[サー
バー] タブから異なるデータ ソースを選択できます。

次のオプションを使用して、モデルを構築するときにフィードバックを
取得できます。

 フィードバックを有効にする : このオプションを選択して、モデルの構築時
にフィードバックを取得します (デフォルトではオフ)。

 フィードバックの間隔 (秒単位) : モデルの構築中に、SPSS Modeler が
フィードバックを取得する頻度を指定します。

InfoSphere Warehouse Data Mining パワー オプションを有効にする: メモリー制
限やカスタム SQL など、数ある詳細オプションを指定できる [パワー オ

プション] ボタンを有効にします。 詳細は、 p.132 パワーオプション を
参照してください。
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生成されるノードの [サーバー] タブには、SPSS Modeler モデルと DB2 モ
デルの両方に、同一のモデル キー文字列を生成して格納し、整合性チェッ
クを実行するオプションがあります。 詳細は、 p.164 ISW モデル ナゲッ
トの [サーバー] タブ を参照してください。

パワーオプション

すべてのアルゴリズムの [サーバー] タブには、ISW モデリングのパワー
オプションを有効にするチェック ボックスがあります。[パワー オプション] ボ
タンをクリックすると、ISW の [パワー オプション] ダイアログが開き、
次のオプションが表示されます。

 メモリー制限

 その他のオプション

 マイニング データ カスタム SQL

 ロジカル データ カスタム SQL

 マイニング設定のカスタム SQL

図 5-9
ISW Power オプション設定

メモリー制限 : モデル構築アルゴリズムのメモリ消費を制限します。標準の
パワー オプションでは、カテゴリ データ内の不連続な値の数に対して
制限を設定します。

その他のオプション 特定のモデルまたはソリューションに対し、任意のパ
ワー オプションをコマンドライン形式で指定できます。指定は、実装また
はソリューションに応じてさまざまです。IBM® SPSS® Modeler で生成され
た SQL を手動で拡張して、モデル構築タスクを定義できます。
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マイニング データ カスタム SQL :DM_MiningData オブジェクトを変更するメ
ソッド呼び出しを追加できます。たとえば、次の SQL を入力すると、デー
タ区分というフィールドに基づくフィルタが、モデルの構築で使用され
るデータに追加されます。

..DM_setWhereClause('"Partition" = 1')

ロジカル データ カスタム SQL :DM_LogicalDataSpec オブジェクトを変更するメ
ソッド呼び出しを追加できます。たとえば、次の SQL は、モデルの構築で
使用されるフィールド セットからフィールドを削除します。

..DM_remDataSpecFld('field6')

マイニング設定のカスタム SQL

:DM_ClasSettings/DM_RuleSettings/DM_ClusSettings/DM_RegSettings オブジェク
トを変更するメソッド呼び出しを追加できます。たとえば、次の SQL は、
フィールドデータ区分をアクティブに設定するよう InfoSphere Warehouse
Data Mining に指示します (つまり、作成されるモデルに常に組み込む)。

..DM_setFldUsageType('Partition',1)

ISW コスト オプション

[コスト] タブで、誤分類コストを調整できます。こうして、さまざまな
予測の誤差の相対的な重要性を指定できます。

図 5-10
ISW [タブ] タブ
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状況によっては、特定の誤りコストが他の誤りコストに比べて高いことが
あります。たとえば、信用リスクの高い申請者を低リスクに分類した場合
(ある種の誤分類) のコストは、リスクの低い申請者を高リスクに分類した
場合 (別種の誤分類) よりも高くなります。誤分類コストでは、さまざま
な予測の誤りに対し、相対的な重要度を指定できます。

誤分類コストは、基本的には、特定の結果に対して適用される重みで
す。これらの重みは、モデルに組み込まれ、(コストの高い誤りを防ぐため
の手段として) 実際に予測値に影響する場合があります。

C5.0 モデルを例外として、誤分類コストは、モデルのスコアリング時に
は適用されず、自動分類ノード、評価グラフ、または分析ノードを使用し
てモデルをランク付けまたは比較する場合には考慮されません。コスト
を含むモデルは、コストを含まないモデルに比べてエラーが少なく、全
体の精度の項目で高くランク付けされません。ただし、コストが少ない
エラーにより組み込まれたバイアスがあるため、実際の問題でパフォー
マンスが優れる場合があります。

コスト行列には、可能な各予測カテゴリや実際のカテゴリの組み合わせ
のコストが表示されます。デフォルトでは、すべての誤分類コストが 1.0
に設定されています。コストの値を自分で入力するには、[誤分類コストを使用]

を選択して、コスト行列に独自の値を入力します。
誤分類コストを変更するには、目的の予測値と実際の値の組み合わせに

対応するセルを選択して、セルの内容を削除してから、適切なコストを
入力してください。コストは自動的に対称的にはなりません。たとえば
A を B として誤分類した場合のコストを 2.0 に設定しても、B を A と
して誤分類した場合のコストは、変更しない限りデフォルト値 (1.0) の
まま変わりません。

ISW ディシジョン ツリー

ディシジョン ツリー モデルを使用すると、ディシジョン ルールのセット
に基づいて将来の観測値を予測または分類する、分類システムを開発できま
す。ローンのリスクの高低、購読者と非購読者、投票者と非投票者、バク
テリアの種類などの、興味があるいくつかのクラスに分割できるデータが
ある場合、そのデータを使用して最大限の精度で、新旧のケースを分類す
るためのルールを作成できます。たとえば、年齢やその他の要素に基づい
て、クレジットのリスクや、購入の意志を分類するツリーを作成できます。

ISW ディシジョン ツリー アルゴリズムは、カテゴリ入力データを基に分
類ツリーを作成します。生成されるディシジョン ツリーはバイナリです。
誤分類コストなど、さまざまな設定を適用してモデルを作成できます。

ISW Visualizer ツールは、InfoSphere Warehouse Data Mining モデル
をブラウズする唯一の方法です。
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ISW ディシジョン ツリーのモデル オプション

図 5-11
ISW ディシジョン ツリー ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : 区分フィールドを定義する場合に、[データ区分

データを使用] を選択します。

テスト ランの実行 : テスト ランを実行する場合に選択します。学習データ区
分でモデルが作成された後に、InfoSphere Warehouse Data Mining テスト
ランが実行されます。テスト ランでは、テスト データ区分でパスが実行
され、モデルの品質に関する情報やリフト グラフなどが生成されます。

最大ツリー深さ。 ツリーの深さの最大値を指定します。これにより、ツリー
の深さが、指定されたレベル数までに制限されます。このオプションを選
択しない場合は、制限が適用されません。モデルが過度に複雑になるのを
避ける場合は、6 以上の値はお勧めしません。
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ISW ディシジョン ツリーのエキスパート オプション

図 5-12
ISW ディシジョン ツリー ノードの [エキスパート] タブ

最大純度 : このオプションは、内部ノードの最大純度を設定します。ノー
ドを分割することによって子の 1 つが指定の純度を超過する場合 (ケース
の 90% 以上が指定されたカテゴリに分類される場合など)、そのノード
は分割されません。

内部ノードあたりの最小ケース数 : ノードを分割した結果、ノードのケースが
指定された最小値よりも少なくなる場合、そのノードは分割されません。

ISW アソシエーション

ISW アソシエーション ノードを使用して、一連のグループにある項目間で
アソシエーション ルールを見つけることができます。アソシエーション
ルールは、特定の結果 (例: 特定の製品の購入) と条件セット (例: 複数
の他の製品の購入) を関連付けます。

制約を指定して、アソシエーション ルールを追加したり、モデルから除外
したりできます。特定の入力フィールドを追加すると、少なくとも 1 つの
指定項目を含むアソシエーション ルールがモデルに追加されます。入力
フィールドを除外すると、指定した項目のいずれかを含むアソシエーショ
ン ルールが結果から破棄されます。
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ISW アソシエーション アルゴリズムおよびシーケンス アルゴリズムは、
分類を使用します。分類により、個々の値が、より高度な概念にマップさ
れます。たとえば、ペンと鉛筆は、事務用品カテゴリにマップできます。

アソシエーション ルールには 1 つの結論 (結果) と、複数の前提条件
(一連の条件) があります。一例を以下に挙げます。

[Bread, Jam] ⇨ [Butter]

[Bread, Jam]
⇨ [Margarine]

ここで、Bread と Jam は前提条件 (またはルールの本文) であり、Butter
(バター) または Margarine (マーガリン) はそれぞれ結論の例 (または
ルールの見出し) です。最初のルールは、パンとジャムを買った人が、同
時にバターも買ったことを示します。2 番目のルールは、同じ組み合わせ
(パンとジャム) を買ったときにマーガリンも買った客が、同じ時にマー
ガリンも買ったことを示します。

Visualizer ツールは、InfoSphere Warehouse Data Mining モデルをブラ
ウズする唯一の方法です。
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ISW アソシエーションのモデル オプション

図 5-13
ISW アソシエーション ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

最小ルール サポート (%) : アソシエーション ルールまたはシーケンス ルール
の最小サポートレベル。少なくともこのレベルのサポートに達するレベル
のみがモデルに含まれます。この値は A/B*100 と計算されます。A はルー
ルに出現するすべてのアイテムを含むグループの数を示し、B は考慮され
るすべてのグループ数の合計を示します。より一般的なアソシエーション
またはシーケンスに焦点を当てたいときは、設定値を大きくします。

最小ルール確信度 (%) : アソシエーション ルールまたはシーケンス ルール
の最小確信度レベル。少なくともこのレベルの確信度に達するレベルのみ
がモデルに含まれます。値は m/n*100 と計算されます。m 結合したルール
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の見出し (結論) およびルールの本文 (先行条件) を含むグループ数を示
し、n はルールの本文を含むグループ数を示します。アソシエーションま
たはシーケンスの数が多すぎる場合や意味のないシーケンスが含まれてい
る場合は、この設定値を上げてみてください。アソシエーションまたは
シーケンスの数が少なすぎる場合は、設定値を下げます。

最大ルール サイズ : 結論アイテムを含め、ルールの中で許可される項目
の最大数。興味の対象となるアソシエーションまたはシーケンスが比較
的短い場合は、設定値を小さくしてセットの作成をスピードアップさせ
ることができます。

注: トランザクション入力形式のノードのみスコアリングされます。真理
値表 (テーブル形式) の形式は未調整のままです。

ISW アソシエーションのエキスパート オプション

アソシエーション ノードの [エキスパート] タブでは、結果に含める、ま
たは結果から除外するアソシエーション ルールを指定できます。指定の項
目を含める場合、少なくとも 1 つの指定項目を含むルールがモデルに追
加されます。指定項目を除外する場合、指定した項目のいずれかを含む
ルールが結果から破棄されます。
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図 5-14
ISW アソシエーション ノードの [エキスパート] タブ

[項目制約を使用] を選択すると、制約条件リストに追加した項目が、[制約タイ

プ] の設定に応じて包含または除外されます。

制約タイプ: 指定の項目を含むこれらのアソシエーション ルールを含める
か、結果から除外するかを選択します。

制約の編集: 項目を制約された項目のリストに追加するには、[項目] リス
トで項目を選択し、右方向矢印のボタンをクリックします。

ISW 分類オプション

ISW アソシエーション アルゴリズムおよびシーケンス アルゴリズムは、
分類を使用します。分類により、個々の値が、より高度な概念にマップさ
れます。たとえば、ペンと鉛筆は、事務用品カテゴリにマップできます。

[分類] タブでは、データ全体の分類を表すカテゴリ マップを定義できま
す。たとえば、分類が 2 つのカテゴリ (Staple (基本食) と Luxury (贅沢
食)) を作成し、基本項目をこれらの各カテゴリに割り当てるとします。た
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とえば、wine は、Luxury に、bread はStaple に割り当てられます。分類
には、次のような上位-下位構造があります。

子 親

wine (ワイン) Luxury (贅沢食)

bread (パン) Staple (基本食)

この分類を固定して、カテゴリと基本項目の両方を伴うルールを含むアソ
シエーション モデルまたはシーケンス モデルを作成できます。

注 : このタブのオプションを有効にする場合、入力データはトランザク
ション形式でなければならず、[フィールド] タブで [トランザクション形式を使用]

を選択し、このタブで [分類を使用] を選択する必要があります。 詳細は、
12 章 テーブルフォーマットデータとトランザクション フォーマット デー
タ in IBM SPSS Modeler 14.2 Modeling Nodes を参照してください。

図 5-15
ISW アソシエーション ノードの [分類] タブ

テーブル名 : このオプションで、DB2 テーブルの名前を指定し分類の詳細
を保存します。
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子カラム : このオプションで、分類テーブルの子カラムの名前を指定しま
す。子カラムには、項目名またはカテゴリ名が含まれます。

親カラム : このオプションで、分類テーブルの親カラムの名前を指定しま
す。親カラムには、カテゴリ名が含まれます。

テーブルに詳細をロード :IBM® SPSS® Modeler に保存されている分類情報を、
モデルの構築時に分類テーブルにアップロードする必要がある場合は、この
オプションを選択します。すでに分類テーブルが存在する場合、そのテーブ
ルは削除されます。分類法情報は、モデル構築ノードと共に保存され、[カ
テゴリの編集] ボタンと [分類法の編集] ボタンを使用して編集されます。

カテゴリ エディタ

[カテゴリの編集] ダイアログ ボックスでは、ソートされたリストにカテ
ゴリを追加、またはリストからカテゴリを削除できます。

図 5-16
分類カテゴリ エディタ

カテゴリを追加するには、[新規カテゴリ] フィールドで名前を入力し、矢印ボ
タンをクリックして [カテゴリ] リストに移動します。

カテゴリを削除するには、[カテゴリ] リストでカテゴリを選択し、隣の
[削除] ボタンをクリックします。

分類エディタ

[分類法の編集] ダイアログ ボックスでは、データ内で定義した基本項目
のセット、およびカテゴリのセットを結合して分類を作成できます。分類
にエントリを追加するには、右側のリストからカテゴリを 1 つ以上選択
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し、矢印ボタンをクリックします。分類に追加した結果、競合が発生した
場合 (たとえば、cat1 -> cat2 と、相反する cat2 -> cat1 を指定した
場合)、追加は実行されません。

図 5-17
分類エディタ

ISW シーケンス

シーケンス ノードは、パン >チーズ フォーマットの中に、シーケンシャ
ルな、または時間経過が伴うデータ中のパターンを検出します。シーケン
スの要素はアイテム セットと呼ばれます。これは、1 つのトランザクショ
ンを構成します。たとえばある人が店でパンと牛乳を購入し、数日後に同
じ店でチーズを購入した場合、この人の購買活動は 2 つのアイテム セッ
トで表すことができます。パンと牛乳を含んだセットと、チーズを含んだ
セットです。予測可能な順序で起こる傾向にある項目セットのリストを、
シーケンスと呼びます。シーケンス ノードでは、頻繁に生じるシーケンス
が検出され、予測を行うための生成されたモデル ノードが作成されます。
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シーケンス ルール マイニング機能は、さまざまなビジネスの分野で使用
できます。たとえば、小売業界では、典型的な一連の購入品を検索でき
ます。これにより、顧客、製品、および購入時期のさまざまな組み合わ
せが示されます。この情報を用いて、ある特定の製品をまだ購入してい
ない潜在的な顧客を特定できます。さらに、いずれ時期がくれば、潜在
的な顧客に製品を提供できます。

シーケンスは、アイテムセットの順序セットです。シーケンスは、次のグ
ルーピング レベルを含みます。

 同時に発生するイベントは、1 つのトランザクションまたはアイテ
ムセットを形成します。

 各アイテムまたは各アイテムセットは、トランザクション グループに
属します。たとえば、購入済の品物は顧客に属し、特定のページをク
リックするのは Web サーファーに固有の動作であり、部品は自動車の
ためのものです。さまざまな時期に発生して同じトランザクショング
ループに属する複数のアイテムセットがシーケンスを形成します。

ISW シーケンスのモデル オプション

図 5-18
ISW シーケンス ノードの [モデル] タブ
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モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

最小ルール サポート (%) : アソシエーション ルールまたはシーケンス ルール
の最小サポートレベル。少なくともこのレベルのサポートに達するレベル
のみがモデルに含まれます。この値は A/B*100 と計算されます。A はルー
ルに出現するすべてのアイテムを含むグループの数を示し、B は考慮され
るすべてのグループ数の合計を示します。より一般的なアソシエーション
またはシーケンスに焦点を当てたいときは、設定値を大きくします。

最小ルール確信度 (%) : アソシエーション ルールまたはシーケンス ルール
の最小確信度レベル。少なくともこのレベルの確信度に達するレベルのみ
がモデルに含まれます。値は m/n*100 と計算されます。m 結合したルール
の見出し (結論) およびルールの本文 (先行条件) を含むグループ数を示
し、n はルールの本文を含むグループ数を示します。アソシエーションま
たはシーケンスの数が多すぎる場合や意味のないシーケンスが含まれてい
る場合は、この設定値を上げてみてください。アソシエーションまたは
シーケンスの数が少なすぎる場合は、設定値を下げます。

最大ルール サイズ : 結論アイテムを含め、ルールの中で許可される項目
の最大数。興味の対象となるアソシエーションまたはシーケンスが比較
的短い場合は、設定値を小さくしてセットの作成をスピードアップさせ
ることができます。

注: トランザクション入力形式のノードのみスコアリングされます。真理
値表 (テーブル形式) の形式は未調整のままです。

ISW シーケンスのエキスパート オプション

結果に含める、または結果から除外するアソシエーション ルールを指定で
きます。指定の項目を含める場合、少なくとも 1 つの指定項目を含むルー
ルがモデルに追加されます。指定項目を除外する場合、指定した項目のい
ずれかを含むルールが結果から破棄されます。
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図 5-19
ISW シーケンス ノードの [エキスパート] タブ

[項目制約を使用] を選択すると、制約条件リストに追加した項目が、[制約タイ

プ] の設定に応じて包含または除外されます。

制約タイプ: 指定の項目を含むこれらのアソシエーション ルールを含める
か、結果から除外するかを選択します。

制約の編集: 項目を制約された項目のリストに追加するには、[項目] リス
トで項目を選択し、右方向矢印のボタンをクリックします。

ISW 回帰

ISW 回帰ノードは、次の回帰アルゴリズムをサポートしています。

 変換 (デフォルト)

 Linear

 Polynomial

 RBF
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変換回帰

ISW 変換回帰アルゴリズムが作成するモデルは、ツリーの葉に回帰式を
含むディシジョン ツリーです。IBM の Visualizer は、これらのモデ
ルの構造を表示しません。

IBM® SPSS® Modeler ブラウザに、設定と注釈が表示されます。ただし、
モデル構造を参照することはできません。ユーザー側で設定可能な構築
の設定は比較的少数です。

線型回帰

ISW 線型回帰アルゴリズムは、説明フィールドと対象フィールドの間の線
型の関係を想定しています。これにより、方程式を表すモデルが制作され
ます。回帰方程式は対象フィールドの概算であるため、予測値は観察値と
異なっていると推測されます。この相違は 残差といいます。

InfoSphere Warehouse Data Mining モデル作成は、フィールドには説明値
がないものとみなします。フィールドが説明値を備えているかどうかを判
断するために、線型回帰アルゴリズムは自立変数の選択に加えて統計検定
を実行します。フィールドには説明値がないことがわかっている場合は、
短い実行期間中に説明値のサブセットを自動的に選択できます。

線型回帰アルゴリズムは、説明フィールドのサブセットを自動的に選択す
るために以下の方法を提供します。

ステップワイズ回帰 : ステップワイズ回帰の場合、最低有意水準を指定する
必要があります。線型回帰アルゴリズムは、指定された値を上回る最低有
意水準を備えているフィールドのみを使用します。

R 2 乗回帰 : R 2 乗回帰法は、モデル品質指標を最適化することによって最
適なモデルを特定します。以下の品質指標の 1 つを使用します。

 2 乗 Pearson 相関係数

 調整 2 乗 Pearson 相関係数

デフォルトでは、線型回帰アルゴリズムは、調整 2 乗 Pearson 相関係
数を使用してモデルの品質を最適化することにより説明値のサブセッ
トを自動的に選択します。

多項式回帰

ISW 多項式回帰アルゴリズムは、多項式関係を想定しています。多項式回
帰モデルは、以下の部分から成る方程式です。

 多項式回帰の最大の程度

 対象フィールドの概算

 説明フィールド
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RBF 回帰

ISW RBF 回帰アルゴリズムは、説明フィールドと対象フィールドの間の関
係を想定しています。この関係は、ガウス関数の線型組み合わせとして示
すことができます。ガウス関数は特定の放射基底関数です。

ISW 回帰のモデル オプション

ISW 回帰ノードの [モデル] タブで、使用する回帰アルゴリズムの種類
や、以下を指定できます。

 データ区分データの使用

 テスト ランの実行

 R2 値の制限

 実行時間の制限

図 5-20
ISW 回帰ノードの [モデル] タブ

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。
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回帰方法 : 実行する回帰の種類を選択します。 詳細は、 p.146 ISW 回
帰 を参照してください。

テスト ランの実行 : テスト ランを実行する場合に選択します。学習データ区
分でモデルが作成された後に、InfoSphere Warehouse Data Mining テスト
ランが実行されます。テスト ランでは、テスト データ区分でパスが実行
され、モデルの品質に関する情報やリフト グラフなどが生成されます。

R 2乗を制限する : このオプションで、最大許容系統誤差 (2 乗 Pearson
相関係数 R2) が指定されます。この係数は、検証データの予測誤差と実
際の対象値との間の相関を測定します。値は 0 (相関なし) ～ 1 (完全
に正または負の相関) です。ここで定義する値は、モデルの許容系統
誤差の上限を設定します。

実行時間を制限する : 希望の最大実行時間を分単位で指定します。

ISW 回帰のエキスパート オプション

ISW 回帰ノードの [エキスパート] タブで、線型回帰、多項式回帰、また
は RBF 回帰のさまざまな詳細オプションを指定できます。

線型回帰または多項式回帰のエキスパート オプション

図 5-21
線型回帰または多項式回帰の ISW 回帰ノードの [エキスパート] タブ
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多項式の程度の限界 : 多項式回帰の最大の程度を設定します。多項式回帰の
最大の程度を [1] に設定すると、多項式回帰アルゴリズムは線型回帰アル
ゴリズムと同じものになります。多項式回帰の最大の程度に高い値を指定
すると、多項式回帰アルゴリズムはオーバーフィットする傾向がありま
す。これは、作成されたモデルは学習データに正確に近似するが、学習に
使用しないデータに適用すると失敗するということを意味します。

定数項の使用 : 有効にすると、回帰曲線が原点を通過するようにします。
つまり、モデルは定数項を含みません。

自動機能選択の使用 : 有効にすると、最低有意水準を指定していない場
合、アルゴリズムは可能性のある予測値の最適なサブセットを決定し
ようとします。

最低有意水準の使用 : 最低有意水準が指定された場合、 ステップワイズ回
帰を使用して、可能性のある予測値のサブセットを決定します。有意確率が
指定値を上回る独立したフィールドのみ、回帰モデルの計算に寄与します。

フィールド設定 : 各入力フィールドのオプションを指定するには、[フィー
ルド設定] テーブルの [設定] 列の該当する行をクリックし、[<設定を指

定>] を選択します。 詳細は、 p.152 回帰のフィールド設定の指定 を
参照してください。
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RBF 回帰のエキスパート オプション

図 5-22
RBF 回帰の ISW 回帰ノードの [エキスパート] タブ

出力サンプル サイズを使用: モデル検証および検定に n 件ごとのサンプル
を定義します。

入力サンプル サイズを使用: 学習に n 件ごとのサンプルを定義します。

中心の最大数を使用: 各パスで構築される中心の最大数。中心数はパス時に
初期値の最大 2 倍まで増加するため、中心の実際の数は指定する数より
多くなる場合があります。

最小領域サイズを使用: 領域に割り当てられる最小レコード数。

最大データ通過数を使用 : アルゴリズムで行われる入力データの最大通過数。
この数値を指定する場合、この値は最小通過数以上でなければなりません。

最小データ通過数を使用 : アルゴリズムで行われる入力データの最小通過
数。学習データが十分にある場合、かつ適切なモデルがある場合にの
み大きい値を指定します。
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回帰のフィールド設定の指定

ここで、各入力フィールドの値の範囲を指定できます。

図 5-23
入力フィールドの回帰設定の指定

最小値 : この入力フィールドの最小値。

最大値 : この入力フィールドの最大値。

ISW クラスタリング

クラスタリング マイニング機能は、最も頻繁に発生する特徴を探して入力
データを検索します。その機能により、入力データをクラスタに分類しま
す。各クラスタには、類似したプロパティが含まれています。データ内に
どんなパターンが存在するのかということについての、先入観はありま
せん。クラスタリングは、発見プロセスです。

ISW クラスタリングでは、次のクラスタリング方法を選択できます。

 demographic

 Kohonen

デモグラフィック クラスタリング アルゴリズムの手法は分布をベースに
しています。分布ベースのクラスタリングは、非常に大規模なデータベー
スの高速で自然なクラスタリングを提供します。クラスタの数は自動的
に選択されます (最大クラスタ数を指定できます)。ユーザー側で設定可
能なパラメータは多数あります。

Kohonen クラスタリング アルゴリズムの手法は中心をベースにしていま
す。Kohonen 機能マップは、記録とクラスタの中心との距離全体を最小
限に抑える所定の位置にクラスタの中心を置こうと試みます。クラスタ
の可分性は考慮されません。中心ベクトルは、一定数の列と行を備えた
マップに配置されます。これらのベクトルは、学習レコードに最も近い勝
ち取ったベクトルだけでなく隣接するベクトルも調整されるように相互
に接続されます。ただし、他のセンターが遠くに離れるにつれて、調整
できなくなります。
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ISW クラスタリングのモデル オプション

クラスタリング ノードの [モデル] タブでは、いくつかの関連オプション
とともに、クラスタを作成知るために使用する方法を指定できます。

図 5-24
ISW クラスタリング ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

クラスタ メソッド : クラスタを作成する方法を、[デモグラフィック] または
[Kohonen]から選択します。 詳細は、 p.152 ISW クラスタリング を参照
してください。

クラスタ数を制限 : クラスタ数を制限すると、多数の小型クラスタの生成
を防ぐことにより、実行時間を節約できます。

行数/列数 : (Kohonen メソッドのみ) Kohonen 機能マップの行数および列数
を指定します([Kohonen パス数の限界] が選択され、Limit number of clusters が
選択されていない場合にのみ使用できます)。
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最大パス数: (Kohonen 手法のみ) 学習実行中のデータについてクラスタリ
ング アルゴリズムが作成するパス数を指定します。それぞれのパスによ
り、クラスタの中心とレコードの間の距離全体を最小限に抑えるように中
心ベクトルが調整されます。さらに、ベクトル調整量が減少します。最初
のパスでは、調整は大まかです。最後のパスでは、中心の調整量はかな
り小さくなります。微調整のみが行われます。

ISW クラスタリングの［エキスパート］オプション

クラスタリング ノードの [エキスパート] タブでは、類似性閾値、実行時
間制限、およびフィールドの重みなどの高度なオプションを指定できます。

図 5-25
ISW クラスタリング ノードの [エキスパート] タブ

実行時間を制限する : モデルの作成に必要な時間を制御できるオプション
が有効になります。時間を分単位、処理する学習データの割合の最小
値、または両方を指定できます。

類似性閾値を指定 : (デモグラフィック クラスタリングのみ) 同じクラスタ
に含まれる 2 つのデータ レコードの類似性の下限。たとえば、0.25 の値
は類似度が 25% の値を持つレコードが同じクラスタに割り当てられる傾向
があることを示します。また、値が 1.0 の場合、同じクラスタに割り当て
られるには、レコードが同一でなければならないことを示します。
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フィールド設定 : 各入力フィールドのオプションを指定するには、[フィー
ルド設定] テーブルの [設定] 列の該当する行をクリックし、[<設定を指

定>] を選択します。

クラスタリングのフィールド設定の指定

ここで、各入力フィールドのオプションを指定できます。

図 5-26
入力フィールドのクラスタ設定の指定

フィールドの重み : モデル作成プロセスで、多少の重みをフィールドに割
り当てます。たとえば、このフィールドが他のフィールドに比べて比較
的重要度が低いを考える場合、他のフィールドに対してこのフィール
ドの重みを少なくします。

値の重み : このフィールドの特定の値に、多少の重みを割り当てます。他
の値に比べて、いくつかのフィールド値がより一般的である場合がありま
す。フィールドの希少な値の一致は、度数値の一致に比べて、クラスタに
とって重要です。このフィールドに重みを与える方法を次の中から 1 つ
選択できます (いずれの場合も、希少な値は重みが大きくなり、一般的
な値の重みは小さくなります)。

 対数関数 : 入力データの確率の対数に従って、各値に重みを割り当て
ます。

 確率関数 : 入力データの確率に従って、各値に重みを割り当てます。

いずれのメソッドの場合も、[補正付き] オプションを選択して、各フィール
ドに適用された値の重みを補正することもできます。値の重みを補正する
と、重みの付いたフィールドの全体の重要度は、重みのないフィールドの
全体の重要度と等しくなります。これは、値の数と関係ありません。補正
された重みは、値のセット内の一致の相対重要度のみに影響を与えます。
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類似性尺度を使用 : 類似性尺度を使用して、フィールドの類似性尺度の
計算を制御したい場合に選択します。類似性尺度は絶対値として指定しま
す。この指定は、有効な数値型フィールドにのみ適用されます。類似性尺
度を指定しない場合、デフォルト値 (標準偏差の半分) が使用されます。
より多くのクラスタを取得するには、クラスタペア間の平均類似度を、数
値型フィールドのより小さい類似性尺度によって小さくします。

外れ値の処置 : 外れ値は、[最小値] および [最大値] で定義された、フィール
ドに指定された値の範囲外にあるフィールド値です。このフィールドの外
れ値をどのように処理するかを選択できます。

 デフォルトでは、外れ値を特に処理しない [なし] が選択されます。

 [最小値または最大値で置換] を選択すると、[最小値] より小さいフィール
ド値または [最大値] より大きいフィールド値は、必要に応じて最小
値または最大値に置き換えられます。この場合、最小値および最大
値を設定できます。

 [欠損値として処理] を選択すると、外れ値は欠損値として処理され、無視
されます。この場合、最小値および最大値を設定できます。

ISW Naive Bayes

Naive Bayes は、分類の問題に対応する有名なアルゴリズムです。提示さ
れたすべての予測変数は相互に依存関係がないものとして処理されるの
で、モデルは naïve と命名されます。Naive Bayes は拡張性のある高速
のアルゴリズムであり、複数の属性と対象属性の組み合わせに対して、
条件に関連する確率を計算します。学習データから、個別の確率が計算
されます。各入力変数の各値カテゴリを計算単位とすると、この確率は
各対象クラスの確率を表します。

ISW Naive Bayes 分類アルゴリズムは確率的分類子です。強力な独立推定
を組み合わせる確率モデルに基づいています。
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ISW Naive Bayes の [モデル] オプション

図 5-27
ISW Naive Bayes ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

テスト ランの実行 : テスト ランを実行する場合に選択します。学習データ区
分でモデルが作成された後に、InfoSphere Warehouse Data Mining テスト
ランが実行されます。テスト ランでは、テスト データ区分でパスが実行
され、モデルの品質に関する情報やリフト グラフなどが生成されます。

確率の閾値: 確率の閾値は、学習データに現れていない予測値および目
標値の組み合わせの確率を定義します。この確率は 0～1 の間です。デ
フォルト値は 0.001 です。
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ISW ロジスティック回帰

ロジスティック回帰 (名義回帰) は、入力フィールドの値に基づいてレ
コードを分類する統計手法です。ロジスティック回帰は線型回帰と似てい
ますが、ISW 線型回帰アルゴリズムでは数値型フィールドではなくフラグ
型 (2 値) を対象フィールドとします。

ISW ロジスティック回帰のモデル オプション

図 5-28
ISW ロジスティック回帰ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

データ区分データを使用 : データ区分フィールドが定義されている場合、こ
のオプションでは学習用データ区分のデータのみを使用して、モデルを構
築します。 詳細は、 4 章 データ区分ノード in IBM SPSS Modeler 14.2
入力ノード、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

テスト ランの実行 : テスト ランを実行する場合に選択します。学習データ区
分でモデルが作成された後に、InfoSphere Warehouse Data Mining テスト
ランが実行されます。テスト ランでは、テスト データ区分でパスが実行
され、モデルの品質に関する情報やリフト グラフなどが生成されます。
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ISW 時系列

ISW 時系列アルゴリズムを使用して、過去の既知のイベントに基づき、
将来のイベントを予測できます。

一般的な回帰メソッド同様、時系列モデルは数値を予測します。一般的な
回帰メソッドとは対照的に、時系列予測は順序型系列の将来の値に焦点を
当てています。こうした予測は一般的に予測値と呼ばれています。

時系列アルゴリズムは、1 変量アルゴリズムです。そのため、独立変数は
時間列または順序列です。予測値は過去の値に基づきますが、その他の
独立列には基づきません。

将来の値を予測しませんが季節サイクルを予測値に組み込むため、時系列
アルゴリズムは一般的な回帰アルゴリズムとは異なります。

時系列マイニング関数は、将来の傾向を予測する次のアルゴリズムを提
供します。

 自己回帰和分移動平均 (ARIMA)

 指数平滑法

 季節性傾向分解

データに最適な予測値を作成するアルゴリズムは、モデルの推定によって
異なります。すべての予測値を同時に計算できます。アルゴリズムは、元
の時系列の季節性動作を含む詳細な予測値を計算します。IBM InfoSphere
Warehouse Client をインストールしている場合、Time Series Visualizer
を使用して曲線を評価および比較できます。
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ISW 時系列のフィールド オプション

図 5-29
ISW 時系列ノードの [フィールド] タブ

時間 :時系列を含む入力フィールドを選択します。日付、時間、タイムスタ
ンプ、実数または整数のフィールドでなければなりません。

データ型ノードの設定を使用 : このオプションを選択すると、上流のデー
タ型ノードからのフィールド情報がこのノードで使用されます。これ
はデフォルトです。

ユーザー設定を使用 : このオプションを選択すると、上流のデータ型ノード
からのフィールド情報ではなく、ここで指定したフィールド情報がこの
ノードで使用されます。このオプションを選択した後に、必要に応じて
以下のフィールドを指定します。

対象 : 1 つ以上の対象フィールドを選択します。これは、データ型ノード
のフィールドの役割を [対象] に設定するのと似ています。
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ISW 時系列のモデル オプション

図 5-30
ISW 時系列ノードの [モデル] タブ

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

予測値アルゴリズム :モデリングに使うアルゴリズムを選択します。次のオプ
ションのうち 1 つまたは組み合わせを選択できます。

 ARIMA 分析

 指数平滑法

 季節性傾向分解

予測の終了時間: 予測終了時間を自動で計算する場合または手動で指定する
場合に指定します。

時間フィールド値 :[予測の終了時間] が手動に設定されている場合、予測の終了
時間を入力します。入力できる値は時間フィールドのデータ型によって異な
ります。たとえば、時間を示す整数である場合、48 を入力すると 48 時間
のデータが処理された後に予測が終了します。また、このフィールドは終了
値として日付または時間のいずれかを入力するよう求める場合があります。
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ISW 時系列のエキスパート オプション

図 5-31
ISW 時系列ノードの [エキスパート] タブ

すべてのレコードを使用してモデルを構築: これはデフォルト設定です。モデル
が構築される場合、すべてのレコードが分析されます。

レコードのサブセットを使用してモデルを構築: 使用できるデータの一部からだ
けモデルを作成する場合、このオプションを選択します。たとえば、多く
の反復データがある場合に必要です。

[開始時刻] および [終了時刻] を入力して、使用するデータを特定します。こ
れらのフィールドに入力できる値は時間フィールドの種類によって異なり
ます。たとえば、時間、日、特定の日付または時刻などです。

欠損値の目標値の補間方法: 欠損値が 1 つまたは複数あるデータを処理
する場合、計算に使用する方法を選択します。次のオプションのうち 1
つを選択できます。

 Linear

 指数スプライン

 三次スプライン
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ISW 時系列モデルの表示

ISW 時系列モデルは未調整モデルの形式の出力で、データから抽出された
情報が含まれますが、予測の直接の生成には設計されていません。

図 5-32
未精製モデルのアイコン

詳細は、 3 章 未精製モデル in IBM SPSS Modeler 14.2 Modeling Nodes を
参照してください。

IBM InfoSphere Warehouse Client をインストールしている場合、時系
列データのグラフィカル表示に Time Series Visualizer ツールを使用
できます。

図 5-33
Visualizer に表示される ISW 時系列モデル

Time Series Visualizer ツールを使用する手順は、次のとおりです。

E IBM® SPSS® Modeler を IBM InfoSphere Warehouse と統合するタスクを完
了したことを確認します。 詳細は、 p.117 InfoSphere Warehouse との統
合の有効化 を参照してください。
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E [モデル] パレットにある未調整モデル アイコンをダブルクリックします。

E ダイアログ ボックスの [サーバー] タブで、[表示] ボタンをクリックす
ると、デフォルトの Web ブラウザに Visualizer が表示されます。

ISW データ マイニング モデル ナゲット

ISW ディシジョン ツリー、アソシエーション、シーケンス、回帰、およ
び IBM® SPSS® Modeler に付属するクラスタリング ノードからモデルを
作成できます。

ISW モデル ナゲットの [サーバー] タブ

[サーバー] タブには、整合性チェックの実行および IBM Visualizer ツー
ルの起動のためのオプションがあります。

図 5-34
ISW モデル ナゲットの [サーバー] タブ
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IBM® SPSS® Modeler は、SPSS Modeler モデルと ISW モデルの両方に、同
一のモデル キー文字列を生成して格納し、整合性チェックを実行します。
[サーバー] タブの [確認] ボタンを押すと、一致性確認が実行されます。
詳細は、 p.128 DB2 モデルの管理 を参照してください。

Visualizer ツールは、InfoSphere Warehouse Data Mining モデルをブラウ
ズする唯一の方法です。オプションで、InfoSphere Warehouse Data Mining
とともにツールをインストールできます。詳細は、 p.117 InfoSphere
Warehouse との統合の有効化 を参照してください。

 [表示] をクリックし、Visualizer ツールを起動します。ツールが表示
する内容は、生成されたノードタイプに左右されます。たとえば、生
成された ISW Decision Tree モデル ナゲットから起動した場合、
Visualizer ツールは 予測されたクラス ビューを返します。

 [テスト結果] (ディシジョン ツリーとシーケンスのみ) をクリックし、
Visualizer ツールを起動し、生成されたモデルの全体の品質を表
示します。

ISW モデル ナゲットの [設定] タブ

IBM® SPSS® Modeler では、通常、単一の予測および関連付けられた確率
または確信度のみが提供されます。また、それぞれの結果に対する確率
を表示するユーザー オプション (ロジスティック回帰の相当オプション
に類似) は、モデル ナゲットの [設定] タブで選択可能なスコア時間オ
プションです。
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図 5-35
ISW モデル ナゲットの [設定] タブ

すべてのクラスで確信度を含める : 対象フィールドの各結果について、確信
度を示す列を追加します。
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ISW モデル ナゲットの [要約] タブ

図 5-36
ISW モデル ナゲット、[要約] タブ

モデル ナゲットの [要約] タブで、モデルそのもの (精度分析)、モデ
ルで使用するフィールド (フィールド)、モデルの構築時に使用する設定
(構築の設定)、およびモデルの学習 (学習の要約) についての情報を表
示します。

ノードを初めて参照する場合、[要約] タブの結果は閉じられています。
目的の結果を表示するには、項目の左側にある展開コントロールを使用し
て項目を展開するか、または [すべて展開] ボタンをクリックしてすべての結
果を表示します。見終わった結果を隠すには、展開コントロールを使っ
て目的の結果を閉じるか、または [すべて閉じる] ボタンをクリックして
すべての結果を非表示にします。

精度分析 : 特定のモデルについての情報を表示します。このモデル ナ
ゲットに接続されている精度分析ノードを実行した場合、その精度分析
情報もこのセクションに表示されます。詳細は、 6 章 精度分析ノー
ド in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノード、プロセス ノード、出力ノー
ド を参照してください。
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フィールド : 対象フィールドおよびモデル構築時の入力として使われる
フィールドが表示されます。

構築の設定 : モデル構築時に使われる設定情報が表示されます。

学習の要約 : モデルの種類、モデルの作成に使われたストリーム、モデ
ルの作成者、モデルの作成日時、およびモデルの構築時間などの情報が
表示されます。

ISW データ マイニングの例

Windows 向けの IBM® SPSS® Modeler には、データベース マイニングの処
理を示す多数のデモ ストリームが付属します。これらのストリームは、次
の IBM® SPSS® Modeler のインストール先フォルダにあります。

\Demos\Database_Modeling\IBM DB2 ISW

注 : Demos フォルダには、Windows の [スタート] メニューの SPSS
Modeler プログラム グループからアクセスできます。

次のストリームが、データベース マイニング プロセスの例として順
番に使用されます。

 1_upload_data.str—フラット ファイルのデータを整理して DB2 へアッ
プロードするのに使用されます。

 2_explore_data.strSPSS Modeler でのデータ探索の例として使用され
ます。

 3_build_model.str—ISW ディシジョン ツリー モデルを作成するのに
使用されます。

 4_evaluate_model.strSPSS Modeler でのモデル評価の例として使用
されます。

 5_deploy_model.str—データベース内スコアリングのためにモデルを展
開するのに使用されます。

サンプル ストリームで使用されるデータセットは、クレジット カード申
請に関するものであり、カテゴリ型および連続型予測フィールドの混在に
ついて、分類上の問題を提示します。このデータセットの詳細は、SPSS
Modeler インストール フォルダの下の次のファイルを参照してください。

\Demos\Database_Modeling\IBM DB2 ISW\crx.names

このデータ セットは、http://archive.ics.uci.edu/ml/ の UCI マシン学
習リポジトリより利用できます。

http://archive.ics.uci.edu/ml/
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ストリームの例 :データのアップロード

最初のストリーム例、1_upload_data.str は、フラット ファイルのデータ
を整理して DB2 へアップロードするのに使用されます。

図 5-37
データのアップロードに使用されるサンプル

置換ノードは、欠損値の処理に使用され、crx.data テキスト ファイルか
ら読み込まれた空のフィールドをNULL 値で置き換えます。

ストリームの例 :データの調査

2 番目のストリーム例、2_explore_data.str は、IBM® SPSS® Modeler での
データ探索を説明するのに使用されます。

図 5-38
データの探索に使用されるサンプル ストリーム

データ探索時の一般的な手順は、データ検査ノードをデータに添付する
ことです。データ検査ノードは、[出力] パレットから利用することが
できます。
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図 5-39
データ検査の結果

データ検査の結果 データ検査ノードの結果を使用して、フィールドとデー
タ分布の概要を把握できます。［データ検査］ウィンドウ内のグラフを
ダブルクリックすると、指定されたフィールドについて、より深く検索
した結果を表す詳細なグラフが生成されます。
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図 5-40
データ検査ウィンドウ内のグラフをダブルクリックして作成するヒストグラム

ストリームの例 :モデルの作成

3 番目のストリーム例、3_build_model.str では、IBM® SPSS® Modeler で
のモデル構築を説明します。ストリームに DB モデリング ノードを追加し
たら、追加したノードをダブルクリックして構築の設定を指定できます。

図 5-41
DB モデリング ストリームのサンプル (紫色のノードはデータベース内での実行を表す)。

モデル作成ノードの [モデル] および [エキスパート] タブを使用して、
ツリーの最大深さを調節したり、内部ノードごとに最大純度と最小ケース
を設定して、最初のディシジョン ツリーが作成されたときからノード分割
の進行を止めたりすることができます。 詳細は、 p.134 ISW ディシジョ
ン ツリー を参照してください。
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ストリームの例 :モデルの評価

第 4 のストリーム例、4_evaluate_model.str では、IBM® SPSS® Modeler を
使用したデータベース内モデル作成の利点を説明します。モデルを実行す
ると、その結果をユーザーのデータストリームに追加したり、SPSS Modeler
が提供するいくつかのツールを使用してモデルを評価したりできます。

図 5-42
モデル評価に使用されるストリーム例

ストリームを初めて開くと、モデル ナゲット (field16) はストリームに
含まれません。CREDIT 入力ノードを開き、データ ソースを指定している
ことを確認します。次に、3_build_model.str ストリームを実行して [モ
デル] パレットに field16 ナゲットを作成した場合、ツールバーの [実行]

ボタン (緑色の三角形のボタン) をクリックして、接続されていないノー
ドを実行できます。この操作により、field16 ナゲットをストリームにコ
ピーするスクリプトが実行され、このナゲットを既存のノードに接続し、
ストリーム内でターミナル ノードが実行されます。

[出力] パレットにある分析 ノードを追加すると、生成されたフィール
ドとその対象フィールド間の一致パターンを表す一致行列を作成できま
す。結果を表示するには分析ノードを実行します。
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図 5-43
分析ノードの結果

生成されたテーブルは、ISW ディシジョン ツリー アルゴリズムにより生
成された予測は、84.21% の確率で正しかったことを示しています。

また、ゲイン グラフを作成して、モデルによる精度の改善度を示すこと
もできます。結果を表示するには、生成されたモデルに評価 ノードを追
加してストリームを実行します。
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図 5-44
評価ノードを使用したゲイン グラフの追加

ストリームの例 :モデルの展開

モデルの精度が満足できるものになったら、そのモデルを展開して、外部の
アプリケーションとともに使用したり、スコアをデータベースに書き戻し
たりすることができます。ストリーム例 5_deploy_model.str では、テーブ
ル CREDIT からデータが読み込まれます。展開ソリューション データベー
ス エクスポート ノードが実行されると、データは実際にスコアリングさ
れません。そのストリームは、公開イメージ ファイル credit_scorer.pim
と、公開パラメータ ファイル credit_scorer.par を作成します。
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図 5-45
モデルを展開するために使用されているストリーム例

上記の例のように、field16 ナゲットをストリームにコピーするスクリプ
トが実行され、このナゲットを既存のノードに接続し、ストリーム内で
ターミナル ノードが実行されます。この場合、まずデータベース入力ノー
ドとエクスポート ノードでデータ ソースを指定する必要があります。
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IBM SPSS Modeler そして IBM Netezza Analytics

IBM® SPSS® Modeler では、IBM® Netezza® Analytics との統合をサポー
トしており、IBM Netezza サーバーで高度な分析を実行する機能を提供
します。これらの機能は、SPSS Modeler のグラフィカル ユーザー イン
ターフェイスとワークフロー指向の開発環境で使用することができ、IBM
Netezza 環境で直接データ マイニング アルゴリズムを実行できます。

SPSS Modeler は、Netezza Analytics の次のアルゴリズムの統合をサ
ポートします。

 ディシジョン ツリー

 K-Means

アルゴリズムの詳細は、『Netezza Analytics 開発者ガイド』および
『Netezza Analytics リファレンス ガイド』を参照してください。

IBM Netezza Analytics との統合の要件

IBM® Netezza® Analytics を使用してデータベース内のモデル作成を実行す
る場合、以下の条件が前提条件となります。場合によっては、これらの条件
が満たされているかデータベース管理者に問い合わせて確認してください。

 ローカル モード、または Windows または UNIX (IBM Netezza ODBC ド
ライバを使用できない zLinux を除く) の IBM® SPSS® Modeler Server
インストールに対して実行している IBM® SPSS® Modeler。

 IBM® SPSS® In-Database Analytics パッケージを実行する IBM Netezza
Performance Server 6.0 以上。

 IBM Netezza データベースに接続するための ODBC データベース。 詳
細は、 p.177 IBM Netezza Analytics との統合の有効化 を参照して
ください。

 SPSS Modeler で有効化された SQL の生成および最適化。 詳細は、
p.177 IBM Netezza Analytics との統合の有効化 を参照してください。

注 : データベース モデル作成および SQL 最適化では、SPSS Modeler
Server 接続が IBM® SPSS® Modeler コンピュータ上で可能でなければなり
ません。この設定を有効にすると、データベース アルゴリズムにアクセス

© Copyright IBM Corporation 1994, 2011. 176
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し、SPSS Modeler から SQL を直接プッシュ バック、SPSS Modeler Server
にアクセスできます。現在のライセンス ステータスを検証するには、SPSS
Modeler の [ヘルプ] メニューから [バージョン情報] を選択します。詳細
は、 3 章 IBM SPSS Modeler Server への接続 in IBM SPSS Modeler 14.2
ユーザー ガイド を参照してください。

IBM Netezza Analytics との統合の有効化

IBM Netezza Analytics の設定

IBM® Netezza® Analytics をインストールして設定するには、Netezza
Analytics のマニュアル、『Netezza Analytics インストール ガイド』を
参照してください。ガイドの「データベース権限の設定」に、IBM® SPSS®
Modeler ストリームをデータベースに書き込むために実行する必要のある
スクリプトの詳細について記載されています。

IBM Netezza Analytics の ODBC ソースの作成

IBM Netezza database と SPSS Modeler の接続を有効にするには、ODBC シ
ステム データ ソース名 (DSN) を作成する必要があります。

DSN を作成する前に、ODBC データ ソースおよびドライバの基本的に理解
し、SPSS Modeler のデータベースをサポートする必要があります。 詳細
は、 2 章 データへのアクセス in IBM SPSS Modeler Server 14.2 管理お
よびパフォーマンス ガイド を参照してください。

IBM® SPSS® Modeler Server に対して、分散モードで実行している場合、
サーバ コンピュータに DSN を作成します。ローカル (クライアント) モー
ドで実行している場合、クライアント コンピュータに DSN を作成します。

E Netezza Client の CD の nzodbcsetup.exe ファイルを実行してインストー
ラを起動してください。画面上の指示に従って、ドライバをインストー
ルします。詳細は、『IBM Netezza ODBC、JDBC、および OLE DB インス
トールおよび設定ガイド』を参照してください。

E DSN を作成します。

注 :メニュー シーケンスは使用する Windows のバージョンによって異
なります。

 Windows XP : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] を選択し
ます。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [データ ソース (ODBC)] を
ダブルクリックします。
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 Windows Vista： [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システム

メンテナンス] を選択します。[管理ツール] をダブルクリックし、次に [デー

タ ソース] を選択して [開く] をクリックします。

 Windows 7 : [スタート] メニューから、[コントロール パネル] → [システムと

セキュリティ] → [管理ツール] を選択します。[データ ソース (ODBC)] を選択
して [開く] をクリックします。

E [システム DSN] タブをクリックしてから、[追加] をクリックします。

E リストから [NetezzaSQL] を選択して、[完了] をクリックします。

E [Netezza ODBC ドライバ セットアップ] 画面の [DSN オプション] タブで、選択
したデータ ソース名、Netezza サーバーのホスト名または IP アドレス、
接続のポート番号、使用している IBM Netezza インスタンスのデータベー
ス、データベース接続のためのユーザー名およびパスワードの詳細を入力
します。フィールドについての説明は[ヘルプ] ボタンをクリックします。

E [テスト接続] ボタンをクリックして、データベースに接続できることを確
認します。

E 正常に接続が行われたら、ODBC Data Source Administrator の画面が終了
するまで繰り返し [OK] を押します。

SQL の生成と最適化を有効にする

非常に大きいデータ セットを扱う確率が高いため、パフォーマンス上
の理由により、SPSS Modeler で SQL 生成および最適化を有効にする必
要があります。

E SPSS Modeler のメニューから次の項目を選択します。

ツール > オプション > [ユーザー オプション]
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図 6-1
最適化の設定

E [最適化] タブをクリックします。

E [SQL 生成] オプションが有効になっていること確認します。この設定は、
データベースのモデル作成が機能するために必要です。

E [SQL 生成の最適化] と [その他の実行を最適化] を選択します (絶対に必要な
訳ではありませんが、最適化されたパフォーマンスを得るために、選択
することを強くお勧めします）。

詳細は、 12 章 最適化オプションの設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 ユー
ザー ガイド を参照してください。

IBM Netezza Analytics によるモデル構築

ノード パレットの [データベース モデリング] タブから、IBM Netezza
データベース内マイニング ノードにアクセスできます。
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データの考慮事項

データ ソースのフィールドは、連続型変数またはカテゴリ型変数でな
ければなりません。

対象フィールド:対象を指定できる出力 (対象) フィールドとして、1 つの
フィールドのみを選択できます。

レコード ID フィールド:各ケースを一意に識別するためにフィールドを指定し
ます。たとえば、これは CustomerID などの ID フィールドです。

一般的なコメント

 IBM® SPSS® Collaboration and Deployment Services では、IBM Netezza
データベース モデリング ノードを含むストリームを使用してスコアリ
ング設定を作成することはできません。

 Netezza ノードで作成されたモデルの場合、PMML エクスポートまたは
インポートを行うことはできません。

Netezza モデル - サーバー オプション

このタブでは、モデルを保存する IBM Netezza データベースを指定します。
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図 6-2
Netezza Server のオプション

Netezza DB サーバーの詳細:ここで、モデルに使用するデータベースの
接続の詳細を指定します。

 上流の接続を使用:(デフォルト) データベース入力ノードなど、上流の
ノードで指定した接続の詳細を使用します。注 : このオプションは、
すべての上流ノードが SQL プッシュバックを使用できる場合にのみ有
効です。この場合、SQL が完全にすべての上流ノードを実装するため、
データベース外のデータを移動する必要はありません。

 接続するデータを移動:ここでしてデータベースにデータを移動します。
データを移動することにより、データが別の IBM Netezza データベー
ス、他のベンダーのデータベースにある場合、またはデータがフラッ
ト ファイルにある場合でもモデリングを実行できるようにします。ま
た、ノードが SQL プッシュバックを実行していないためデータが抽出
されていない場合、データはここで指定されたデータベースに戻され
ます。接続を参照して選択するには、[編集] ボタンをクリックしま
す。注意:IBM® Netezza® Analytics は通常非常に大きいデータ セット
で使用されます。データベース間、またはデータベース内外に多くの
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データを移行するのは非常に時間がかかる場合があるため、可能な限
り避けることをお勧めします。

テーブル名:モデルが保存されるデータベース テーブルの名前。注 : 新
しいテーブルである必要があります。この操作に既存のテーブルは使
用できません。

コメント

 モデル作成に使用する接続は、ストリームの入力ノードで使用する接
続と同じであっても別であってもかまいません。たとえば、特定の
Netezza データベースのデータにアクセスし、クリーニングまたはその
他の操作のためにデータを IBM® SPSS® Modeler にダウンロードし、次
にモデル作成を目的としてデータを別の Netezza データベースにアッ
プロードするストリームを利用できます。ただし、こうした設定はパ
フォーマンスに悪影響を与える場合があります。

 ODBC データ ソース名は、各 SPSS Modeler ストリームに効果的に埋め
込まれます。あるホスト上で作成されたストリームが別のホスト上で実
行された場合、データ ソースの名前はそれぞれのホストで同じであ
る必要があります。また、各入力ノードまたはモデル作成ノードで、
[サーバー] タブから異なるデータ ソースを選択できます。

Netezza モデル - モデル オプション

[モデル オプション] タブで、モデルの名前を指定するか、自動的に名
前を生成するかを選択できます。
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図 6-3
ディシジョン ツリーのモデル オプション

モデル名 : ターゲットまたは ID フィールド (その指定がない場合はモデ
ル タイプ) に基づいてモデル名を生成、またはカスタム名を指定するこ
とができます。

スコアリングで使用可能にする：モデル ナゲットの [設定] タブに表示される
スコアリング オプションのデフォルト値を設定できます。

Netezza ディシジョン ツリー

ディシジョン ツリーは、分類モデルを示す階層構造です。ディシジョン
ツリー モデルによって、学習データのセットから将来の観測値を予測ま
たは分類する分類システムを開発できます。分類は、枝が分類の分割点
を示すツリー構造の形式です。分割は、停止点に達するまでデータをサ
ブグループに繰り返し分割します。停止点のツリーノードは、葉と呼ば
れます。各葉は、クラス ラベルというラベルを、サブグループのメン
バー、またはクラスに割り当てます。
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インスタンスの重みとクラスの重み

デフォルトでは、すべての入力レコードとクラスの重要度は相対的に等し
いと想定されています。各重みをこれらの項目のいずれかまたは両方のメ
ンバーに割り当てることによって変更できます。たとえば、学習データ内
のデータ ポイントがカテゴリ間で現実的に分布していない場合に役に立ち
ます。重みを使用すると、モデルを偏らせて、データにうまく表れていな
いカテゴリの補正を行うことができます。対象値の重みが大きくなると、
カテゴリの適切な予測の割合が大きくなります。

ディシジョン ツリー モデル作成ノードで、2 つの種類の重みを指定で
きます。インスタンスの重みは、入力データの各行に重みを割り当てま
す。多くの場合重みは通常 1.0 に指定され、大多数よりも重要度が高い
または低いこれらのケースのみに高いまたは低い値を割り当てます。
次の例を示します。

レコード ID 対象 インスタン
スの重み

1 drugA 1.1

2 drugB 1.0

3 drugA 1.0

4 drugB 0.3

クラスの重みは、次のように対象フィールドの各カテゴリに重みを割り
当てます。

クラス クラスの重
み

drugA 1.0

drugB 1.5

2 つのタイプの重みを同時に使用できます。その場合、お互いを掛け合
わせ、インスタンスの重みとして使用されます。そのため、2 つの前述
の例を同時に使用した場合、アルゴリズムは次のインスタンスの重み
を使用します。

レコード ID 計算 インスタン
スの重み

1 1.1*1.0 1.1

2 1.0*1.5 1.5

3 1.0*1.0 1.0

4 0.3*1.5 0.45
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Netezza ディシジョン ツリーのフィールド オプション

[フィールド] タブで、上流のノードですでに定義されているフィールド
の役割設定を使用するか、手動でフィールドの割り当てを行うかを選
択します。

図 6-4
ディシジョン ツリーのフィールド オプション

事前定義された役割を使用: 上流のデータ型ノード (または上流の入力ノー
ドの [データ型] タブ) の役割設定 (対象、予測など) を使用します。詳
細は、 4 章 フィールドの役割の設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノー
ド、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

カスタム フィールド割り当ての使用 : この画面で対象、予測、およびその他の
役割を手動で割り当てる場合、このオプションを選択します。
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フィールド : 矢印ボタンを使用して、このリストの項目を画面右側のさまざ
まな役割フィールドに手動で割り当てます。アイコンは、各役割フィール
ドの有効な測定レベルを示します。

[すべて] ボタンをクリックしてリスト内のすべてのフィールドを選択する
か、各測定レベルのボタンをクリックして、その測定レベルのすべての
フィールドを選択します。

対象 : 1 つのフィールドを予測の対象として選択します。

レコード ID： 一意のレコード ID として使用されるフィールド。このフィー
ルドの値は各レコードで一意である必要があります (例: カスタマー
ID 番号)。

インスタンスの重み:デフォルトのクラスの重み (対象フィールドのカテゴリ
あたりの重み) の代わりに、またはデフォルトに加えてインスタンスの重
み (入力データの行あたりの重み) を使用できるようフィールドを指定し
ます。ここで指定するフィールドは、入力データの各行の数値の重みを
含むフィールドでなければなりません。 詳細は、 p.184 インスタンス
の重みとクラスの重み を参照してください。

入力 : 入力フィールドを選択してください。これは、データ型ノードの
フィールドの役割を [入力] に設定するのと似ています。

Netezza ディシジョン ツリーの作成オプション

[作成オプション] タブで、モデルを構築するすべてのオプションを設定し
ます。もちろん、[実行] ボタンをクリックすると、すべてデフォルトオプ
ションのモデルが構築されますが、通常は、それぞれの目的で作成をカ
スタマイズする必要があります。
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図 6-5
ツリーの成長のディシジョン ツリーの作成オプション

次の作成オプションを設定できます。

 ツリーの成長

 クラス ラベルの重み

 ツリーの剪定

ツリーの成長のオプションについては、本項で説明しています。

成長の測定:このオプションはツリーの成長を測定する方法を管理します。デ
フォルト値を使用しない場合は、[カスタマイズ] をクリックして変更します。

 不純度の測定: ツリーの分割に最も良い場所を評価するのに使用される、
不純度の測定。不純度とは、ツリーで定義されたサブグループにおい
て、広範囲にわたる出力フィールド値が含まれている程度のことです。
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サポートされる測定は、エントロピー (デフォルト) とGini です。これ
らは、枝葉の所属カテゴリの確率に基づく一般的な不純度測定法です。

 最大ツリー深さ。 ルート ノード下でツリーが成長可能なの最大レベル数
を指定します (サンプルが再帰的に分割される数)。デフォルトは 62
で、モデリングに可能なツリーの最大深度です。ただし、モデル ナ
ゲットのビューアには最大 10 レベルを表示できます。

分割基準:これらのオプションは、ツリーをいつ分割するかを設定します。デ
フォルト値を使用しない場合は、[カスタマイズ] をクリックして変更します。

 分割の最小改善度:新しい分割がツリーで作成される前に不純度を減少
する必要のある最小数。ツリー構築の目標は、似かよった出力値を持つ
サブグループを作成することです。つまり、それぞれのノード内におけ
る不純度を最小にすることです。枝葉が適切に分割されて不純度が分割
基準によって指定された値を下回ると、分割は実行されません。

 分割の最小インスタンス数:分割可能な最小レコード数です。分割されて
いないレコードがこの数より少ない場合、これ以上分割は行われませ
ん。このフィールドを使用して、ツリー内の非常に小さいサブグループ
が作成されないようにすることができます。

Netezza ディシジョン ツリー ノード - クラスの重み

ここでは、重みを各クラスに割り当てることができます。デフォルトで
は、1 の値をすべてのクラスに割り当て、重みを等しくします。異なるク
ラス ラベルに異なる数値の重みを指定することによって、アルゴリズムが
特定のクラスの学習セットに重みを付けるよう指定します。
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図 6-6
ディシジョン ツリーのクラスの重みのオプション

重みを変更するには、[重み] 列で変更する重みをクリックし、必要に
応じて変更します。

値:対象フィールドの可能な値から派生した、クラス ラベルのセット。

重み:特定のクラスに割り当てられる重み。大きな重みをクラスに割り当て
ると、モデルは、他のクラスと比べてそのクラスに対して敏感になります。

インスタンスの重みと組み合わせてクラスも重みを使用できます。 詳細
は、 p.184 インスタンスの重みとクラスの重み を参照してください。
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Netezza ディシジョン ツリー ノード - 剪定オプション

剪定オプションを使用して、ディシジョン ツリーの剪定基準を指定できま
す。剪定の目的は、新しいデータに対して予期した精度が改善されない成
長しすぎたサブグループを削除することによって、オーバーフィットのリ
スクを軽減することにあります。

図 6-7
ディシジョン ツリーの剪定オプション

剪定の測定:デフォルトの剪定の測定、[精度]は、ツリーから葉を削除し
た後、推定されたモデルの精度が可能な上限内にあるようにします。剪
定を適用しながらクラスの重みを考慮に入れる場合、[重み付けされた精

度] を使用します。

剪定するデータ:新しいデータに対する想定された精度を推定するには、
学習データの一部またはすべてを使用できます。また、指定されたテー
ブルの別の剪定データセットを使用できます。
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 すべての学習データを使用:このオプション (デフォルト) は、モデルの
精度を推定するためにすべての学習データを使用します。

 剪定に学習データの % を使用:このオプションを使用してデータを 2 つの
セットに分割します。剪定データに指定した割合で、一方は学習用、一
方は剪定用です。[剪定に使用するシード] フィールドで、ストリームを
実行するごとに同じ方法でデータが区分されるようにランダム シー
ドを指定することができます。

 既存テーブルのデータを使用:モデルの精度を推定するために個別の剪
定データセットのテーブル名を指定します。学習データを使用するよ
り信頼性が高いと見なされます。ただし、このオプションにより、学
習セットから大きなサブセットのデータが削除され、ディシジョン
ツリーの品質が損なわれます。

Netezza K-Means

K-Means ノードは、クラスタ分析の方法を提供する k-means アルゴリズ
ムを実行します。このノードを使用して、データ セットをグループにク
ラスタ化できます。

アルゴリズムは距離に基づくアルゴリズムで、距離メトリック (関数) に
依存してデータ ポイント間の類似性を測定します。データ ポイントは、
使用する距離メトリックに従って最も近いクラスタに割り当てられます。

アルゴリズムは、同じ基本プロセスを何度か反復することによって実行し
ます。学習インスタンスは最も近いクラスタに割り当てられます (指定さ
れた距離関数に関しては、インスタンスとクラスタ中心に適用されます)。
すべてのクラスタ中心は、特定のクラスタに割り当てられたインスタンス
の平均属性値のベクトルとして再計算されます。

Netezza K-means のフィールド オプション

[フィールド] タブで、上流のノードですでに定義されているフィールド
の役割設定を使用するか、手動でフィールドの割り当てを行うかを選
択します。
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図 6-8
K-means のフィールド オプション

事前定義された役割を使用: 上流のデータ型ノード (または上流の入力ノー
ドの [データ型] タブ) の役割設定 (対象、予測など) を使用します。 詳
細は、 4 章 フィールドの役割の設定 in IBM SPSS Modeler 14.2 入力ノー
ド、プロセス ノード、出力ノード を参照してください。

カスタム フィールド割り当ての使用 : この画面で対象、予測、およびその他の
役割を手動で割り当てる場合、このオプションを選択します。

フィールド : 矢印ボタンを使用して、このリストの項目を画面右側のさまざ
まな役割フィールドに手動で割り当てます。アイコンは、各役割フィール
ドの有効な測定レベルを示します。

[すべて] ボタンをクリックしてリスト内のすべてのフィールドを選択する
か、各測定レベルのボタンをクリックして、その測定レベルのすべての
フィールドを選択します。

レコード ID： 一意のレコード ID として使用されるフィールド。

入力 : 入力フィールドを選択してください。これは、データ型ノードの
フィールドの役割を [入力] に設定するのと似ています。
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Netezza K-means の作成オプション

[作成オプション] タブで、モデルを構築するすべてのオプションを設定し
ます。もちろん、[実行] ボタンをクリックすると、すべてデフォルトオプ
ションのモデルが構築されますが、通常は、それぞれの目的で作成をカ
スタマイズする必要があります。

図 6-9
K-means の作成オプション

距離測度 :データ ポイント間の距離の測定に使用する方法です。距離が大
きいほど、相違が大きくなります。オプションは次のとおりです。

 ユークリッド:(デフォルト) 2 点間の距離は、それらを直線で結ぶこと
によって計算されます。

 Manhattan:2 点間の距離は、それらの座標間の絶対距離の合計として
計算されます。

 Canberra:Manhattan の距離と同じですが、原点に近いデータ ポイント
に対してより感度が高くなります。

 最大値 :2 点間の距離は、座標の次元に沿ったそれらの相違の最大
値として計算されます。

クラスタ数 (k):作成するクラスタの数を指定します。
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最大反復回数:アルゴリズムは、同じプロセスを何度か反復することに
よって実行します。指定された回数だけ反復した後、モデルの学習を中
止します。

結果を複製:ランダム シードを設定する場合、このボックスをオンにしま
す。分析を複製できるようになります。整数を指定、または [生成] をク
リックすると、擬似無作為の整数を作成します。

IBM Netezza Analytics モデルの管理

IBM® Netezza® Analytics モデルは、他の IBM® SPSS® Modeler のモデルの
ようにキャンバスおよび [モデル] パレットに追加され、ほとんど同じ
ように使用できます。ただし、SPSS Modeler 中で生成された各 Netezza
Analytics モデルは実際にはデータベース サーバー上にあるモデルへの参
照であるなどの、重要な違いがいくつかあります。ストリームを正しく機
能させるためには、モデルが作成されたデータベースに接続する必要があ
ります。モデル テーブルを外部プロセスにより変更してはいけません。

Netezza ディシジョン ツリー モデル ナゲット

ディシジョン ツリー モデル ナゲットでは、モデリング操作の出力を表
示し、モデルをスコアリングするためのオプションを設定することも
できます。

スコアリングのために完全なモデル出力を確認するには

E テーブルノードをモデル ナゲットに接続します。

E テーブル ノードを開きます。

E [実行] をクリックします。

テーブル出力ウィンドウの右側にスクロールし、予測を表示します。
フィールド $I-fieldname には予測値が表示されますが、$IP-fieldname
(ある場合) では予測の確信度 (0.0 ～ 1.0) が表示されます。
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Netezza ディシジョン ツリー - [モデル] タブ

図 6-10
ディシジョン ツリーのモデル出力

モデル出力は、ディシジョン ツリーのテキスト表示の形式です。テキスト
の各行は、ノードまたは葉に対応し、インデントはツリー レベルを反映し
ます。ノードの場合、分割の条件が表示され、葉の場合は、割り当てられ
たクラスのラベルが表示されます。

Netezza ディシジョン ツリー - [設定] タブ

[設定] タブで、モデルをスコアリングするためのオプションを設定
できます。
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図 6-11
Netezza モデルの設定

Netezza DB サーバーの詳細:ここで、モデルに使用するデータベースの
接続の詳細を指定します。

 上流の接続を使用:(デフォルト) データベース入力ノードなど、上流の
ノードで指定した接続の詳細を使用します。注 : このオプションは、
すべての上流ノードが SQL プッシュバックを使用できる場合にのみ有
効です。この場合、SQL が完全にすべての上流ノードを実装するため、
データベース外のデータを移動する必要はありません。

 接続するデータを移動:ここでしてデータベースにデータを移動します。
データを移動することにより、データが別の IBM Netezza データベー
ス、他のベンダーのデータベースにある場合、またはデータがフラッ
ト ファイルにある場合でもモデリングを実行できるようにします。ま
た、ノードが SQL プッシュバックを実行していないためデータが抽出
されていない場合、データはここで指定されたデータベースに戻され
ます。接続を参照して選択するには、[編集] ボタンをクリックしま
す。注意:IBM® Netezza® Analytics は通常非常に大きいデータ セット
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で使用されます。データベース間、またはデータベース内外に多くの
データを移行するのは非常に時間がかかる場合があるため、可能な限
り避けることをお勧めします。

モデル名:保存する場合にモデルに指定する名前。

テーブル名:モデル作成ノードで指定したような、モデルが保存される
データベース テーブルの名前。名前は参照用に表示されます。ここで変
更することはできません。

入力フィールドを含める :このオプションを選択 (デフォルト) した場合、
このオプションは下流にあるすべての元の入力フィールドを渡し、追加の
モデリング フィールドをデータの各行に追加します。このチェック ボッ
クスをオフにすると、レコード ID フィールドと追加のモデリング フィー
ルドのみが渡されるため、ストリームがより迅速に実行されます。

割り当てられたクラスの確立を計算してレコードをスコアリング:(ディシジョ
ン ツリーのみ) このオプションを選択 (デフォルト) した場合、追加の
モデリング フィールドには、予測フィールドのほかに確信度 (確率)
フィールドが含まれます。このオプションをオフにすると、予測フィー
ルドのみが作成されます。

Netezza K-Means モデル ナゲット

K-Means モデル ナゲットには、クラスタ化モデルが取得したすべての情報
と、学習データと推定プロセスに関する情報が含まれます。

K-Means モデル ナゲットを含むストリームを実行すると、そのレコー
ドの所属クラスタと割り当てられたクラスタの中心からの距離を含む 2
つの新規フィールドが追加されます。新規フィールド名はモデル名から
派生し、所属クラスタのフィールドには接頭辞の $KM-、クラスタの中心
からの距離のフィールドには接頭辞の $KMD- が付けられます。たとえ
ば、モデルの名前が Kmeans の場合、新規フィールド名は $KM-Kmeans と
$KMD-Kmeans になります。

スコアリングのために完全なモデル出力を確認するには

E テーブルノードをモデル ナゲットに接続します。

E テーブル ノードを開きます。

E [実行] をクリックします。

テーブル出力ウィンドウの右側にスクロールし、予測を表示します。
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Netezza K-Means モデル ナゲット - [モデル] タブ

図 6-12
K-Means モデル出力

モデル出力は、次のように [モデル] タブに表示されます。

要約統計量 :最小クラスタおよび最大クラスタについて、レコード数、
データ セットの割合が表示されます。またリストには、最大クラスタから
最小クラスタに対するサイズ比が表示されます。

クラスタリング要約:アルゴリズムで作成されたクラスタ数が表示されます。
各クラスタについて、テーブルにはクラスタのレコード数、これらのレ
コードのクラスタ中心からの平均距離が表示されます。

Netezza K-Means モデル ナゲット - [設定] タブ

[設定] タブで、モデルをスコアリングするためのオプションを設定
できます。
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図 6-13
K-Means モデル設定

全般:このセクションには、モデル スコアリングの一般的なオプショ
ンが表示されます。

 モデル名:保存する場合にモデルに指定する名前。

 テーブル名:モデル作成ノードで指定したような、モデルが保存される
データベース テーブルの名前。名前は参照用に表示されます。ここ
で変更することはできません。

Netezza DB サーバーの詳細:ここで、モデルに使用するデータベースの
接続の詳細を指定します。

 上流の接続を使用:(デフォルト) データベース入力ノードなど、上流の
ノードで指定した接続の詳細を使用します。注 : このオプションは、
すべての上流ノードが SQL プッシュバックを使用できる場合にのみ有
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効です。この場合、SQL が完全にすべての上流ノードを実装するため、
データベース外のデータを移動する必要はありません。

 接続するデータを移動:ここでしてデータベースにデータを移動します。
データを移動することにより、データが別の IBM Netezza データベー
ス、他のベンダーのデータベースにある場合、またはデータがフラッ
ト ファイルにある場合でもモデリングを実行できるようにします。ま
た、ノードが SQL プッシュバックを実行していないためデータが抽出
されていない場合、データはここで指定されたデータベースに戻され
ます。接続を参照して選択するには、[編集] ボタンをクリックしま
す。注意:IBM® Netezza® Analytics は通常非常に大きいデータ セット
で使用されます。データベース間、またはデータベース内外に多くの
データを移行するのは非常に時間がかかる場合があるため、可能な限
り避けることをお勧めします。

スコアリングで使用可能にする：このセクションには、モデル スコアリング
の特定のオプションが表示されます。

 入力フィールドを含める:選択すると (デフォルト)、元の入力フィールド
をすべて下流に渡し、追加のモデリング フィールドをデータの各行に
添付します。このボックスをオフにすると、レコード ID フィールド
と追加のモデリング フィールドのみが渡されるため、ストリームが
より早く実行されます。

 距離測度:データ ポイント間の距離の測定に使用される方法です。距離
が大きいほど、相違点が多くなります。オプションは次のとおりです。

ユークリッド:(デフォルト) 直線と結合することによって、2 点間の
距離を計算します。

Manhattan:2 点間の距離が、座標間の絶対距離の合計として計算され
ます。

Canberra:Manhattan 距離と同様、原点に近いデータ ポイントに対す
る感度が高くなります。

最大値 :2 点間の距離が、座標に沿った最大の相違として計算されます。
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